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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　一〇〇ｔトン。

　心が積載しているなにかの重さは、だいたいこのくらいだろうか。

　こんなに重たい気分で金曜の朝を迎えた記憶を、春日かすが理り刀とは持っていない。

　あすは土曜。学校は休み。

　休日を目前にしているというのに、ここまで気持ちが塞ふさいでしまうなんて……。

　いつもより一時間以上も早く、理刀は家を出た。

　ノロノロと遅いエレベーターで一階まで降り、扉が開いたところでようやく気づく。

　あ、玄関のカギ、閉め忘れた……。

　それどころか、いつもズボンのポケットに入れているカギそのものを忘れている。

　意識があちこちに飛び回っているようだ。集中できていない。

　彼女のことばかり考えているから。

　こんなことじゃ、ダメだ。

　上り下りがとろくさいエレベーターの中で一歩も動かず、五階のボタンを押す。

　扉が閉まるのと同時に、胸の内に潜ひそむなにかが、ピリッと痙けい攣れんした。

　スローなエレベーターに対するいら立ちだろうか？

　ぼんやりしている自分への情けなさだろうか？

　それとも、いまこの場にいない存ひ在とを想おもう寂しさだろうか？

　理り刀とは目を閉じた。

　エレベーターが、ゆるゆると上っていく。




　七時半を回る頃ころ、理刀は病院に着いた。

　レゾン学院の付属病院であるここは、学校の裏手に位置しているため、登校途中に寄ることができる。

　面会時間にはまだ間があるものの、理刀はお構いなしに夜間通用口のドアを押し、病院の中へ入った。

　病院独特の薬品臭が、鼻にまとわりついてくる。ぬるいくせに、どこか肌寒い空気も。

　通路脇わきの守衛室から、年配のおじさんがガラス窓越しに目をむけてくるが、制服姿の理刀を呼びとめようともしなければ、出てくる気配もない。おそらく、毒どく舌ぜつ丸まるが話を通してくれているのだろう。

　理刀はそのまま、薄暗い通路を進んだ。

　気持ちは、相変わらず澱よどんでいる。

　病院の空気も、澱んでいる。

　一生、どんなに願っても晴れることがないかのような澱みだ。

　ここは、空気と時間が停滞してる場所。

　健康な者には縁のない場所。

　ふと思う。

　どうして自分は、こんなに場違いな場所を歩いているのだろう、と。

　飾り気のない病院の廊下を、理刀は歩き続ける。




　入院病棟の最上階である七階でエレベーターを降り、彼女の病室へむかった。

　休憩所のすぐ隣。七○一号室。

　名札には、『キュート・フォンターナ』の文字。

　軽くノックしたあと、静かにドアを開ける。

　カーテンの隙すき間まから、ベッドの足もとが見えた。そのカーテンが微かすかに動き、毒舌丸が顔を出す。

　早朝であるにもかかわらず、黒髪にもメガネにもスーツにも、隙すきひとつない。清潔感と鋭さを漂わせたいつもの彼女だ。

　それでも、切れ長の目に疲れが溜たまっているように見えるのは、理刀の気持ちが沈んでいるせいだろうか。

「おはようございます。登校前に寄って下さったのですか？」

　カーテンの中から出てきた毒舌丸が、わずかに頭を下げた。

「あ、おはようございます」

　理り刀とも、すぐさま頭を下げる。

「出迎えもせず、申し訳ありませんでした」

「いえ、そんな……」

　毒どく舌ぜつ丸まるの言葉に、理刀はなんと返せばいいのかわからない。

　現在、魔力が使えず未来視ができない彼女だから、いつものように一歩先をいく行動ができないことはわかっている。

「………」

「………」

　お互い、次の言葉が続かない。

　居い心地ごこちの悪さから逃げるように、理刀は立ち位置をずらしてカーテンの中を覗のぞき見た。

　毒舌丸がそれに合わせるように、カーテンを開いてくれる。

　白いベッド。

　白いシーツ。

　白い枕まくら。

　銀色の長い髪。

　そこには、白に包まれたキュートが眠っている。

『妖よう精せい捕獲大会』で優勝を飾り、直後に倒れたキュート。その後、ここに担かつぎ込まれた。

　無意識下で｛奇跡の血｝を行使したことにより、彼女は意識を失ったのだ。

　引き換えに、封印樹の種を蘇よみがえらせた。

　カカが、その種で親木である封印樹を朽ち果てさせ、樹きの中からササラを助け出した。いや、引っ張り出したのか？

　理刀はまだ、ササラがどうして封印樹の中にいたのかを知らない。

　現在わかっていることは、彼女が魔界の姫であり、その能力は周囲の魔力を完全に支配してしまう特殊なものであるらしい、ということだけである。人間には影響を及ぼさないから、黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かたちには害がないらしいが……。

　理刀は、ベッドに歩み寄った。

　枕まくら元もとに立ち、キュートを見下ろす。

　呼吸器をつけているため、鼻と唇が隠れている。そのため、キュートではないような気がしてくる。

　微かすかにもれる呼吸音。

　規則的に上下する胸。

　それでも、彼女の長いまつげはぴくりとも動かない。

　血の気のない唇も、いつものように微笑ほほえんではくれない。

　動かないキュートを見下ろしていると、もしかしてこのままずっと……、なんて不安が湧わき上がってくる。

　それでも理り刀とは、心の中でひ弱な自分を踏み潰つぶした。

　きっと、彼女は目覚めてくれるはずだ。

　そっと目を開き、透き通った空色の瞳ひとみを輝かせ、やさしく微笑ほほえんでくれるはずだ。

　最高の笑顔を浮かべて……。

　理刀、落ち込んだ顔してどうしたの？

　ねぇ、理刀。きのうのドラマ、観みた？

　これおいしいのよ。理刀も食べてみる？

　……理刀。

「キュートお嬢様は、これで二度目になります」

　毒どく舌ぜつ丸まるの声で、理刀はキュートの顔に焦点を合わせた。

　現実は、いま、目の前にある。

　理刀は、懸命に散らばった意識を束ね、ベッドのむかいに回った毒舌丸へ顔をむけた。

「二度目？」

「はい、キュートお嬢様がおふたつのとき、｛奇跡の血｝をご使用になったと聞いています。当時のわたしは、まだフォンターナの禄ろくを食はんではいませんでしたので、伝聞でしかありませんが」

「二歳のときも、キュートはいまみたいに眠ったままになったんですか？」

「瀕ひん死しの重傷を負われた方を助けるためだった、と聞き及んでいます」

「瀕死の重傷……」

「その頃ころはまだ、蛮族との争いが激化の一途をたどっていましたから」

　理刀は、キュートへ目を戻した。

　幼いときもこうして意識を失ったことがあると聞き、可哀かわい想そうだなと思う反面、安心もした。キュートは、きっと目を覚ます。一度でも｛奇跡の血｝を使った経験があるのなら、フォンターナのお姉様方も対処法を知っているはずだ。

　問題なのは……。

「キュートは、どのくらいで目を覚ますんですか？　後遺症とかは、ないですよね？」

　毒舌丸へ、いちばん知りたいことをたずねた。

「後遺症はないと思われます」

　彼女のこたえで、わずかに心が軽くなる。

「目を覚ますのは、いつ？」

「わかりません。前回は、二年後だったそうです」

「二年、後……？」

「どのような術式を用いても、キュートお嬢様は意識を取り戻さず、結局……」

「二年間も？」

「そうです。なぜ目をお覚ましになったのか、理由はいまでもわかっていません」

　──二年後。

　二年後は、高等部を卒業しているのに。

　理り刀と……。

　ふと、キュートの声が聞こえたような気がした。

　気のせいであることは、わかっている。

　でも、二年後って……。





一章　強くならなきゃ







　ノックもなく、病室のドアが開かれた。

　入ってきたのは、カカだった。

　深紅のスーツに身を包んだ彼女は、フォンターナ公爵家の次女であり、キュートに｛奇跡の血｝を使わせるようにしむけた張本人である。

　だが、すべてはササラのためにやったことらしいから、リイザをはじめフォンターナ家のお姉様方はなんの文句も口にしない。

　公爵家は王家のために存在する、という覚悟を持っているようだ。

　魔界流のそういった上下関係を、理刀はまだ理解できていないし、理解したいとも思わない。姫のために身内を犠牲にするという考え方が、どうにも納得できないのだ。

　それでも、いまはただ、キュートに目を覚ましてほしいと切に願っているだけである。

「春日かすが、やっぱりきてたな」

「おはようございます」

　理刀は背筋を伸ばし、ベッドに歩み寄ってきたカカに頭を下げた。どういうわけか、彼女を前にすると身が引き締しまる。

　毒どく舌ぜつ丸まるも、浅く頭を下げている。

　わずかにうなずいただけで、カカの目はすでにキュートへ移っている。

　毒どく舌ぜつ丸まると似た、しかし毒舌丸よりずっと鋭く、しかも暴力的で、それなのに人をやさしく包み込むかのようなカカの目が、痛々しそうに細められた。

　ベッドで寝たままの末っ妹こを見つめる琥こ珀はく色いろの瞳ひとみはいま、申し訳なさと悲しさがあふれているように見えるから、理り刀とはキュートのことでカカを責めることができない。

　様々な事情があるのだろう。

　関係も入り組んでいるのだろう。

　清濁をあわせ吞のんでもなお、都合よくいかないことだってあるだろう。

　だから。だから。だから、理刀はギュッと唇を引き締しめ、現状へ不満をぶつけるのではなく、前へ進むことを考えた。

「キュートが意識を取り戻すために、オレにできることはありませんか？」

　自分にできることが、なにかあるかもしれない。そう思った。

　カカが、触ると指先が切れてしまいそうな視線をむけてくる。

「お前にできることか？」

　彼女の唇が、これまた触れると斬きられそうな半月刀のように、両端をつり上げた。

　なにか、できることがあるのか？

「春日かすが、うちのボス姉ねえとは、会ったことあるか？」

　次女であるカカが、「ボス」と称する存在など、ひとりしか思い浮かばない。

「ボス姉……スキュースさんのことですか？　お会いしたことは、何度かありますけど」

「そっか。今夜くるから」

「スキュースさんが、今夜？」

「わたしとリイザ、そしてボス姉の三人がかりで、キュートを絶対に目覚めさせるから、安心しろ」

　カカが、魅力的な笑みを浮かべた。

　それでも、理刀の不安はなくならない。

「でも、キュートが二歳のとき、なにをやってもダメだったって……」

「聞いたのか」

　カカが、病室の隅で動かない毒舌丸へ視線を流す。

　理刀は、心持ち身をのり出した。

「今度は大丈夫だっていう保証は、あるんですか？」

　確約してほしかった。「キュートは大丈夫」だという安心がほしかった。不安を消してほしかった。そのためだったら、なんだってするつもりだ。が、

「保証はない。それでも、昔とは比べものにならないほど、わたしたちも成長したつもりだ。スキュ姉は｛魔界の至宝｝と呼ばれるまでになってるし、あのリイザだって、いまじゃ｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝なんてスカしたふたつ名で呼ばれてるから、心配するな」

「……そうですか」

「フォンターナ家は、絶対に家族を見捨てない。｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝は、特に気合いを入れてるからな」

「リイザさん、キュートのことすごく可愛かわいがってますからね」

「あいつは、一度キュートに命を救われてるからな」

「え？」

「ま、その話はまた今度してやるよ」

　毒どく舌ぜつ丸まるが言っていた、「瀕ひん死しの重傷を負われた方」って……。キュートが初めて｛奇跡の血｝で命を救った相手というのは、もしかしてリイザ？

　理り刀とがその疑問を口にするよりも先に、カカが顔を近づけてきた。背の高い彼女だから、上から見下ろされるかたちになる。

「お前にできることってのはな……」

「オレ、なんだってやりますから！」

「その言葉に噓うそはないな」

「はい！」

　キュートのためだ。たとえ命を差し出せと言われたって……、たぶん……、迷うけど……、言われないと信じているけど……、とにかくなんでもやるつもりだ。

「簡単なことだ」

「難しいことだって、オレやりますから」

　理刀は表情を引き締しめ、カカの琥珀ひとみを見返した。

　キュートのためなら、なんだってやってやる！　気合い十分だ。

　だが、カカの紅あかい唇からもれた言葉は、理刀の予想とはまったく別方向のモノだった。

「お前、ササラとキスしろ」

「き？」

　ＫＩＳＳキツス!?




　カカが説明してくれた。

「魔界の第二王女、ササラ・ビョルンストライドの能力は、人間界でいうところの天系、つまり、どんな魔族でも打ち破ることのできないものでな……。

　本人の意志とは関係なしに、周囲の魔族が持つ魔力すべてを支配下に置いてしまう。そして、それを自在に操ることができるという、やっかいな力なのさ。

　本人は魔族としての能力がゼロなのに、他ほかの魔族を支配するという能力だけが頭抜けているんだ。

　人間の能力者には無害だから、人間界へ迷惑をかけることはないんだが……。

　魔界じゃ、｛傀儡回しプレイヤー｝なんて呼ばれてる。

　ササラの特殊能力を皮肉ったアダ名さ。

　天系で、しかも自分の意志では制御できない不随意系だから、手の施しようがないんだ」

　理り刀とは、カカの言葉にうなずきながらも、心の中でツッコミを入れていた。

　どうして、ササラと自分がキスしなきゃいけないんですか？

　なんとなく、話は見えている。

｛傀儡回しプレイヤー｝と呼ばれているササラの力を『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力で抑えろ、と言いたいのだろう。

　でも、なにゆえにキス？

　触れているだけじゃダメなんですか？

　病室の白い壁を背にして立つ毒どく舌ぜつ丸まるは、微動だにせず、口も開かない。「キス」という単語を耳にしても、眉まゆひとつ動かさない。

　そんな彼女から、ベッドへ目を移した。

　キュートが、微かすかな寝息をたてている。

　理刀とササラがキスすることを知ったら、彼女はどんな顔をするだろう。

　怒ったり……、

　反対したり……、

　嫉しつ妬としたり……、

　してくれたら嬉うれしいけど。

　理刀がササラとキスをする、という行為を嫌がってくれるということは、つまり……。

　きゅ─────っ

　キュートの叫びが、すぐそばから聞こえたような気が……。

　目の前のキュートは、指先ひとつ動かしてはくれないけど。

　理刀は、奥歯を嚙かみ締しめた。

　考えるだけ無駄なこと。

　いまは、自分にできることをやるだけだ。

　そう思うものの、「自分にできること」が「王女様とのキス」なんて……。

　カカが話を続ける。

「今夜、スキュ姉がこっちに着いたら、すぐにでもキュートを目覚めさせるための施術を始める。

　だが、いまのところどんな術式を行うかは決まっていない。

　前にキュートが眠ったときも、何万通りもの術式を試したんだが、すべてうまくいかなかったからな。

　だから、今回もおそらくは長期戦になるだろう。

　というわけで、春日かすが、お前にササラの力を抑えてもらいたい」

　予想通り。

　でもやっぱり、どうしてキス？

　疑問が拭ぬぐえないから、理刀は素直にたずねることにした。

「どうしてキスなんですか？」

　カカが、「疑問はもっともだな」とうなずいたあと、ピッと右手の人差し指を立てた。

「まず第一に、キュートを目覚めさせるためには、魔力を使った施術が必要」

　続けて、中指を立ててＶサインをつくる。

「第二。そのためには、｛傀儡回しプレイヤー｝の能力を抑えなければならない」

　三本目の薬指も加わった。

「第三に、ササラの能力を抑えることができるのは、いまのところ春日かすが、お前の力だけしかない。ここまでは、わかるな？」

　理り刀とは、小さくうなずいた。

　対して、大きくゆっくりとうなずいたカカが、三本指を下ろしながら言葉を続ける。

「一回の施術は、短くて数時間。長ければ二、三日はかかるだろう。

　そんなに長い間、お前はササラの体に触れ続けていられるか？

　施術中、もし一瞬でもササラの力がもれ出したら、取り返しのつかないことになるかもしれない。

　だから、キスというわけだ。

　唇という部位は神秘的でな、そこから直接放出した魔力は、桁けた違ちがいに強い。

　同じように、唇から受けた魔力も体内に強い影響を及ぼす。

　ササラの唇に春日の力を送り込めば、あいつの力を五日ほど抑えられるはずだ。

　これは、始祖竜の研究でも明らかになっていることだから、間違いない、と思う」

　最後の、「と思う」が気になるが……。

　下唇を嚙かみ、理刀は涙するササラの姿を思い出す。

　初めて会った彼女は、小さな女の子だった。だがそれは、封印樹に入っていた本物のササラからもれ出た思念体でしかなかったと、あとになって知った。

　本当のササラは、とっっってもきれいなお姉さんだ。キュートが倒れたあと、七色の長い髪で白すぎる裸体を覆おおい、朽ち果てた封印樹の中で涙を流していた。

　その後、理刀たちと目も合わせず、言葉を交わすこともなく、彼女はカカに連れられて姿を消したのだ。

　ふっくらとしたササラの唇を思い出す。

　ドキドキしてきた。

　唇と唇が……、接触タツチ！

　想像するだけで、心臓バクバクだ。

　なんとかならないのか？　考え、すぐにこたえを導き出した。

「ササラ姫の力が周りに影響を及ぼすなら、遠くに離れたらいいんじゃ……」

　ササラの力が及ばない場所へキュートを移せばいいのだ。施術中だけ、ササラに病院から離れていてもらうという方法もある。

　だが、理刀の名案を聞いても、ナイフを連想させるカカの表情は、微み塵じんも動かない。

「ササラの力は、およそ半径三〇キロ、いくつもの街を覆うほどの領域を持ってる」

「だったら、申し訳ないですけど、ササラ姫をそれ以上遠くに……」

「王家っていう大樹には、薄汚いアブラ虫がウジャウジャ寄生してんだよ。で、簡単に言えば、第二王女のササラを邪魔に思っているアブラ虫も、どれがどれだかわからないくらいウジャウジャいるのさ」

「アブラ虫？」

「権力に寄生してる虫たちは、大樹の花からもらえる蜜みつを自分だけのものだと勘違いしてるヤツがほとんどだからな。ササラが戻ってくれば、自分たちが吸えるはずの蜜が減ってしまうと単純に考える。だから、行動も単純だ」

「単純なんですか？」

「そうだ。蜜を減らされないために邪魔者を消せ、という単純明快な結論を出す」

「それは、あまりに単純すぎますね」

「でもな、それが王家に寄生している虫たちの世界だ。ヤツらはヤツらのルールで動く。だから、ササラはなるべくわたしたちのそばに置いておきたい。人間界で魔界の王族が事故に遭あったなんてことになれば、両界の関係はかなりこじれるからな。下へ手たをすれば、界交断絶にもなりかねない」

　理り刀とは息を吞のんだ。

　人間界と魔界の界交断絶という措置がとられれば、キュートやスイートたちも魔界へ帰らなければならなくなる。レゾン学院の地下学院も閉鎖に追い込まれるだろう。

　こんな話を聞かされたら、「ササラを遠くへ」という案はすぐにでも引っ込めなければならない。どうやら魔界の第二王女は、微妙な立場に置かれているようだ。

　ここでふと、疑問が蘇よみがえってきた。なぜ、ササラは封印樹の中に？

　たずねたい。でも、なんとなくたずねてはいけないような気がする。

　自らの意志とは関係なく、周囲の魔族が持つ力を支配してしまう能力。

　魔界でのふたつ名は、｛傀儡回しプレイヤー｝。

　封印樹が朽ち果てたとき、姫が流していた涙。

　これらの要素が、理刀の知りたいという欲求を抑えつけている。

　カカには訊きけない。

　毒どく舌ぜつ丸まるにも訊けない。

　理刀は、疑問を胸の奥に押し込んだ。

　カカが、静かに息をつく。

「というわけで、こんな朝っぱらからなんだが、今夜、スキュ姉の到着後、施術前にササラとキスしてくれ。それが、お前にできる唯一のことだ」




「キス、あるいは口づけなんて、断固拒否しますっ！」

　地下学院の最下層にある特別クラスの教室内で、全身全霊を込めてます、といった様子のササラ・ビョルンストライドが、ぷぅ──────────っと頰ほおをふくらませた。

　不服です！

　怒ってます！

　嫌嫌嫌嫌嫌嫌！

　そんな意思を示すには、最もシンプルかつベターな仕草である。つやつやほっぺは、可愛かわいいのだが……。

　理り刀とも、本音では彼女に同意している。でも、キュートを助けるためだ。

　だから、オレと、キスを……。

　考えると、また心臓がバックンバックンと激しく動き出す。

　ササラ本人を目の前にしているのだ。しかも、彼女の唇は艶つややかで、ぷくっとしていて、小粒で、なんともいえず愛らしいから。

　そんな極上の唇を持つササラは、七色の髪を持つ美しすぎる女性だから、いざキスとなると二の足を踏まずにはいられない。

　本当に、こんなにきれいな女ひ性とと……、キス……、しちゃうんですか？

　チュウ……、なんて別次元の出来事のようで……。

　正直、現実として受けとめることができない。

　理刀たちはいま、特別クラス内の芝生に腰を下ろし、三人で輪になっている。

　理刀の右隣にカカ、左隣にササラ、という位置関係だ。

　膝ひざ丈たけの青いフレアスカートから伸びているササラの細いふくらはぎが、なんだかとても色っぽい。それもあり、先ほどからずっとドキドキがとまらない。

「キュートを助けるため、春日かすがとキスしてくれ」というカカの言葉を聞いたとき、最初ササラはきょとんとしていた。そして数秒後、意味を理解したのだろう、「断固拒否！」と怒りを吐き出し、頰ほおをぷぅ──────────っとふくらませた、というわけだ。

　カカが軽く肩をすくめたあと、

「いまのところ、それしか方法がないんだぞ？」

　ササラの顔を覗のぞき込んだ。

　ササラが、ふくらませていた頰からぷしゅっと空気を抜いたあと、キッと目を尖とがらせた。そして、そのまま理刀をにらみつけてくる。

「どうしてわたしが、人間界の少年、あるいは男子高校生とキ、キ、キスをしなければいけないのです？　わ、わたしは、ビョルンストライド王家の……」

「わかってるよ。わかってて、頼んでる」

　ササラに手を伸ばしたカカが、指先を七か色みの中へゆっくりと差し入れた。そして、頭をぐりぐりと撫なでつける。

　ササラは、まるで嫌がる素振りを見せない。それどころか、強こわ張ばらせていた瞳ひとみをわずかにゆるめ、嬉うれしそうに目を細めたではないか。まるで、心を許した相手に甘える猫のようである。

　しばらくササラの頭を撫でたあと、カカがもう一度同じ言葉を繰り返した。

「キュートを助けるためだ。春日かすがとキスしてくれないか？」

　途端、敵を前にした猫のように、ササラがニャッと目を見開いた。カカから頭を撫なでられながらも、またまた理り刀とへ鋭い目をむけてくる。

　理刀は、どうしていいのかわからない。

　ササラの頭から手を引きながら、カカが大きく息をついた。

「キュートへの施術法は、まだ決まってないんだ。いろんな術式を試さないといけないだろうな。一日やそこらじゃ、絶対に終わらない」

「だからって、わたし、人間、あるいは異界人とキスなんて……」

「キュートが二歳のとき、フォンターナ家は助けてやることができなかった。だが、いまは違う。｛魔界の至宝｝と｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝がいる。それに、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝もな」

　かくほうばっき？

　首を傾かしげた理刀を見て、ササラがどこか自慢げに胸を反そらした。

「あなたはいま、クエスチョン、あるいは疑問を抱きましたね？　おこたえしましょう。｛獲鳳縛麒｝とは、カカのふたつ名です。〝鳳ほう凰おうを獲かくし、麒き麟りんを縛ばくす〟幻獣の王たちを生いけ捕どりにできる者は、強力な魔力と無双の才知を兼ね備えている、という意味です。おわかりになりましたか？」

「え、あ、はい。｛獲鳳縛麒｝ですか？　なんか、すごいですね」

「すごい、あるいは素晴らしいのです」












　驚く理り刀とを見て、ササラが満足げな笑みを浮かべた。

　そんな彼女へ、カカがぼそりとツッコミを入れる。

「ササラが自慢することじゃないぞ？」

「自慢、あるいは自賛ではありません。カカがすごいという事実を少年、あるいは男子高校生へ噓うそ偽りなく伝えているだけです」

　理刀は、苦笑いを浮かべることしかできない。

　ササラにとって自分は、いまのところ「少年、あるいは男子高校生」でしかないようだ。こちらを対等に見てはいないのだろう。

　魔界のお姫様だから、仕方ないのかもしれないけど……。




　休み時間に地下教室を出ていったカカが、四限目のチャイムと同時に戻ってきた。

　一限目、二限目、三限目、とササラはずっと不機嫌だった。

　理由は明確。「今夜、理刀とキスしてくれ」とカカに頼まれたからである。そのせいで彼女は、理刀と話してくれるどころか目も合わせてくれなくなったのだ。

　ここに至っては、さすがの理刀もちょっとばかり腹を立てている。

　キスの相手は人間界の一般市民だし、格好いい男でもないから、魔界の姫とはまったくもってつり合わない。だから嫌だ、という気持ちはわかる。そこはいい。そこに腹を立てているわけじゃない。

　キスをしなければ、キュートを助けることができないのだ。キスをしたあとでさえ、施術が成功する保証などないというのに……。

　カカが言うには、ササラに害をなそうとするアブラ虫がウジャウジャいるらしいから、｛傀儡回しプレイヤー｝の能力を及ぼせない場所へ彼女を遠ざけることもできない。

　前むきに考えてくれてもいいじゃないか。こっちも恥ずかしいし、ドキドキなんだから。

　ササラに対して、そんな不満がある。

　理刀もササラも、お互いに話しかけようとしないし、机に座ったまま動かないから、四時限目が始まった地下教室はとても静かだった。

　木々を飛び回る小鳥のさえずりと小川のせせらぎが、静けさを余計に深くしている。

　そんな教室へ戻ってきたカカが、手に持っていたものをドカンと理刀の机に置いた。

　ラジカセである。

　カカが、長く細い指でスイッチ・オン。

　タンタ、タタタタタタタタタタタタタン♪　タンタ、タン、タン、タタタタ、タンタンタン♪

　流れ出てきたのは、聞き覚えのある曲だった。全国津つ々つ浦うら々うら、ほとんどの小学校で子どもたちが耳にしたことがあるであろう曲。特に、レクリエーションの時間に。

　フォークダンスの曲だ。

　タタンタタンタン♪　タタンタタン♪　タタンタタンタン♪　タタンタタン♪

　ササラが、びっくりしたようにカカを見つめている。

　理り刀とも、カカを見つめる。

　ふたりの視線をやわらかく受けとめたカカが、胸の前でグッと拳こぶしを握り締しめた。

「この時間は、フォークダンスをやるぞ」

「ふぉうくだんす？　踊り？　あるいは家具のことですか？」

　すぐさま、ササラが質問を口にした。魔族には、馴な染じみのないダンスのようだ。

「男女がコンビで踊る、人間界の伝統的な民族舞踊だ」

「わたしは嫌です！」

　机に両手をついて立ち上がったササラが、またまたぷく──────────っと頰ほおをふくらませた。

　理刀にも、カカの狙ねらいがわかった。

　男女が手を取り合い、同じリズムの中で体を動かすフォークダンスをやることで、理刀とササラの距離を縮めようというのだろう。

　でも、そんなにうまくいくのだろうか？

「ササラって、踊りが苦手だったか？」

　カカが、ひょいと左ひだり眉まゆを上げた。

「ダンス、あるいは踊りくらいできます。ただ、わたしはあの少年、あるいは男子高校生といっしょ、というところが不快、あるいは好ましくないと言っているのです」

「そうか、じゃあササラは見学だな」

「！」

　ササラが、あからさまに表情を強こわ張ばらせた。直後、顔をくしゃりと歪ゆがめ、瞳ひとみを潤うるませる。

　だが、カカはそんなお姫様から顔をそらし、理刀に腕を伸ばしてきた。

「よし、春日かすが、踊るぞ」

「は、はい」

　カカに手を引かれ、理刀は椅い子すから立ち上がった。ササラのことが気になるけど……。

　放ほうっておいたら、泣き出すんじゃないか？

　なんだか可哀かわい想そうになってくる。

　タンタ、タタタタタタタタタタタタタン♪　タンタ、タン、タン、タタタタ、タンタンタン♪

「ほら、いくぞ」

　理刀の手を取り、背をむけたカカが音楽に合わせてなめらかに踊り始めた。が、理刀よりもずっと背が高いため、女性パートが似合わない。

　それでも、彼女の動きはスムーズで、ぎこちない理刀を巧みに導いてくれる。

　最後にフォークダンスをやったのは、何年前だったろう？　それでも、カカの動きにつられて徐々に体が思い出していく。

　半歩前に出たカカが、右肩と腰の左側で理刀の手をやさしく受けとめ、リズムにのって足を動かし続ける。

　タタンタタンタン♪　タタンタタン♪　タタンタタンタン♪　タタンタタン♪

　右右、左左、とカカの動きに合わせて足を懸命に動かした。

　靴底に芝生のやわらかさを感じながら。

　小鳥たちのさえずりを感じながら。

　小川のせせらぎを感じながら。

　音楽が、さえずりが、せせらぎが、地下教室の空気とゆるやかに溶け合っていく。

　そんな中、理り刀とはササラの様子を窺うかがった。

　胸もとで七色の髪をいじりながら、泣きそうな瞳ひとみでこちらを見ている。

　タタンタタタタタ、タン、タン、タン♪

　左手を合わせたまま、カカが流れるように動いてフィニッシュ。頭をペコリ。そしてまた、最初から。

　そうやって五分ほど踊った頃ころ、カカがとうとつに口を開いた。

「ほらササラ、早くこい」

　途端、ササラの顔がパッと輝いた。

　その拍子に溜たまっていた涙が頰ほおを流れ落ちたが、彼女はお構いなしにパタパタとカカに駆け寄ってきて、紅あかいスーツの袖そでをギュッとつかんだ。

「握るのはそこじゃないぞ？　ほら、春日かすがと踊ってみろ」

　ササラの手を取ったカカが、その背をそっと押した。

　ササラが、理刀の前に立つ。

　タンタ、タタタタタタタタタタタタタン♪　タンタ、タン、タン、タタタタ、タンタンタン♪

　ササラが、キュッと唇を引き結んで不満を表したあと、理刀に背をむけ右肩と左腰の横で手を構えた。

「わたしとダンスする、あるいは踊れることを、こ、光栄に思って下さいね」

　つい先ほど涙が伝い落ちた白い頰が、いまは真っ赤に染まっている。

「ども、よろしくお願いします」

　ササラの手を恐る恐る取りながら、理刀はリズムにのるタイミングを計った。

　タンタ、タン、タン、タタタタ、タン、タン、タン♪

　腰のさらに下まで流れている七色の髪は、まるで虹にじを吸い取ったかのようにキラキラだ。そこから漂ってくるのは、清すが々すがしい青空を思わせる石せつ鹼けんの香りである。

　タンタ、タタタタタタタタタタタタタン♪

　ゴキュ。

「っ！」

　なんの予告もなく、ササラに右足を踏みつけられた。奇襲!?　一瞬そう思ったものの、「ご、ごめんなさいっ！」

　裏返った声で謝るササラの表情から、わざとではないことがすぐにわかった。

　顔を赤くしたまま、ササラは七色の髪を素早く搔かき上げ、再び背をむけて踊りの姿勢を取る。

「ちゃんとリード、あるいは先導して下さいね！」

　どういうわけか、怒っているようだ。

　足を踏まれたのは、こっちなのに……。

　そう思うものの、理り刀とはなにも言い返さず、もう一度ササラの左斜め後ろに立った。

　高飛車な態度のお姫様だが、なんとなく、怖いからこそ必死で敵を威い嚇かくしている子猫を連想してしまう。

　タンタ、タン、タン、タタタタ、タンタンタン♪

　彼女の身長は、理刀よりほんの少しだけ低い。それでも、キュートとくらべれば、ずっとずっと高いけど。

　音楽が流れ続ける。

　今度は、スムーズに曲と動きを合わせることができた。

　ササラが、無言で踊り続ける。

　カカが、目だけで微笑ほほえみながら、理刀たちの踊りを眺めている。

　虹にじ色いろの髪が、理刀のすぐそばで揺れ続けている。

　タタンタタンタン♪　タタンタタン♪　タタンタタンタン♪　タタンタタン♪

　もし踊りの相手がキュートだったら、見えているのは彼女のつむじだし、揺れているのは銀のツインテールだし、漂ってくるのはいちごの香りのはずだ。

　キュートと手をつなぎ、彼女の笑顔といっしょに踊れたら……、なんて願いなど、いまはかなうはずもない。

　きゅ─────っ！

　キュートの声が、耳の奥に残っているらしい。ときどき、彼女がすぐそばにいるような気がしてならない。

　そんなこと、あるわけないのに……。




　理刀とササラ、そこにカカが交ざり、三〇分ほどフォークダンスを踊り続けた。

　深紅のスーツに身を包んだ長身の女性と、七色の髪を輝かせている女性と、男子高校生が、繰り返し流れている音楽に合わせ、交互に手を取り合って踊り続ける様は、傍はたから見るとちょっと変かもしれない。

　でも、楽しかった。

　意外だったが、ササラも楽しんでいたようだ。特に、カカと踊っているときの彼女は、幸せそのものといった表情をしていた。

　そして、昼休みの三〇分ほど前に、「食事にしよう」というカカのひと言で、早くもランチ・タイムに突入した。

　三人で芝生に直接腰を下ろし、弁当箱のフタを開けた。

　理り刀とは、コンビニのハンバーグ弁当だ。

　カカは、三段重ねの弁当箱をドンッと目の前にひろげている。

　ササラは、というと……、ネコ顔の小さな弁当箱を膝ひざの上に置き、猫の絵がついたフォークで少しずつ口に運んでいる。

　昼休みになれば、スイートや黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かも、弁当を持って地下教室へやってくるはずだ。だから、カカは少し早めの昼食時間を取ったのだろう。

　理刀とササラが……、キス、できるような関係を少しでも早く築けるように。

　考えると、またまた顔が熱くなってくる。

　ときどきササラの視線を感じるが、理刀が顔をむけるとサッと目をそらされてしまう。まだまだ、打ち解けるには時間がかかりそうだ。

　でも、スキュースがくるのは今夜だから、それまでに唇と唇を気軽にこんにちはさせられるように……。

　でもでも、挨あい拶さつ代わりにキスを交わす欧米諸国とは違い、ここは東の端にあるお堅い鎖国経験国、日本である。キスというものは、やっぱり愛し合っている者同士で交わすのがフツーだ。フツーでなければならない！

　経験ないから、ビビっているだけかもしれないけど……。

　理刀は、横目にササラの唇を覗のぞき見た。

　もぐもぐと動く口。

　ときどき顔を見せる舌先。

　むぐむぐと動く唇。

　フォークが出入りする口。

　唇をちろりとなめる舌先。

「おい、春日かすが、これ食べてみろ」

　不意にカカから声をかけられ、理刀は慌あわてて彼女のほうへ顔をむけた。

　カカが、箸はしでつまんだエビ天を差し出している。

「あ、すみません。いただきます」

　弁当箱で受け取ろうとするが、カカはその中にエビ天を置こうとしない。

「だから、食べてみろって、ほら」

　え？　食べさせてくれるってことですか？

　ササラを見ると、フォークをとめ、怒ったような、もしくは羨うらやましそうな顔で、エビ天を凝視している。

　理刀は、遠慮がちに口を開け、エビ天に嚙かみついた。

　大きなエビ天だから、一回では全部を口の中へ入れることができない。だから、中ほどで一度嚙み切った。

　カリカリッとした衣ころもとふわっとした食感が、なんともうまい。口の中でのとろけ具合も、申し分のないものだった。

「カカ、わ、わたしも……」

　ササラが、お尻しりをずらしてカカへ身を寄せると、あごを上げて小さな口を開いた。

　まるで親鳥からエサをもらおうとするヒナ鳥である。ピヨピヨ。ピーピー。

「ん？　ほら」

　理り刀とが嚙かみ切ったエビ天の残り半分を、カカがひょいとササラの口に押し込んだ。尻尾しつぽつき、である。

　パクッとそれに食いついたササラが、もぐもぐと尻尾ごと食べてしまった。

　理刀ももぐもぐ。

　ササラももぐもぐ。

　これって、間接キス、になるの？

　なんとなく恥ずかしい理刀である。

　ササラのほうは、カカに食べさせてもらったことが嬉うれしいようだ。ニコニコで、理刀が口をつけたものであることなど、どうでもいい様子である。

　長い指で箸はしを動かし、再び重箱からエビ天をつまんだカカが、「春日かすが、もっと食うか？」

「え、いや……」

「うまくなかったか？」

「いえ、すごくおいしかったです」

「じゃあ、もっと食べろ」

　言うが早いか、カカがエビ天の尻尾を自分の口に入れた。

　食べろ、と言っておきながら自分が食うのか？　と思ったのも一瞬だけ。

「ほぉらほら、ふ食ええ」

　驚いたことに、カカがエビ天をくわえたまま、理刀に顔を近づけてきたではないか。

　口移しですか!?

　エビ天が迫ってくる。それはつまり、カカの唇も同時に迫ってくるということで……。

　受け取るべきか、否か？

　理刀は、グビリと唾つばを吞のみ込んだ。そのとき、

「く、くぅ──っ、口移し、あ、あるいは口で食物を他者へ与えるという、こ、行為には、だ、だだだ、断固反対ですっ！」

　頰ほおを赤一色に染めたササラが、声を張り上げた。

　だが、理刀に接近するカカの動きはとまらない。

　エビ天までの距離、およそ三〇、二〇、一〇、九……、八……、なおも接近中！　三、二、一……、〇。

　エビ天の頭が、理刀の口にもきゅっと押しつけられた。だから……。

　カリッと先端部分だけをいただいた。

　直後、

「うにゅ」

　ササラが、芝生の上にころんと転がってしまった。

　目を回し、気を失ったらしい。

　そんなササラを横目にカリカリカリっとエビ天の残りを食べたあと、カカが大きくため息をついた。

「これじゃ、今夜のキスはかなり面倒だな」

「……ハハハ、ハァ」

　理り刀とは、力なく笑うことしかできない。彼女がキスをする相手は、自分なのだ。

「そのときがきたら、気絶させるか？　それとも春日かすが、強引にササラの唇を奪えるか？」

「そんな、無理ですよ。魔界の姫にそんなことしたら、問題になるんじゃ……」

「どうなると思う？」

「どうなるって、そりゃあ、お姫様に無礼なことしたら、それなりに罰を受けるんじゃないですか？　罰金とか、百ひやく叩たたきとか、あ、縛り首とかは、ないですよね？」

　魔界の法を知らないから、頭の中でイメージだけがひとり歩きをしてしまう。

　ふっ、とカカが男前な笑みを浮かべた。しかしその唇には、微かすかな寂しさが含まれているようにも見える。

「心配するな。なにかあったらフォンターナ家が守ってやるよ。それに、王家はそんなに暇じゃない」

　王女に無礼を働いた者を罰する暇がないほど、王家は大忙しなのか？

　理刀は、ふと疑問を覚えた。

　ササラは、魔界の第二王女だと聞いた。第二といえば、上から二番目ということだ。二番目ということは、かなり上ということではないのか？

「ササラさんって、お姫様なんですよね？　お姫様なら、とっても偉くて……」

「ササラは、｛傀儡回しプレイヤー｝だ。この意味、わかるか？」

　理刀の言葉を遮さえぎり、カカが問いかけてきた。

｛傀儡回し｝の意味？

　およそ三〇キロ四方にいる魔族たちの魔力を強制的に支配し、自在に操る天系能力。自らの意志とは無関係に発動する不随意系魔力。……この意味は？

　カカが、ひと言ひと言を嚙かみ締しめるように、ゆっくりと言葉を続けた。

「魔界人は、魔法が使えて当たり前の世界で生きている。それなのに、魔法を使えなくされ、しかも勝手に操作されたら……」

「嫌、ですよね」

「嫌とか、そういったレベル以上の問題なんだ。中には、恐怖を感じる者もいる」

　気を失っているササラへ視線を投げ、カカがさらに言葉を継ぐ。

「コイツ自身は、｛傀儡回し｝の力を心底毛嫌いしてるのに、周りはそう思わない。あの姫は怖い。あの姫を怒らせるな。そうやって怯おびえた目をむけることで、ササラを日々攻撃し続けているんだ」

　理り刀とは思った。

　もしかして、ササラが封印樹に入ったのは……、自らの意志で……？

　こたえは出ない。

　おそらく、だれにも訊きくことはできないだろう。訊きたいとも思わないけど。

　カカがしゃべり続ける。

「ササラは、｛傀儡回しプレイヤー｝って異名をつけられた姫なんだよ。わかるか？　魔界じゃ、そんな能力を持ってしまったヤツは、強くなきゃ生きていけないんだ」

　カカが、芝生に身を横たえたまま動かないササラの頰ほおを、やさしく撫なでた。

「コイツは、強くならなきゃダメなんだ。逃げてばかりじゃ、ダメなんだよ」





二章　だぁ～い好き♪







　気を失ってから五分も経たたないうちに、ササラが「ふぅ、ん」と色っぽいうめき声をあげた。長いまつげが、ピクピクと動き出す。

　目を覚ますようだ。

　と、重箱を素早く片づけたカカが、流れるような動きで立ち上がり、

「春日かすが、あとはまかせた」

　言って、教室の出口へむかって歩き始めた。

　当然、慌あわてる理刀である。

「え、まかせるって、なにを？」

「考えろ」

　そんな……。

　深紅のスーツが消えてから、一〇秒もしないうちにササラが目を開けた。

　ぼんやりとした顔で首だけを動かし、すぐにカカが座っていた場所へ目をむける。だが、そこはもう無人だ。

　ゆ～らりと体を起こし、

「カカは？」

　理り刀とのほうをむこうともせず、ボソリとつぶやいた。

「カカさんは、教室の外へ……」

　ふぅと、理刀の言葉を遮さえぎるように、ササラが長い息をついた。

「カカの狙ねらい、あるいは意図はわかっています。わたしと少年、あるいは男子高校生の仲を近づけようとしているのです」

「そうでしょうね」

　その点は、理刀もうなずくしかない。

　と、いきなりだった。

「不快、あるいは気持ち悪いです」

　ササラが、半はん袖そでシャツのボタンを上から順に外し始めたではないか。

　第一ボタン、解除！

　第二ボタン、解放！

　第三ボタン、解禁！

　首筋の白さが……。

　鎖骨の窪くぼみが……。

　胸元の陰影が……。

「な、なにを……？」

　展開についていけず、理刀は狼狽うろたえることしかできない。

　狼狽えたって、ササラの指先はとまらない。

　第四ボタン、オ！

　第五ボタン、マ～イ！

　第六ボタン、ゴッド！

　下にピンクのキャミソールを着ているとはいえ、肩や胸元や……、谷間が……、見えてますよ？

　キャミの肩ひもが、なんだかとっても色っぽくて、全部脱ぐよりも逆に目の毒というか……。ブラの肩ひもだって、しっかりと見えてるし……。シルエットだって……。

「あ、あの、ササラ姫、なにを、ちょ、ちょっと……」

　理刀はササラへ腕を伸ばすが、なんだか彼女の肌に触れることができず、中途半端な距離で手をとめてしまう。

「ササラ、姫？」

　シャツのボタンを外す必要性は？

　肌を露出させる意味は？

　ササラが、固まっていた理刀にツッとどこか鋭い視線をむけてきた。

「先ほどのダンス、あるいは踊りで汗をかきました。髪を洗いたい、あるいは梳とかしたいので、クシとタオルを用意しなさい」

　用意しなさい？　命令口調ですか？

　いやいや、お姫様だから、これがナチュラルなのか？　カカがいなくなった途端、素に戻ったのか？

　さすがに「嫌です」とは言えず、

「あ、はい。たぶん、むこうの部屋にあったと思います」

　と、素直に動く理り刀とである。




　地下教室を流れる小川で丹念に七色の髪を洗い、理刀が別室から持ってきたタオルで拭ふき、これまた理刀が持ってきたクシで梳とかし、きれいサッパリ。

　そんなササラの濡ぬれ髪は、見違えるほど輝きを増した。

　普通にしていても人目を惹ひきまくるのに、水の膜を帯びただけでこうも輝きが変わるものなのか、と驚かされた。

　しっとり感をまとったササラの横で、理刀は地下教室の中を見回した。見回していないと、ついついササラに目がいってしまうから。

　シャツを脱ぎ捨て、ピンクのキャミソール姿になった彼女は、いま現在、色っぽさ全開である。

　濡れた七色の髪。

　ところどころ水を吸ったキャミ。

　そこから透けて見えるブラのライン。












　スカートから伸びた白く細く長い足。

　犯罪的、もしくは暴力的、あるいは挑発的なまでの色気である。

　下へ手たに目をむけると、ドキドキが全力疾走を始めてしまうから、危険大だ。

　見るな。見てはいけない。と理り刀とは心の中で唱えながら、木々でさえずる小鳥たちを目で追った。

　そうやっていると、教室中央にある朽ち落ちた大樹の株が、どうしても目にまとわりついてくる。

　ササラがいた場所。

　彼女はどうして……。

「わたしは、自ら進んで、あるいは望んで封印樹の中へ入りました」

　不意に、ササラが口を開いた。

　理刀の視線に気づいたのだろう。彼女も大樹だったモノへ目をむけている。

　髪を梳とかしている間中、「タオルを早く」とか「クシを持ってきなさい」などと命令ばかりしていたササラだが、いまこの瞬間は、瞳ひとみに悲しみを滲にじませていた。

「自分から、ですか？」

「そうです。ご存じの通り、わたしは｛傀儡回しプレイヤー｝ですから……。周りに閉口、あるいは辟へき易えきされ続けることに嫌気が差したのです。封印樹の中では、ゆるやかな時間しか流れません。わたしは、自らの意志で心静かに、あるいは何事もなくなだらかに終わりを待つ道を選んだのです」

「それって……寂しくありませんか？」

　理刀は思わず、たずねてしまった。

　直後、しまった……、と下唇を嚙かむ。

　ササラが、苦しそうにきれいな顔を歪ゆがめたからだ。

　バカだ。

　内心で、理刀は自分自身の愚かさを蹴けりつけた。

　独ひとりが、寂しくないはずがない。

　独りが、楽しいはずがない。

　それなのに、無神経にも「寂しくありませんか？」なんて質問を口にするなんて。

　苦しみを堪こらえるように、ササラが目を閉じた。濡ぬれた七色の髪が、大量の光を弾はじく。

　それがなんだか、寂しかった。

「あ、その、すみません」

　謝ることしかできない。

「いいのです。わたしは弱虫、あるいは意い気く地じなしです。本来ならば、王家、あるいは王族として、強く、なければならないのに……。キ、キ、キスくらい、簡単に、あるいは易やす易やすと、やってのけなければ……」

　ササラが、理刀へ熱っぽい視線をむけてきた。悲しみのむこう側に、決意にも似た光が見えている。

　彼女の頰ほおは、真っ赤。耳も真っ赤。首も、肩も、胸元も。茹ゆでたてほやほやといった感じに真っ赤っかである。

「キ、キスくらい……」

　ササラが、じんわりと理り刀とに体を寄せてきた。

　キスくらい……、なんでしょう？　え？　いまから、キスするんですか？

　ササラの濡ぬれた七色の髪が、濡れた瞳ひとみが、赤い頰が、湿った唇が、じんわり、じわじわと接近してくる。

「あの、ササラ、姫？」

「少年、あ、あるいは男子高校生と、キ、キキキ、キスするくらい、か、簡単、あるいは容易、です。わ、わたしは、王家、あるいは、お、王族の血統、なのですから。ビョルンストライドの名に、恥じぬよう、わ、わ、わたしは……」

　ササラの唇大接近！

　残り約三〇センチ！

　きゅ─────っ！

　どこかから、キュートの叫び声が聞こえてきた……、ような気がした。

「キュート？」

　理刀は、辺りを見回した。直後、

「やっぱりダメっ！」

　ドン、とササラに胸を突き押された。

　全身赤色灯のようになったササラが、両手で顔を押さえて身を縮めた。

「わたしはやっぱり、弱虫、あるいは意い気く地じなしです。威張る、あるいは居丈高になることで自らを鼓舞し、なおかつ髪を洗って、気分一新、あるいはリフレッシュすれば、がんばれると思ったのですが、そんな簡単、あるいは容易に物事は運べないようです」

　放ほうっておけば、このまま泣き出しそうな気配だったため、理刀は心の中で深呼吸を数回繰り返したあと、

「オレ、春日かすが理刀っていいます」

　いまさらだが、とにかく自己紹介をした。いつまでも、「少年、あるいは男子高校生」では互いの距離が縮まらないと思ったからだ。

　ササラが、指の間からチラリと理刀を覗のぞき見た。

「〝春日〟あるいは〝理刀〟と呼んでいい、ということでしょうか？」

「ササラ姫のお好きなほうで」

「それでは……、〝理刀〟で……」

　ササラが、そろそろと両手を下ろす。

「キュートやスイートも、そう呼んでくれますよ」

「わたしも同じ、あるいは同等、ということですか？」

「え、まあ、そういうことになりますね」

「同じ、あるいは同等、わたしも……」

　ササラが、そっと微笑ほほえんだ。

　うわっ……、と声がもれ出そうになるほど、そんな彼女はきれいだった。女性が内包するあらゆる美、そのすべてを凝縮したかのような微笑みに、魂を奪われそうになる。

　こんな人とキスすれば、その瞬間、本当にむこうの世界へ飛ばされてしまうかもしれない。……………、ちょっと怖いな。




　放課後になっても、理り刀ととササラの関係はなかなか縮まらなかった。

　微妙な距離を保ったまま、微妙な雰囲気を共有しつつ、微妙な表情を交わし合うだけ。

　理刀とササラの様子を黙って見ていたカカの視線も、微妙に尖とがっていた。

　カカが戻ってきたら、ササラはもう自ら理刀に近づこうとはしなくなった。カカにベッタリなのだ。

　スキュースが今夜やってくるという。

　キュートの施術が始まるのも、今夜。

　キスも、今夜。

　今夜、本当にキスができるのだろうか？

　放課後を迎え、さてどうしようか、と理刀はカカとササラへそれぞれ目をむけた。きょうは、「それじゃ、またあした」というわけにもいかないだろう。

「理刀、ちょっと待ってろ」

　カカが、入口のほうへ目をむけた。

　タイミングよく、コン、コン、と丁寧なノックの音が聞こえてくる。

「入れ」

「失礼いたします」

　地下教室に入ってきたのは、スイートだった。いつもは一階フロアで待ち合わせをしているのだが、降りてきたということは、カカに呼ばれたのだろう。

「スイート、お前に春日かすがをまかせるから、よろしく頼む」

「え？　理刀をわたくしに？」

　瞬く間に、スイートの瞳ひとみが嬉き々きとした輝きを帯びる。が、

「理刀とササラのキスを手助けしてほしい」

「……きす？　理刀と姫が、キ、ス？　え？」

　カカの言葉を聞くなり、スイートの表情が固まった。怒っているようにも見える。

　それでも、カカの前で怒りの感情を表そうとはせず、どこか刺とげ々とげしい目をしたまま質問を口にした。

「どうして、理刀と姫がキスをしなければならないのですか？」

「春日が『混沌とした実在カオテイツク・リアル』で、ササラが｛傀儡回しプレイヤー｝だからだよ」

　カカの返答に、スイートが二秒ほど目を閉じた。眉まゆ根ねには小さなしわが刻きざまれている。

　すぐに目を開けたスイートは、理り刀ととササラへそれとなく目を流したあと、カカへむき直った。察しのいい彼女のことだから、姉のこたえですべてを理解したはずだ。

「承知いたしました。不肖未熟の身ながら、カカお姉様のご期待にこたえられるよう、努力いたしますわ」

　低くなった声が怖い。いつの間にか無表情になっているところも怖い。

　昼休みにみんなが集まってきたとき、キスのことは言わなかった。別に、公表することでもないような気がしたからだ。

　ササラもキスのことには一切触れず、ネコ顔弁当箱を膝ひざにのせ、七色の髪を湿らせたまま、もそもそと食事を続けていた。

　だから、スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも、昼休みの時点ではキスのことを知らなかった。スイートは、たったいま知った。

「わたしは、一切の口出しをしない。お前たちで、今夜までにキスができるような雰囲気をつくっておけ」

　そう言って、カカが教室からさっさと出ていってしまう。

　キスする雰囲気って……。

　無表情の仮面をかぶったスイート。

　困惑顔の下に涙を隠してそうなササラ。

　そんな彼女たちの前で、理刀はただただ苦笑いを浮かべることしかできなかった。




　黒媛たちと待ち合わせをしていたため、理刀はスイートとササラを連れ、学院ビルの一階ホールへ上った。

　ホール中央の掲示板前にはすでに、黒媛、巴、百香の三人が肩をならべて理刀たちを待っていてくれた。

「あ、春日かすがさ～ん！」

　最初に気づいた百香が、元気に手を振ってくる。

　続けて、黒媛が余裕たっぷりの笑みを、巴が控えめな微笑ほほえみを浮かべる。

　そんな彼女たちへ、スイートがツカツカと歩み寄り、「お待たせしました」と不満という香りを吹きかけるように言い放はなつ。

　やり場のないこの気持ちを、いまからあなた方へ感染させてあげますわ、とでも言わんばかりの勢いだ。

「どうした？　なにかあったのか？」

　黒媛が、スイートの声こわ音ねに素早く反応した。

「いえ、たいしたことではありませんわ。ただ……カカお姉様からお手伝いを頼まれたものですから、ちょっと頭を悩ませているだけですの」

「お手伝い？」

「理り刀とと姫がキスをなさるそうなので、その雰囲気づくりをしろ、と」

　スイートの言葉で、黒くろ媛ひめの両りよう眉まゆがわずかに上がった。

「キス？　理刀とササラ姫が、キスをするのか？」

　黒媛が、理刀へ、ササラへ、そして巴ともえと百もも香かへ次々と視線を巡らせた。

　眉まゆ尻じりを落とした巴が、寂しそうな、不安げな、涙を堪こらえるような、そんな目で理刀をジ───ッと見つめてくる。

「キスですかっ!?」

　百香が元気出力そのままに、ほんのりと頰ほおを染めている。

　みんなの反応を受け、ササラが顔を真っ赤にしている。

　そんなお姫様へ、この場で最年少の百香が、物もの怖おじせずに質問を投げかけた。

「どうしてササラ姫と春日かすがさんが、その、キスなんてしなきゃなんないんですか？」

　理刀は、胸の奥でため息をついた。

　説明は簡単なのだが、今夜それを実行するとなると……。

　なかなか難しい。




　なぜ、理刀とササラが唇を重ねなければならないのか？

　その説明が終わったあと、みんなで繁華街へむかうことになった。

　ササラ姫も、歩いてついてくる。

「キスをしなければキュートを助けられないのであれば、迷わずやるべきだ」

　というのが黒媛の意見だった。彼女らしい真まっ直すぐなこたえである。

「欧米じゃ、キスは挨あい拶さつ代わりだっていいますよね？」

「ここは日本だけどな」

　百香の言葉に、ちょっと不機嫌色を見せたのも黒媛だったけど。

　レゾン学院を出てからずっと、巴は自ら口を開こうとしない。

　黒媛やスイートから意見を求められても、「あぅ……」とか「キ、キスのことは、よくわからないから……け、経験、ないし」くらいしか口にしないし、なんだかムスッとしているから、声もかけづらい。

　そんな中、スイートが冷めた笑みを唇に貼はりつけたまま、女の子たちを見回した。

「理刀と姫には、パパッとキスを交わせるよう、さっさといい雰囲気とやらになっていただきましょう。百香さんのおっしゃる通り、キスなんて挨拶と同じですから」

　それに対し、ササラがわずかに表情を強こわ張ばらせながらも、偉そうに腕を組む。

「ス、スイートの、よ、よきに計らって下さい」

「おまかせ下さい」

　スイートが、恭うやうやしく頭を下げた。

　黒媛も、巴も、百香も、みんなどうしていいのかわからない、といった表情で目を見合わせている。

　考えてみれば、キスすることを前提に友達みんなと遊びにいくなんて、ちょっと、いやかなりおかしい。

　それでも、最初はキスを嫌がっていたササラが、いまでは前むきに考えてくれていることが、なんだか嬉うれしかった。が、それはそれで気恥ずかしい。

　しかし、すべてはキュートのためだから……。

　きゅ─────っ！

　ごめん。

　ついつい、耳に残るキュートの声に謝る理り刀とである。


　　　☆☆☆



　スイート・フォンターナは、公爵家の誇りと王家に対する忠誠心の強さで、燃えさかる怒りや妬と心しんや苛いら々いらを懸命に抑え込んでいた。

　なんということだろう。キュートのためとはいえ、理刀と姫がキスを交わすなんて。

｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝も、理刀が相手だといつもご機嫌である。

｛不凋花の唇｝とピッタリ合うのは、理刀の唇だけ、なのに……。

　キュートのため。

　カカお姉様のご命令。

　キスのお相手は第二王女。

　ここは堪たえ忍ぶしか方法は……。

　いや、先に理刀の唇を奪ってしまうという選択肢だって……。

　ありかも？


　　　☆☆☆



　亜あ威い百もも香かは、ドキドキしていた。

　なんといっても、キスはロマンチックに。

　ドキドキ。

　でも、恋人同士じゃないのにキスをするのは、ちょっと複雑かも。

　ドキドキ。

　複雑でドキドキだけど、キュートさんのため。楽しい雰囲気をつくらなきゃ。

　百香は意を決し、こっそりと首から下げた水鏡を覗のぞき込んだ。

｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の仮定未来視能力で、行き先を探ってみる。

　ファストフード店は？

　ゲームセンターは？

　高級デパートは？

　ファミレスは？

　カラオケは？

　候補はいっぱい。

　ドキドキだ。


　　　☆☆☆



　亜あ威い黒くろ媛ひめは、気持ちのもやもやを懸命に整理していた。

　理り刀ととササラ姫がキスをするのは、キュートのため。最優先事項は、キュートを無事に目覚めさせること。

　キスなんて、瞬く間に終わる行為だ。

　百もも香かも言っていたじゃないか。キスなんて、欧米では挨あい拶さつと同じだって。

　でも、やっぱりここは極東の島国で……。

　この国におけるキスは、きのうきょう知り合ったような相手と軽々しく交わすようなものではなくて……、ましてや、キスと挨拶はまったくの別物で……。

　思わず、理刀とササラのキスシーンが脳裏に浮かんでくる。

　理刀の唇が、ササラの唇へ近づいて……、近づいて……、近づいて……、接触。

　あ～、なにを考えているんだわたしは。

　不愉快だな。

　でも、どうして不愉快なんだ？


　　　☆☆☆



　美み々み津つ巴ともえは、意識して思考の流れを堰せきとめ続けた。

　想像しちゃダメ。

　キスシーンなんか、想像しちゃダメ。

　唇が急接近。

　なんて想像しちゃダメ。

　ダメダメ。絶対にダメ。

　理刀が、ササラ姫に微笑ほほえみかけている。

　ダメ。

　理刀が、ササラ姫の細い腰を抱き寄せている。

　ダメダメ。想像しちゃ……。

　理刀がササラ姫と唇を重ねるのは、キュートのためなのだ。それ以上の意味なんて、そこにはないはず。

　だから、厳密にはキスじゃない。キスじゃない。キスじゃない。キスなんかじゃ……。

　想像しちゃダメ。絶対にダメ。ダメダメ。

　理刀とササラ姫の唇が、接近して、接近して、接近して……………、チュ。

　めまいが……。


　　　☆☆☆



「水鏡で視みたら、ササラ姫の笑顔がいちばん楽しそうだったのが、ここ」

　という百香の言葉で、理刀たちはカラオケ店に入った。繁華街の一角にある商業ビルの三階である。

　ササラに人間界の曲が歌えるのか？　という疑問もあったが、ここは百香の未来視能力を信じるしかない。

　一〇人までＯＫ、というパーティ・ルームを選んだ。

　ササラをいちばん奥の席に座らせたあと、理り刀とはジュースの注文などを担当しようと、内線のそばに座った。と、まるでイス取りゲームのような勢いで、スイートが左隣の席に飛び込んできた。

「理刀の隣は、わたくしの指定席ですから。どなたにも譲れませんわ」

　ふふん、と彼女が勝ち誇った笑みを黒くろ媛ひめと巴ともえに投げている。

　ほんのわずかに視線を尖とがらせた黒媛と、微かすかに目を細めた巴だったが、すぐに表情をゆるめてテーブルのむかいに腰を落ち着けた。

　なんだか、空気がピリピリしていませんか？　気のせい？

　ひとり、楽しそうにテレビ横の丸イスにお尻しりをのせた百もも香かが、早くもリモコン片手に曲番号を入れている。

「アニソン担当しま～す！」

　さっそく流れ始めた軽快な音楽が、少しばかり重たい空気を吹き払ってくれた。こんなとき、百香の存在はありがたい。

「いいぞ百香、がんばれ」

　黒媛の声援に続き、巴が拍手を送る。

　理刀も手を打ち鳴らした。つられたように、スイートとササラも手を叩たたく。

　テレビ画面に、『アイアイの愛』というタイトルが出るが、残念ながら理刀の知らない曲である。

　前奏の間に、「これで飲食物を注文するのでしょ？」とスイートが素早く内線の受話器を取った。そして、

「レモンソーダを六つ、可及的速すみやかにお願いいたしますわ」

　無断、独断、即断の三拍子を揃そろわせたあと、さっさと通話を切ってしまった。

　コーラのほうが……。いや、べつにレモンソーダでもいいけど……。他ほかのみんなは？

　黒媛と巴へ目をむけると、ふたり同時にうなずいてくれたから、とりあえず問題なし。ササラはというと、真剣な顔でテレビ画面に見入っているため、それどころではないようだ。百香は、たぶん笑って飲んでくれるだろう。

　スイートが、黒媛、巴、ササラ、それから理刀へ視線を巡らせた。

「男女間には、甘酸っぱさが必要不可欠ですから、勝手ながらレモン系をチョイスさせていただきましたわ」

　お～、なるほどぉ……、といった表情で、黒媛と巴が大おお真面目まじめにうなずいた。

　ササラは、よくわかっていない様子で、きょとんとした顔をしている。





　大好き♪　大好き♪　大ダイ大好き♪






　両手でマイクを持った百もも香かが、可愛かわいらしく体を揺らしながら、元気に歌い始めた。





　愛アイ♪　愛アイ♪　キミのこと愛アイ愛してる♪

　パインたべるキミ♪　大好き♪






　歌い慣れているのか、百香の声がいいのか、音楽が素晴らしいのか、とても耳に心地ここちいい。リズムもいいから、体が動き出してしまいそうだ。





　マンゴーたべるキミ♪　大好き♪

　ドリアンたべるキミ♪　大好き♪

　バナ～ナたべるキミ♪　大好き♪






　不意に、スイートが腕を絡めてきた。

「？」

　理り刀との視線をふんわりと抱きとめながら、彼女が顔を近づけてくる。そして耳たぶに熱い息を吹きかけるようにして、囁ささやいた。

「わたくしで、キスの練習をしてみませんか？」

「はい？」

「いきなり姫、というのは緊張しますでしょ？　ですから、わたくしのふつつかな唇でよろしければ、いつでもお貸しいたしますわ」

「いや、それは……」

「わたくしじゃ、ご不満ですの？」

「ふ、不満ってわけじゃ……」

「理刀がお望みなら、唇から先も、心を込めて準備いたしますわ」

　唇から先？　それって……。

　理刀は、ぐびりと唾つばを吞のみ込んだ。

　むぎゅっと、スイートが理刀の腕にしがみついてくる。女の子のやわらかさを、これでもかと体感させられ、どう反応していいのかわからない。




　大好き♪　大好き♪　大ダイ大好き♪

　愛アイ♪　愛アイ♪　キミのこと愛アイ愛してる♪

　カラダぜんぶで♪　だぁ～い好き♪

　ココロぜんぶで♪　だぁ～い好き♪

　いっぱい♪　いっぱい♪　だぁ～い好き♪




　百香の歌声が、理刀の鼓膜をガンガン震わせる。

　スイートのやわらかさが、理り刀との腕にぎゅうぎゅう押しつけられる。

　ふと見ると、黒くろ媛ひめと巴ともえがこちらへジト───ッと湿った視線をむけていた。

「あ、い、いや、これは、その……」

　悪いことなどなにもしていないのに、なぜか狼狽うろたえてしまう。

　スッと立ち上がった黒媛が、「ちょっとすみません」とササラの前を通ってテーブルを回ってきたかと思いきや、理刀の右隣に腰を下ろした。

　彼女の長い黒髪が、理刀の肩にかかる。それと同時に、甘い花の香りも漂ってくるからドキドキだ。

　黒媛が、理刀に肩をくっつけるようにして、スイートへ目をむけた。

「ここは歌うところだぞ？」

　テーブルを挟んだむかいでは、巴がどこか瞳ひとみを潤うるませたまま座っている。

　ササラは、百もも香かの歌を真剣そのものといった顔で聴いているため、理刀たちには目をむけようともしない。

　そんな中、スイートが理刀に体を押しつけるようにして、黒媛へ顔を近づけた。

　黒媛も、理刀に体を預けるようにしてスイートへ顔を近づける。




　愛アイ愛♪　うけとめてね♪

　ボクのアイ愛♪　キミのアイ愛♪

　かさねて愛アイ愛♪




　スイートと黒媛に挟み込まれ、理刀は身動きが取れない。

　スイートのやわらかさが……。

　黒媛の香りが……。

　どうすればいいのだろう？　心臓がバクバクしてるんですけど？

　スイートが、黒媛へ挑発的な笑みを投げつける。

「わたくし、今夜のために雰囲気づくりをしている最中ですの」

「そうは見えないぞ？」

「芽が出るまでは、ただの地面にしか見えないこともありますわ」

「理刀の相手は、スイートじゃなかったはずだが？」

「ふん、あなたに言われるまでもなく、そんなことくらいわかってますわ」

「本当に、わかってるのか？」

　理刀を挟んで、スイートと黒媛の視線がパチパチと小さな火花を散らす。

　スイートが、理刀の腕をつかんできた。黒媛もつかんでくる。

　綱引き競技の綱になった気分だ。

　ギリギリと締しめつけられ、微妙に左右へ引っ張られているから、動きようがない。「やめてくれ」と言える雰囲気じゃないし……、どうしよう。

　そこで、ふと足先になにかを感じ、理り刀とはそれとなくテーブルの下に目を落とした。

　右の靴に、なにかがくっついている。

　革靴だ。つま先がこちらをむいているから、それは間違いなく目の前に座っている巴ともえの靴であって……。

　深くは考えず右足をわずかに動かし、巴の靴から自分のそれを離した。

　が……、すぐにまた巴の靴がそろそろと近づいてきて、ピタリとくっついた。

　また離すと、今度も、そろそろ～、ピタッ。

　顔を上げると、真っ赤な顔をした巴と視線が重なった。が、すぐに下をむかれてしまう。

　スイートと黒くろ媛ひめだけじゃなく、自分も忘れないで、という無言のアピール？

　黙っていると、巴のもう片方の足もそろりそろりと動き出し、理刀の靴をそっと挟み込んできた。

　巴は、両手で頰ほおを包み込むようにして、チラチラと上目づかいに理刀へ目をむけてくる。でもやっぱり、視線が合うとうつむいてしまうのだが。

　スイートと黒媛が、理刀にしがみつくような格好で、にらみ合っている。

　巴が、理刀の靴をつま先で挟んだまま動かない。彼女の顔は、いまにも湯気が立ちのぼりそうなほど赤くなっている。

　理刀は考えた。こんなとき、男としてどう振る舞えばいいのだろう？

　スイートも黒媛も、オレのことでケンカはよしてくれ。可愛かわいい女の子は笑顔でいてくれなきゃ困るよ。












　美み々み津つさんも、照れてないでこっちに座れば？　順番に席替えすれば、公平だろ？

　みんな笑って笑って。

　ほらね、これで三輪の花が咲いた。

　なんて……、い、言えない。

　左右の腕に感じる、やわらかさとしなやかさ。

　右の足先に感じる、つつましさ。

　ドキドキだけが、膨れあがっていく。





　ササラ姫、寒いですか？






　マイクで増幅された百もも香かの声で、スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、いっせいにササラへ目をむけた。もちろん、理り刀とも。

　いきなり注目されたササラが、目を大きくした。

　半はん袖そでシャツの彼女はいま、胸の前で両手を握り合わせ、身を縮めている。

　見ると、冷房の送風が直接当たっているようだ。

　ササラが、ふるふると頭を振った。

「いえ、大丈夫、あるいは心配無用です。これしきの寒さで音ねを上げているようでは、王家、あるいは王族の一員は務まりません」

　いや、そういう問題じゃないような……。

「そっちに移れば、寒くありませんよ」

　黒媛が、さっきまで自分が座っていた席を指し示す。

「案内された席に対して不服、あるいは不満を口にするなど、そんな無礼、あるいは非礼はできません」

　ササラは、頑として動こうとしない。

「わたくしの炎熱術式を使えば簡単なのですが、姫が望むはずもありませんわね」

　スイートが、音楽に紛れてササラに聞こえないよう、ぽそりともらす。

「空調の温度、上げたら？」

　巴が、シンプルな解決策を口にした。が、





　ダメ。ササラ姫には、もっともっと寒がってもらっちゃいます！






　スピーカーから、百香の声があふれ出す。

　どうして？

　理刀は、疑問をぶつけようと小学五年生の元気少女へ目をむけた。

「黒くろ姉ねえ様さまと巴ちゃん、ちょっときて。春日かすがさんたちは、しばらく待ってて下さいね」

「ん？」

　黒くろ媛ひめが、すぐに理り刀とから体を離して立ち上がる。巴ともえも、質問を口にすることなく百もも香かへついていく。

　黒媛と巴が、それぞれチラッと理刀へ目を投げたあと、百香について部屋を出ていった。

　理刀は、首を傾かしげることしかできない。




　百香たちが戻ってきたのは、一〇分ほど経たってからだった。

　先頭に百香、続けて黒媛と巴が部屋へ入ってくる。

　百香が、リボンつきの白い包みを胸に抱いていた。Ｂ５サイズのノートに空気を入れ、膨張させたくらいの大きさだ。

　彼女たちを待っている間、運ばれてきたレモンソーダを前にして、理刀たちはただただ流れ続ける音楽を聴いているだけだった。

　スイートとササラは日本の歌を知らないし……、理刀ひとりで歌うのもなんだし……、といったなんとも微妙な空気が流れていたから、百香たちのお帰りは嬉うれしかった。

　部屋の中も、ほどよく冷えている。ササラはずっと寒そうにしていたが、決してその場を動こうとはしなかった。

　そんな彼女へ、百香が持っていた白い包みを差し出した。

「これで寒さもへっちゃらです！」

　後ろで、黒媛と巴が揃そろって最高の笑顔を浮かべている。

「これは？」

「わたしたちからのプレゼントです」

「プレゼント？」

　ササラが、包みに視線を落とした。まるで、見えないなにかを必死で探そうとでもするかのように、真剣そのものといった表情で目を見開いている。

　ふるふると震える腕で包みを受け取ったササラが、百香に訊きいた。

「開けて、あるいは開封してもいいですか？」

「どうぞ！」

　小学五年生の回答は、極めてシンプルで、心地ここちいいほど元気なものだった。

　細い指でリボンを解き、かたちのいい爪つめでシールを剝はがし、ササラがガサガサと包みを開けていく。

　そして出てきたのは、薄紫色の布、のようなモノだった。材質はシルクのようだ。

「これは……？」

　胸の前で布をひろげたササラのつぶやきに、黒媛がこたえる。

「ストールという肩掛けです。ササラ姫の髪には、薄紫ライラツクが似合うんじゃないかと思ったものですから」

「ポイントは、ここなんですよ」

　百もも香かが、ストールの縫い目部分を指差した。

「まぁ！」

　それを見て、ササラが感嘆の息をもらした。

　縫い目部分に、小さなネコの顔がいくつも刺し繡しゆうされていたのだ。注意しないとわからないほど小さなものである。

　ネコ、ネコ、ネコ、ネコ、ネコ……、ネコの行列。よ～く見ると、ライオンやトラも交ざっている。こだわりと手間暇をかけた一品のようだ。

　確か、このビルの一階がブティックだったはずだ。カラオケにくる途中、ササラがその店内を興味深そうに覗のぞき込んでいたのを理り刀とは覚えていた。

　どうやら百香も、注意深くササラの様子を観察していたらしい。それとも、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の力で視みたのだろうか？　この際、どちらでもいい。ササラがこんなに喜んでいるのだから、結果オーライだ。

「わたしは、ネコがお気に入り、あるいは大好きなんです。ありがとう」

　ササラが、七色の髪を一度体の前に持ってきたあと、ライラック色のストールを肩にかけた。そして再び、髪を背に戻す。

　七色とライラックが重なり、なんともいえない色合いになる。

　基本的に、きれいな女性はなにをつけても似合うのだろうが、このストールはまたいちだんとササラの清せい楚そさを引き出してくれるように見えた。

　ササラが、ネコの刺繡を指先で撫なでながら目を細めている。




　カラダぜんぶで♪　だぁ～い好き♪

　ココロぜんぶで♪　だぁ～い好き♪

　いっぱい♪　いっぱい♪　だぁ～い好き♪







　カラオケ店で黒くろ媛ひめたちと別れたあと、理刀は真まっ直すぐにマンションへ帰った。ササラとスイートもいっしょである。

　現在、午後六時を少し回った時間帯だから、空はまだまだ明るい。

　黒媛、巴ともえ、百香の三人は、一度家へ帰ってお泊まり準備をしたあとみんなで理刀のマンションへやってくるという。

　なんの力にもなれないけど、キュートの施術を見守りたい、と彼女たちは言ってくれた。

　断る理由などない。

　全員揃そろってからレゾン病院へむかおう、ということになっている。

　だからいま、理刀は自宅リビングでテレビをつけている。べつに観みたい番組などないのだが、適当に時間を潰つぶすにはテレビがいちばんだからだ。

　とにかくいまは、スキュースを待つしかない。スイートとササラも、自分なりに時間を潰つぶしているはずだ。

　スイートはいま、病院に貼はりついている毒どく舌ぜつ丸まるの代わりに、管理人室でスキュースの来訪を待っているし、ササラのほうは空き部屋だった五○三号室で休んでもらっている。

　だから理り刀とも、のんびりテレビを……。

　気分的にのんびりできないけど……。

　キュートの施術が近づいているから。

　ササラとのキスも近づいているから。

　キス。魔界の第二王女とキス。下へ手たをすると、人間界と魔界を巻き込むような大問題になりかねない、キス。

　すっっっっっごく危険かもしれない、キス。

　でも、キスしないと、キュートが……。

　ササラとの距離は、かなり埋まったはず。

　最初に流れていた険悪な空気も、いまではほとんど消えている。あとは、お互いの気持ち次第、だと思う。

　気持ち。

　いまの気持ちは……、キュートを助けたい、というこの一点のみで固まっている。

　理刀はテレビを消し、立ち上がった。そしてそのまま玄関へゆき、靴を履く。

　自分の気持ちを、正直にササラへ伝えようと思ったのだ。

　意を決し、ドアを開けた。と……、

「あ……」

　廊下で、七色の光が揺れていた。

　驚いたことに、ドアを開けた目の前にササラが立っているではないか。

「ササラ姫？」

「り、理刀」

　理刀と同じく、ササラも驚いている様子だ。長いまつげをパタパタ上下させている。

　理刀は、廊下に出て後ろ手にドアを閉めながら、たずねた。

「どうしたんですか？」

「あ、いえ、今夜のことで、理刀に相談、あるいは話をしようかと……」

　今夜のこと……、それはもちろん、〝キス〟を意味している。

「実を言うと、オレもそのことでちょっと話を聞いてもらおうかと……」

　理刀は、心の中で言葉を探した。

　キュートへの想おもい。彼女を助けたい、という気持ち。自分の本音。

　それを伝えようと、

「オレは……」

　口を開いたそのとき、

「わたしの想い、あるいは決意は、おそらく理刀と同じはずです」

　言いながら、ササラがスッと身を寄せてきた。

　いきなりのことに、理り刀とは言葉を吞のみ込んだ。

　顔と顔の距離、およそ三〇センチ。地下教室でも、この距離は体験している。威圧的というか、蠱こ惑わく的てきというか、悩殺的というか、判別が難しい危険な距離である。

　ササラが、すべすべの唇をもむもむと動かしたあと、意を決したように開いた。

「わたしは、王家、あるいは王族であるにもかかわらず、自分のことばかり考え、あるいは大切にしていたように思います」

「あ、そ、そうですか？」

「わ、わたしは、ササラ・ビョルンストライドです」

「はぁ……」

「キスくらい、手軽に、あるいは無造作にやってみせます！」

　力強い言葉とは裏腹に、ササラの顔は紅あか一色に染まっている。おまけに涙目だし、声も少々震えているようだ。よくよく見ると、なだらかな肩も、細い腕も、震えている。

　彼女はそれでも、またわずかに体を寄せてきた。

　距離二〇！

　理刀は気け圧おされ、思わず身を退ひいた。

　これで、距離三〇に回復。

　だが、ササラがまとう決意は、いっこうに衰えを見せようとしない。

　彼女が、言葉を続ける。

「理刀、あなたは安心できる、あるいは落ち着ける男性です。

　だから、わたしは勇気を持って、あるいは毅き然ぜんとした態度で……。

　王家、あるいは王族としての誇りを胸に……。

　家臣を守るため……。

　いま……。

　ここで……」

　ササラが、腕を伸ばしてきた。

　彼女の右手が、理刀の胸に触れる。

　彼女の真っ赤な顔が、ジリ、ジリ、ジリ、と近づいてくる。

　唇が……、とっっってもきれいな女性の唇が……、接近中！　接近中！　迎撃態勢をとれ！　隊長、我が隊は迎撃訓練をしたことがありません！　なにっ？　だったら玉砕だ！　籠ろう城じようだ！　降伏だ！　逃亡だぁぁぁ！

　頭の中が大混乱だ。

　いま、ここで、キス!?　気持ちを伝えるだけだったはずでは？

　心の準備が！　いやまて。どうせキスをしなければならないのだ。ならばひと思いに。

　接近中！　接近中！　接近中！　接近中！　接近中！　接近中！　接近中！　接近中！

　ササラが目を閉じる。その際、長いまつげが風を起こしたのだろうか、ふわっと身を震わせるほどの芳香が漂ってきた。

　頭クラクラ。

　心臓バクバク。

　血管ドクドク。

　唇と唇の接触、五秒前！

　四……、

　三……、

　二……、

　一……、

　ゼ……、

　きゅ───────────────────────────────────っ！

　……ロ、の直前、聴こえた。ハッキリと、確かに、間違いなく聴こえた。

「キュート!?」

　目を開けたササラと、視線がぶつかった。彼女の頰ほおが赤を通り越し、みるみるうちに血色に染まっていく。

　ひと呼吸後、

「きゃあああああっ！」

　ド～ン！　とササラに突き飛ばされた。

　玄関先で尻しり餅もちをついた理り刀とは、それでも周りを見回した。

「キュート？」

　廊下には、ササラ以外だれもいない。

　ササラが、五○三号室へ駆け込んでいく。

　ガチャン、とドアが閉まる音。

『理刀』

　頭上からの声に、理刀は廊下の天井を仰ぎ見た。

　そこにいたのは……。

　透明な体の……。

「キュート？」





三章　類友だよねぇ～







『妖よう精せい捕獲大会』が終わり、病院に運び込まれたあと、キュートは一時間ほど病室の天井付近に浮いていた。

　レゾン学院付属病院の入院病棟七○一号室。

　自分自身を見下ろしながら、考えた。

　どうやって体へ戻ればいいのか、さっぱりわからない。

　手足を重ねてみても、心臓目がけて飛び込んでみても、生身と霊体が重なってくれないのだ。こんなことならもっと霊魂術式や操霊術式なんかを練習しておくんだった、と悔やんでみても、無意味だった。

　キュートは、病室を飛び回ってみた。

　自分の本体は呼吸を続けている。が、体に戻れない、という状態で唯一楽しめることといったら、自由自在に飛び回ることくらいである。

　キュートが倒れたその夜、病室に集まってきたのはカカ、リイザ、毒どく舌ぜつ丸まるの三人だった。

『みんなぁ～、あたしはここにいるわよ』

　試しに呼びかけてみたが、無反応。だれも気づいてくれない。抱きついたり叩たたいたりしてみても、スカスカとすり抜けるばかりだった。

　魔界では｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝と畏おそれられているカカ。そして｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝のリイザ。このふたりに気づいてもらえないのであれば、あとは｛魔界の至宝スキユース｝しかいない。

　キュートは、ベッドで寝ている自分の顔を覗のぞき込んだあと、三人を見回した。

　カカ、リイザ、毒舌丸が、ベッドの横で顔を寄せ合っている。

「エプスタインのヤツらが嗅かぎつける前に、ササラをもっと鍛えなきゃな」

　カカの言葉に、リイザが返す。

「キュートのことが先よ。わたし、この娘こがこんなだと、食事もノドを通らないもの」

「今夜スキュ姉がくるから、大丈夫だ」

「でも、心配なの。ずっとこのまま、キュートが……」

「無理かもしれない、なんて考えるな。わたしたちが全力を尽くせば、きっとキュートを目覚めさせることができる。自信を持て」

「施術法も決まってないのに？」

「成功するまで、何万通りでも試してやるさ。キュートの症状は、魔界でも類を見ないからな、とにかくやるしかない」

「キュート……」

　リイザの目には、ずっと涙が溜たまっている。相変わらず泣き虫だ。

　それでも、心から末の妹を心配してくれていることがよくわかる。

　キュートは、宙を漂いながら両りよう膝ひざを抱え込んだ。寂しさが大きくなっていく。これからどうなるのだろう、という不安も。

　カカが、無言のまま動かない毒どく舌ぜつ丸まるへ顔をむけた。

「毒舌丸、あまり思い詰めるな。お前にはなんの非もないんだぞ？　キュートがこうなったのは、すべてわたしの責任だ」

　メガネのレンズでキラリと光を弾はじいた毒舌丸が、微かすかに頭を下げた。

「フォンターナ公爵家への忠心は、肝に銘じています。ですが、本来なら、キュートお嬢様をお守りすることが、わたしの務めだったはずです。これまでも、これからも……それなのに……わたしは……」

「お前は、わたしの命令に従っただけだ。自らを省かえりみるのはよせ。わかったな？」

「……はい」

　毒舌丸が、目を伏せる。

　彼女が常にまとっている鋭さは、ほとんど消えていた。あるのは、キュート自身と同じ色……、寂しさである。

　みんなが懸命にがんばってくれている。そう思うと、寂しさや不安が少しだけ減ったような気がするから不思議だった。

　抱えていた膝ひざを伸ばし、キュートはグッと両の拳こぶしを握り締しめた。

　自分にできることをやろう。

　自分はここにいるよ！　ということをだれかに伝えなければならない。

　理り刀と。

　彼なら、気づいてくれそうな気がする。

　それを願い、キュートは病室を飛び出した。

　空を飛び、理刀のもとへ。




　とにかく、現状をだれかに報しらせなければならない。そうすれば、スキュースお姉様たちの施術法も的が絞れるはずだ。

　と、思ってはみたものの……。

　声をかけても、叫んでも、だれもこたえてくれなかった。

　ときどき、理刀だけがわずかに反応してくれたが、そこから先に進まない。

　理刀が学校でお弁当を食べているときは、カカやササラ姫のお弁当箱を覗のぞき込んだり、口移しを邪魔しようとカカがくわえたエビ天に空手チョップを入れてみたりしたが、うまくいかなかった。

　ササラ姫が髪を洗っているときは、小川に飛び込んで走り回っていたのに、気づいてはもらえなかった。流れに波紋をつくることさえできなかったから……。

　みんなでカラオケをしていたときは、百もも香かといっしょに『アイアイの愛』を熱唱してみたのだが、だれも耳を傾けてはくれなかった。

　黒くろ媛ひめたちが、ササラ姫へプレゼントしたストールも、ずっと引っ張ろうと試みてはいたけれど……、ダメだった。

　仲間の輪に入れないもどかしさと寂しさに、ずっと唇を嚙かんでいた。

　どうにかして、現状を伝える術すべを見つけなければ。と、むこうが透けて見える拳こぶしを握り締しめていたが、でも……、とうなだれてばかりだった。

　声も届かず、触れることもかなわず、鏡にも映らないのでは、どうすることもできないではないか。

　それでも、あきらめたくなかったから……。

　理り刀とにだけは触れないよう気をつけながら、スイートの頭をポカポカと連打したりゲシゲシと踏んづけたりしてみた。

　黒くろ媛ひめの背を叩たたいたり、胸をつついたりしてみた。

　巴ともえに抱きついたりしてみた。

　百もも香かに飛びかかったりしてみた。

　環境や状況や時間帯で変化があるかもしれないと考え、黒媛の自宅までついていき、彼女の入浴中にお邪魔して呼びかけたりしてみた。それでも反応ナシ。ただただ、そのナイスバディに驚かされただけである。

　スイートや百香や巴にも試してみたが、結果は同じ。理刀には……、さすがにできなかったけど。

　朝目覚めたとき、食事をしているとき、雑踏の中を歩いているとき、静かな部屋にひとりでいるとき、お風ふ呂ろに入っているとき、寝ているとき、すべて失敗。

　理刀も、スイートも、黒媛も、巴も、百香も、近くを歩いていた知らない人も、みんな気づいてくれなかった。

　ここまでやって成果が出せないと、弱気が頭をもたげてくる。

　この先、ずっとダメかもしれない。

　そんな不安が、両肩にずっしりとのしかかってきて苦しくなる。それでも、あきらめるわけにはいかなかった。あきらめたら、そこですべてが終わるから。

　理刀とササラ姫のキスも、気になるし。

　自分のためとはいえ、やっぱり嫌だし。

　でも、キスしないと｛傀儡回しプレイヤー｝の能力を抑えることができないし。

　そうなれば、自分の施術が始められないし。

　目が覚めたら、理刀を海へ誘いたいし。

　独ひとりだと、あまりにも、寂しいし。

　モヤモヤと無秩序に動き続ける思考が、とても腹立たしい。

　そんなとき、見てしまったのだ。

　理刀とササラ姫が、唇を重ねようとしている現場を……。

　いまにもくっつきそう！

　ψ☆ｄ▲ｓ▽◆π□★Ψ△っっっ!!

　気づいたときには、感情を爆発させていた。


　　　☆☆☆



　どうして、こんなところに？

　理り刀とは、廊下の天井付近から自分を見下ろしているキュートへ話しかけた。

「キュート？　キュートか？　幻とかじゃ、ないよな？」

『きゅっ！　理刀、あたしが視みえるの？　声も聴こえる？』

「視えるし、ちゃんと聴こえるよ！」

『きゅ───っ！　ありがとうっ！』

　キュートが、諸もろ手てをあげて笑顔をひろげた。

　彼女が半透明の体で宙に浮いている理由は、さっぱりわからない。

　それでも、キュートの笑顔がすぐそばにあるという感動が、理刀の心を鷲わしづかみにした。

　今夜、スキュースがやってくる。もしかしたら、この状況が施術法の大きなヒントになるかもしれない。

　理刀は、グッと拳こぶしを握り締しめた。

　キュートが目覚めるのは、もうすぐだ！




　だが……。

　その晩。

｛魔界の至宝スキユース｝は、姿を現さなかった。


　　　☆☆☆



　翌日の土曜日。

　七時半にセットしていた目覚まし時計のベルで、理刀は目を覚ました。

『おはよう、理刀』

　すぐに壁をすり抜け、キュートが姿を現した。

「おはよう」

　朝からキュートの微笑ほほえみが見られる心地ここちよさに、ついつい夢の続きかと頰ほおをつねりたくなってくる。

　それでもすぐにベッドから出ると、理刀は素早く寝間着用のジャージを脱ぎ捨て、シャツとジーパンを身につけた。着替え中、キュートはそれとなく背をむけてくれたが、すぐそばにいられると、やっぱり緊張する。

　急いで歯を磨き、寝ぐせを直す。

　そして、キュートといっしょに五○一号室の我が家を出て、五○二号室の前を素通りし、五○三号室の前に立つ。

　呼び鈴をプッシュ。

　ピンポン。

　沈黙。

　もう一度プッシュ。

　ピンポン。

　沈黙……。

『さっき覗のぞいたら、みんな身支度してる最中だったから……』

　キュートが玄関ドアに顔を突っ込んだのとほぼ同時に、中からパタパタと微かすかな足音が聞こえてきた。

　と、玄関が開くよりも先に、通路の突き当たりにあるエレベーターのドアが、のぼ～っと開いた。そこから歩み出てきたのは、スイートである。

「おはようございます。もうお目覚めになっていたのですか？　わたくしが起こして差し上げようと思っていましたのに」

　清すが々すがしい朝に相応ふさわしい、まぶしいほどの笑顔だ。

　いつもの帽子。黒地に黄色の幾何学模様がプリントされたシャツ。ベージュのミニスカート。細い足にはシャツと同色のニーソックス、という格好である。

　キュートが、そんなスイートを横目に見ている。

　スイートが歩み寄ってきた。

「モーニング・キスなどは、いかがですか？」

　彼女の小悪魔的な笑みが、手の届く距離に踏み込んでくる。

『きゅっ！　あんた、ちょっと朝っぱらから……』

　キュートが、スイートをにらみつける。が、なんの反応もない。

　残念ながら、理り刀と以外にはキュートの姿が視みえないことが、昨晩判明した。同じように、声も聴こえない。

　でも、キスって……。

　ＹＥＳともＮＯとも返せない理刀である。

　スイートが、廊下をゆるりと見回した。

「キュートはまだ、その辺りを浮ふ遊ゆっていますの？」

「え、ああ、すぐそこに……」

　一瞬、スイートの目がキラリと輝いた。次の瞬間にはもう、彼女の両腕が理刀の首にからまっている。

『きゅっ！』

　鋭い踏み込みに、理刀はほとんど反応できなかった。そのまま、唇が急接近……。

　カチャリ。

　ドアが開いた。

　理刀が気づいたときにはすでに、体を離したスイートが、何事もなかったかのようにドアへむき直っていた。

　唇と唇がごっつんこ、はかろうじて回避できたようだ。しかしながら、スイートのスピードには冷や汗ものである。キュートが見ているとわかっていてやるところが、なんとも彼女らしい。

　でも……、心臓に悪い。

　キュートが、スカスカパンチでスイートの頭を連打しているが、なんの効果もない。

「おはようございま～す！」

　ドアのむこうから現れたのは、百もも香かだった。

　ハートマークがプリントされたＴシャツに短パンを合わせた彼女の後ろには、黒くろ媛ひめと巴ともえの顔も見える。黒媛は、百香とお揃そろいのシャツに下はブルーのミニスカ。巴は淡い緑色のワンピース姿である。

　昨晩、理り刀とのマンションに集まってきた彼女たちだが、結局スキュースが現れなかったため、ササラといっしょに五○三号室に泊まってもらったのだ。

　スキュースは、なぜやってこなかったのか？

　カカにも理由がわからないという。

　大使館経由で魔界へ連絡を入れても、「きのう人間界へ発たった」という返事しかもらえなかったらしい。

　そのお陰というのもなんだが、キュートのことをみんなに説明することができた。理刀以外のだれにも、キュートと意思疎通ができなかったけど……。

　みんな遅くまでスキュースを待っていたのだが、午前一時を過ぎた頃ころ、仕方なく寝てしまったのだ。

　そして、今朝に至っている。

　それにしても、スキュースはどうしたのだろう？

｛魔界の至宝｝がなんらかの事件に巻き込まれたと考えるのは、無理があるような気もするのだが……。｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内では魔力が使えなくなるのだから、アクシデントなどいくらでも考えられるわけで。

　心配である。

　当然のことながら、理刀とササラのキスもおあずけ状態となっている。

　とにもかくにも、キス待ちの微妙な夜を悶もん々もんと過ごすことになった理刀である。

　しかも、今度は〝キュートの目の前で〟というプレッシャーまでついているのだ。

「キュートは？」

　キスのお相手、ササラが黒媛たちの後ろから姿を現した。

　七色の髪は、朝からまぶしいまでにキラキラだ。黒媛たちからプレゼントされた薄紫色のストールも、ちゃんと肩にかけている。

『ここにいます、姫』

　キュートが、スイートの頭を踏みつけた状態のまま返事をするが、ササラは違う方向へ顔をむけている。

「ちゃんといますよ」

　理刀のこたえに、ササラが安あん堵どの表情を浮かべた。が、すぐに顔を引き締しめ、たずねてきた。

「スキュースはまだ、あるいは依然、姿を見せていないのですか？」

「まだのようですわ。カカお姉様からなんの連絡も入っていませんから」

　こたえたのはスイートだが、ササラの目は理り刀とにむけられている。

　数秒間、理刀とササラの視線が重なった。

　キュートも、スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも気づかない、理刀とササラだけのつながり。

　なんだか気まずく、なんだか甘く、なんだか秘密めいた交わりは、しかしすぐに途切れてしまった。

　ササラが、ほのかに頰ほおを紅あかくして目をそらしたからだ。

　スキュースが到着すれば、すぐにでもキスをしなければならない。そう思うと、理刀も顔が熱くなってくる。

『スキュースお姉様って、気まぐれなとこがあるから……』

　というキュートの声には、だれも反応しない。

「スキュースさん、どうしたんでしょうね？」

　百香の言葉で、みんなが顔を見合わせる。

「事故とかに遭あってなければいいんだがな」と黒媛。

「……大丈夫、だよね？」と不安そうな巴。

「大丈夫、あるいは心配いりません。たぶん……」

　黒媛が、巴が、ササラが、憂うれいを含んだ顔を見合わせた。

「はい！　わたしがスキュースさんを捜しにいきますっ！」

　いきなり、百香がピシッと右手を上げた。指先までピシッと伸びている。

「じゃあ、みんなでいこう」

　理刀は、元気いっぱいの小学五年生に笑いかけた。百香の前むきな気持ちがありがたい。

　百香が、小さく首を振った。

「いいえ、わたしひとりでいってきます。スキュースさんと行き違いになるかもしれませんから、みなさんはキュートさん応援チームとして、スタンバッてて下さい。それではキュートさん、待ってて下さいねっ！」

　百香が、中空をキョロキョロと見回した。

　そんな彼女を見て、キュートがどこか嬉うれしそうに頰をゆるめている。

「百香、ひとりで大丈夫か？」

　黒媛が、横から妹の目を覗のぞき込んだ。

「いつも言ってるでしょ。百香はもう｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝なんだよ！」

　ニパッと笑う百香。ニコッと笑う黒媛。亜あ威い姉妹の爽さわやかな笑みが重なった。

「よし、頼りにしてるからな。でも、赤信号で飛び出したりしちゃダメだぞ？」

「は～い！」

　返事をするなり、百もも香かが駆け出していく。

　勢いをゆるめることなく、上り下りが遅すぎるエレベーターを無視して、横の階段を駆け下りていった。

　元気があり余っている様子だ。

　澱よどんだ空気をいっぺんに吹き払ってくれるから、百香のような元気娘がいてくれると、とてもありがたい。

　理り刀とは、女の子たちをそれとなく見回した。

　ほら、もうみんなが笑顔になっている。

　百香に感謝。




　百香が勢いよく階段を駆け下りていったあと、理刀たちは家の中でスキュースを待つことにした。

　理刀のあとについて、みんなぞろぞろと五○一号室へ入ってくる。キュートだけは、ドアや壁をスルスルすり抜けて飛んでいるけど……。

　さて、どれくらい時間を潰つぶせばいいのだろう？　お姫様にインスタント・コーヒーなんか出してもいいのか？　冷蔵庫に入っていたのは、オレンジジュースだったかな？

　廊下からリビングに続く扉を開けながら、理刀は考えた。考えながらも、緊張する。

　キュート。ササラ。スイート。黒くろ媛ひめ。巴ともえ。我が家に五人もの異性を招き入れたのは、きょうが初めてだからだ。

　五人も女性がいると、やっぱり空気が変わる。華やぐというか、薫かおるというか、和やわらぐと表現すればいいのか……。

　キュートだけは、理刀にしか視みえないけど……。

　とにかく、いつもの春日かすが家が心地ここちいい空間に早変わりだ。

　思わず、こっそりと深呼吸をしてしまう理刀である。

「春日くんの家、初めて……」

　リビングに足を踏み入れた巴が、ポソリとつぶやいた。

「ふふん、わたくしはもう、幾度となくお邪魔させてもらってますわ」

　スイートが、巴を横目に胸を反そらした。

　巴とスイートが、ちりちりと視線をぶつけ始める。衝突、とまではいかないものの、ふたりの間に漂う雰囲気はどこか刺とげ々とげしい。

　そんな彼女たちの間に、黒媛が悪意のカケラもなく乱入する。

「わたしは泊まったことがあるぞ。ほら、そこのソファで寝たんだ」

「「！」」

『きゅっ！』

　スイートと巴が、カッと目を見開いた。

　キュートも、目をまん丸にしている。

「「『泊まった!?』」」

　三人の声がハモる。

　黒くろ媛ひめは、スイートと巴ともえの反応が意味するところをよくわかっていない様子で、「？」顔のままニコニコしている。

　スイートが、ゆっっっくりと理り刀とのほうへ視線を移した。唇には、冷たい笑みが浮かんでいる。

「理、刀。亜あ威いさんがお泊まりになったなんて、初耳ですけど？」

「え？　あ、ああ、ほら、な、夏休みに、みんなが空に浮かぶ島にいっただろ？　あ、あのとき、成りゆきでさ」

　後ろめたいことなどひとつもないのに、なぜか声が裏返る。

　巴は、というと……。

　理刀に一いち瞥べつを投げただけで、何事もなかったかのようにリビングの奥へ歩いていく。ただ、チラリとむけられた悲しげな視線が痛かった。

　キュートのジト～ッとした視線も、ジリジリと顔を焼かれるようでとっっっても痛い。

「シィちゃんといっしょに寝たんだぞ。世界ひろしといえど、ドラゴンと添い寝した人間はわたしくらいのものだろうな」

　スイートや巴が放出する空気に気づかないまま、黒媛が豊かな胸を張る。

「シィちゃんと添い寝しただけですか？　他ほかには、なにもなさらなかったの？」

「ん？　そうだな。シィちゃんに抱きついたぞ。鱗うろこがすべすべしてて……」

「いえ、お訊ききしたいことはそういった類たぐいのことではなくて……もっと……いえ、もう結構ですわ」

　スイートが、肩をすくめて黒媛に背をむけると、理刀のほうへ歩み寄ってきた。そして、腕をつかみながら小声で囁ささやいてくる。

「ふふ、浮気は男の甲か斐い性しようですから、お気になさらずに。結果的にわたくしのもとへ戻ってきて下さるのでしたら、やかましいことは申しませんわ。そ、れ、で、も……ご注意なさってね。わたくしだって、ときには妬やくこともありますから」

『バカじゃないの、ひとりで妬いてればいいでしょ！』

　というキュートの声はもちろん、スイートには聞こえていない。

　理刀は、そんな女の子たちへそれぞれ視線をむけながら、艶つやっぽい笑みを浮かべたスイートからそれとなく体を離した。ここは曖あい昧まいに笑っておくしかない。

　巴が、ジ───ッとこちらを見ている。

　彼女の瞳ひとみから、先ほどの悲しげな色は消えているようだ。

　冷や汗をそれとなく手で拭ぬぐいながら、理刀はとにかく笑う。

　ハハハ、ハァ。

　なぜか力が抜けていく。

「キュートはいまなお大丈夫、あるいは無事ですか？」

　ササラが、とうとつにたずねてきた。

　理り刀とだけにしか視みえないキュートを、ひどく心配している様子だ。

「はい、ちゃんとそこにいますよ」

　理刀はすぐに、スイートの隣を指差した。

「あら、この辺にいましたの？　不思議な感覚ですわね」

　スイートが、キュートの太もも付近でスカスカと手を動かした。

『ふん、あんたなんか、こうよっ！』

　宙に浮いたキュートが、スイートのおでこをぐりぐりと踏みつける。実際には、踏みつけているつもりだけど。

　苦笑いを隠しつつ、理刀はソファを指し示した。

「ま、みんな座っててよ。オレンジジュースくらいしかないけどさ」

「わたくし、給仕のお手伝いをしますわ」

　スイートが、素早く理刀に寄り添ってきた。

『あんたねぇ、理刀にくっつく必要なんてないでしょ！』

　キュートの声は、当然スイートには届いていない。はずなのに、

「あらあらキュート、あまり怒りすぎると下品な顔がもっと下品になりますわよ？」

　そんな言葉を口にした。

『ちょ、ちょっとあんた、視えてんの？』

「残念ながら、わたくしにはまだ、いまのキュートを霊視する力はありませんわ。それでも、ふふん、あなたのことはなんでもお見通しですのよ？」

　スイートが、ピシッと前方を指差した。が、キュートは彼女の右隣に浮かんでいる。視えていない、という証拠だ。

『きゅ───っ！　なにあんた、ふざけんじゃないわよ！』

　キュートが、スカスカ無意味連打をスイートの頭に叩たたき込む。

「ふふん、スキュースお姉様がいらっしゃるまでの辛抱ですから、そんなに興奮なさらないでね。なによりも、理刀のお耳に障さわりますでしょ？」

　さすがはスイート。キュートのことをよく知った上で、この状況を楽しんでいるようだ。スキュースさえ到着すれば、すべてが元通りになると信じているからこそ、気を楽にしていられるのだろう。

　内心で感心しつつ、理刀は台所へむかった。スイートが、ピタリとついてくる。

『離れなさいよっ！』

「ふふん、申し訳ありませんが、なぁ～んにも聴こえませんわ」

『あたしが目を覚ましたら、覚えてなさいよっ！』

「もしかして、目覚めたあとどうとか、言ったんじゃありません？」

『きゅ───っ！　本当は聴こえてんじゃないの!?』

「ふふん、こうして目を閉じると、あなたの喚わめき散らす顔がまぶたの裏に浮かび上がってきますわ。まあ、怖い顔」

『目ぇ閉じてんじゃないわよっ！』

　いつもの言い争いを聞いていると、なぜか嬉うれしくなる理り刀とだった。


　　　☆☆☆



　スイートは冷蔵庫からオレンジジュースのパックを取り出し、理刀が用意してくれたコップに注そそぎ入れながらも、愚妹いもうとの気配を探り続けた。

　ササラ姫がそばにいるから、霊視みることはできないけど……。

　昨晩、「キュートが視みえる！」と理刀が興奮気味に言い出したときは、驚いた。

　そしてすぐに……、疑った。

　本当に視えているのか？

　もしかして、スキュースお姉様を待っている間、みんなを楽しませようとしてふざけているだけ？

　でも、彼は噓うそを口にするような人ではない、とすぐに思い直した。

　ただ……、問題なのは……、理刀にだけ視えるという現状である。

　それがどうにも落ち着かないし、理刀とキュートだけにつながるなにかがあるような気がして、なんだか悔しいから……、

「理刀のコップは、これでよろしいですか？　少し多めに入れておきますわね」

　横に立つ愛いとしい人の胸に、肩を擦りつけた。

　きゅ─────っ！　という声が聴こえてきそうで、ちょっと楽しくなってくる。


　　　☆☆☆



　黒くろ媛ひめは、独ひとり言を口にしているようにしか見えないスイートを横目に、考えた。

　キュートはいま、どんな気持ちなのだろうか、と。

　昨晩から、ずっと考えている。

　理刀にしか存在を感知してもらえない状況。

　姉であるスイートにさえ、声を聴いてもらえない現状。

　コミュニケーションをとる方法は、理刀を介するより他ほかにない。

　もし自分がそうなったら。

　百もも香かに笑いかけても、妹は可愛かわいい笑顔を返してはくれない。黒く大きな瞳ひとみで、こちらを見てもくれない。抱きついてもきてくれない。抱き締しめることもできない。

　想像しただけで、目の奥が熱くなってくる。

　ふと、先日のことを思い出す。

　百香が、大好きなアーモンドチョコレートを食べていた。おいしそうに食べる妹は、とても可愛い。

　ポ～ンと頭上にチョコレートを放ほうり投げ、落ちてくるそれをパクッと口で受けるという小技を見せてくれた妹も、本当に可愛かった。

　再びポ～ンと放り投げたから、素早くチョコレートの時間をとめ、「れ？」と口を閉じた百もも香かのおでこへ時間差で落としてやったときも、慌あわてた顔が愛らしかった。

　そんな百香と話ができなくなるなんて、堪たえられない。

　黒くろ媛ひめは、飲み物を用意している理り刀とへ顔をむけた。

　彼が微笑ほほえんでいるから、おそらくキュートは元気なのだろう。

　それでもきっと、寂しい気持ちを押し殺しているに違いない。

　心の中で、そっと決意を固める。

　自分にできることは、なんでもしよう。


　　　☆☆☆



　巴ともえは、失礼にならない程度に部屋の中を見回した。

　理刀が生活している場所。

　理刀が日々呼吸している空間。

　理刀が歩いた床。

　理刀が使っているソファ。

　理刀が触っているテレビのリモコン。

　もうすぐ、理刀とスイートが飲み物を運んできてくれる。

　客用のコップであることはわかっているけれど、でも、理刀が触れたものだ。それに、もしかしたら、万が一にでも、彼が使ったことのあるものだったら……。

　頰ほおが熱くなってくる。

　鼓動も、ちょっと速いかも。

　きのう入ったカラオケ店で、勇気を絞り出して理刀の靴につま先を伸ばしてみた。

　そして……、触れることに成功した。

　弾はじけ飛ぶ羞しゆう恥ちと、無限にひろがる感動と、自分を褒めてやりたい衝動に、涙が出そうになったのを覚えている。

　涸かれ井戸をさらに掘り進み、掘って掘って掘って、ようやくたどり着くことができた水脈にも似た勇気を、胸に抱き締しめることができた瞬間だった。

　この靴は一生の宝物にしよう、なんてことを考えた。

「キュート、あなたのぶんもご用意しましたから、お好きなだけお飲みになってね」

　スイートが、見えないキュートをいまだにからかっている。彼女の隣で、理刀がずっと苦笑いを浮かべているけど……。

　ふと思う。

　どうして理刀だけに姿が視みえ、声まで聴こえているのだろう？

　理刀とキュートだけにつながるモノが、なにかあるのだろうか？

　理刀とキュートだけにつながる……、なにか……。

　巴は下唇をそっと嚙かみ、小さく首を振った。

　いまは、キュートを目覚めさせることに集中しなければ。

　つまらないことを考えちゃダメ。

　もし【死霊使いネクロマンサー】の能力が必要なときがくれば、全精力を注そそいで……、がんばろう。


　　　☆☆☆



　理り刀とのマンションを飛び出したあと、百もも香かはタクシーを拾い、ある場所へむかった。

　そこへいけば、スキュースの現在位置がわかるはずだ。

　急いで｛魔界の至宝｝を捜し出し、キュートのところへ連れていく。そしてパパッと眠り姫を目覚めさせて。

　一件落着！

　っとと、その前に……。

　百香は、タクシーの後部座席で流れゆく街並みを眺めながら、頰ほおにわずかな熱を感じた。

　キュートが意識を取り戻すためには、理刀とササラのキスが必要不可欠だという。

　チュウ。ネズミじゃないよ？

　チュウ。想像すると、照れてしまう。

　チュウは、やっぱり好きな相手と交わすべきものだ……、と思う。それでも、この場合は仕方ないのかもしれない。

　好きでもない相手とのチュウは、自分も嫌だけど……。

　春日かすが理刀、という男性のことを想像する。

　六つ年上のお兄さん。

　尊敬する姉と同い年。

　命の恩人。

　魂の恩人。

　もしも自分が、ササラと同じ立場だったら……。

　理刀とのチュウ。

　そんなに嫌じゃないかも？




　タクシーを降りた百香は、「うわ～、やっぱり」と下唇をむにゅ～っと歪ゆがめた。

　それでもすぐに気を取り直し、行列の最後尾にならぶ。

　ここは「占い横町」。

｛千里眼クレアヴオイアンス｝のふたつ名を持つ香こう森もり小こ都と恋こがアルバイトをしている場所だ。

「占い横町」での『コトコ館』といえば、一、二を争う大人気占い部屋である。

　だから当然、土曜のきょうは大行列ができている。まだ午前中の、しかも早い時間だというのに、ざっと数えて三〇人はいるだろうか。ビルの中にも続いているから、実数は倍近くになるだろう。若い女の子がほとんどだけど、年配の人もちらほら見える。噂うわさを聞きつけ、足を運んできたに違いない。

　小都恋は、レゾン学院高等部の三年生であり、ダイヤ第一級クラスの【無を歩く者ナツシングウオーカー】だから、その探索能力は本物だ。

　占いというよりも、ほぼ確実な事実を聞かせてもらえるのだから、人気も出ようというものである。

　行列の最後尾で、百もも香かは願った。

　小こ都と恋こさぁ～ん、気づいて下さぁ～い。

　心の中で願い続ける。と、三分もしないうちに、黒いベールをかぶった女性係員が近づいてきた。

「亜あ威い百香さんですか？」

「はい！」

　願い通り、小都恋が百香の来訪に気づいてくれたようだ。

　ならんでいる人たちには申し訳ないけど……。ごめんなさい。




「あら～、百香ちゃ～ん、いらっしゃ～い」

　のほほ～んとした性格そのままに、小都恋が目だけでにへら～っと笑った。

　彼女はいま、全身を黒いローブとマスクで覆おおい隠している。見えているのは目だけだ。六畳ほどの部屋も薄暗い。黒い薄布をかぶせたテーブルの上には、手のひらサイズの水晶球がひとつ。

　神秘的な雰囲気を出そうと、それなりに配置や配色が考えられた室内なのだろうが、小都恋が持つゆるさがすべてを打ち壊している。それでも、それがひとつの味になっているから不思議だ。

「すみません。予約扱いにしてもらって……」

「気にしなくてぇ～、いいのよぉ～、さてさてぇ～、なにを視みればいいのかなぁ～、お姉さん、がんばっちゃうよぉ～」

　百香は、テーブルに歩み寄った。

　小都恋の媒体である水晶球が、妖あやしい光をまといこちらを見つめているような気がしてくる。

　行列はまだまだ続いている。午後になれば、もっともっともっと長くなるだろう。知り合いというだけで、ならぶことなく『コトコ館』へ入れてもらっているのだから、さっさと用件をすまさなければ迷惑になる。

　そう考えた百香は、単刀直入に切り出した。

「スキュースさんを捜してほしいんです」

「えっとぉ～、スキュースさんってぇ～、もしかしてぇ～、｛魔界の至宝｝って呼ばれてるぅ～……」

「ちょっと、順番守ってよ！」

「黙れっ！　こっちは急いでるんだっ！」

　突如、小都恋の言葉を遮さえぎるように、『コトコ館』の入口付近が騒がしくなった。

「なにアンタっ！」

「うるさい！　ボクをそんな目で見るなっ！　貴様らっ、見下ろすんじゃないっ！　言っとくが、ボクはカツラじゃないからなっ！」

「だれもそんなこと言ってないでしょ！　とにかく順番守りなさいよ、こっちはずっとならんでるんだから」

「そうよそうよ！」

「黙れ黙れ黙れっ！」

　そんな会話のあと、どかどかと部屋の中へ入ってきたのは、とっつぁん坊やだった。

　少なくとも、百もも香かにはそう見えた。

　まるで子どものような若々しい肌つや、襟を立てた黄色いシャツと腰のラインにピッタリの革パンツ。実年齢は、たぶん二〇歳前後。でも、メタボリックな体型だから、遠目にはおじさんに見えてしまうであろうことは間違いなくて……。

　なによりも、カツラ？　地毛？　モップのような金髪が、微妙な角度で頭頂に貼はりついている姿は、どこからどう見ても「とっつぁん」と「坊や」の完かん璧ぺきな融合体である。身長は一六〇くらい？

　そんなとっつぁん坊やが、百香を押し退のけるようにしてテーブルに歩み寄ってきた。

「おい、貴様が酒匂さかわ社やしろかっ！　何回電話してもつながらなかったから、わざわざきてやったぞっ！」

「えっと～、お仕事中はぁ～、ケータイ切ってますからぁ～、それにぃ～、わたしはぁ～、酒匂さんではぁ～……」












「ええぇい、黙れ黙れっ！　言い訳は聞きたくないっ！」

　小こ都と恋この言葉を聞こうともせず、とっつぁん坊やが、バンッ、といきなり水晶球の隣になにかを叩たたきつけた。

　札束である。

　一万円札。厚さは三センチほど。ちょっとした文庫本よりもずっとぶ厚い。

　小都恋が、パチパチとまばたきを繰り返す。

　百もも香かも驚いた。

　行列を無視して強引に割り込んできたらしいとっつぁん坊やは、礼儀というものを微生物ほども心得ていないらしい。

「貴様っ、人間界ではトップクラスの霊能力者だそうだな？　貴様が呪じゆ殺さつを得意としていることくらい、すでに調べはついている！」

「え～っとぉ、わたしはぁ～……」

「黙れっ、まだボクがしゃべってるだろう！」

「………」

　小都恋が、困ったような目を百香へむけてくる。どうやらとっつぁん坊やは、小都恋を酒匂さかわ社やしろという人と間違えているようだ。

　ここは、のんびりとした小都恋を助けてあげなければ……、と百香は考えた。が、なぜか口を挟むことを躊躇ためらってしまう。

「呪殺」という単語が、耳にべちゃりと粘ついてきたからだ。

　いきなり。

「ファルル様、あ、う、そいつ、ぶ、ぶぶ、ぶん殴る？」

　見上げるような巨きよ軀くと服の上からでもわかる鎧よろいのような筋肉を軋きしらせながら、岩山のような男が部屋へ入ってきた。

　身長は二メートルを超えているかもしれない。百香から見れば、雲をつくような大男だ。でも、超のつく短足。そのぶん、上半身の割合が多いけど。

　どこかの庭石を持ってきて体にのせただけのような顔。つるつる頭の天てつ辺ぺんからは、三つ編みが一本だけ首の後ろに垂れている。

　よく見ると、大男の後ろに三人の若い女性たちが立っていた。全員、メイド姿。白すぎる肌。色素の薄い瞳ひとみ。もしかしたら、この人たちは魔族だろうか？　とっつぁん坊やは、ちょっと変な外国人にしか見えないけど。

　とっつぁん坊やが、バチンとテーブルを叩いた。

「骨こつ破ぱぁ！　ボクがしゃべっているときに口を開くな！　ボクは、いま、酒匂社と大事な話をしているんだっ！」

「は、はは、はい。ご、ごめん」

「申し訳ございませんでした、ファルル様、だろうがぁっ！　ボクにタメ口をきくんじゃない！」

　大男が、大きすぎる体を小さく縮めた。

「も、もも、申し訳ごめんなさい。ファルル様」

「ボケがっ！」

　とっつぁん坊やことファルルが、再び小こ都と恋こにむき直った。その際、モップのような金髪が微妙にズレたのを、百もも香かは見逃さなかった。やっぱり、アレは……。

　人の悩みはそれぞれだから、わざわざ指摘するつもりはないけれど……、もう少しマシなものをのせたほうが……、ううん、好みも人それぞれだ。

　見なかったことにしよう、と心に誓う百香である。

　テーブルに両手をついたファルルが、怯おびえ気味の小都恋へ顔を近づけた。

「我がエプスタイン公爵家の情報収集力をナメるなよ。貴様が金で呪じゆ殺さつを請うけ負おっている女だってことくらい、とっくに調べはついている」

「あぅ～」

「酒匂さかわ社やしろっ！　金はいくらでもくれてやるっ！　貴様に仕事をさせてやろう！　コイツをズバッとぶっ呪こ殺ろせっ！」

　また、バシッと、ファルルがテーブルになにかを叩たたきつけた。

　一枚の写真である。

「！」

　百香は、息を吞のんだ。

　そこに写っていたのは……、七色の髪、やさしそうな目、白すぎる肌、きれいな女性。

　小都恋は写真に目を落とさず、困ったような顔をとっつぁん坊やへむけた。

「あのぉ～、酒匂さんのお部屋はぁ～、お隣ですぅ～」

　直後、下品に舌打ちしたファルルが、テーブルに叩きつけた札束と写真を握り締しめ、素早くきびすを返した。そのまま、

「隣ではないかっ！　ボケがっ！」

　大男やメイドたちを怒鳴りつけながら、部屋を出ていってしまった。

　百香は、小都恋と顔を見合わせることしかできない。

　しばらくすると、壁のむこうから声が聞こえてきた。

　酒匂社というのは、貴様かぁっ!?

　そんな大声を聞きながら、小都恋が大きく息をついた。

「ごめんねぇ～、ビックリしたでしょ～？　たまぁ～にいるのぉ～、あの手のお客さんがぁ～。でもでもぉ～、さっきのお客さんはぁ～、すごかったなぁ～」

　のほほ～んとした彼女の言葉を聞きながら、百香は気持ち悪さを感じていた。

　ファルルが口にしていた「呪殺」という単語。

　彼がテーブルに叩きつけた、写真。

　写っていたのは、間違いなくササラだった。

　なに？

　この気持ち悪さは、なに？

　もしかしたら、事態はとっっっても深刻？

　急がなきゃ。

　急いでスキュースを捜さなきゃ。

　そ、その前に、黒くろ姉ねえ様さまに電話を……。





四章　逃がさない







　スキュース・フォンターナは、道に迷っていた。

「大至急きてほしい」

　というカカの連絡を受け、仕事を放ほうり出して人間界へ跳んではみたものの……。

　どういうわけか、予想外の場所に落ちてしまった。

　ったく……、カカはいつも説明不足だ。

　いくつものビルが建ちならんでいる。片道二車線の道路を数多くの車が走っている。人間の数は、ウンザリするほど多い。

　ジロジロ見られるのもウンザリだ。まだまだ界交を結んで間もないニッポン国だから、魔界人が珍しいのもわかるのだが……、わかっていても、やはりウンザリだ。

　先ほどからずっと、一〇メートルほどの距離をあけ、多くの人間たちがゾロゾロとついてくる。「サイン下さい」とか「写真を撮らせて下さい」とか「大ファンなんです」などと言ってくる者もいたが、全員無視した。しつこい人間は、軽くにらんでやると、すぐに逃げていった。

　それでも、ひとりの少女が恐る恐るといった様子ながら、小走りで近づいてきた。にらみつけても、足をとめようとしない。

　一〇歳前後、といったところだろうか。ニッポン国人は年齢よりずっと幼く見えるから、よくわからないが。

　スキュースは歩みをとめず、横目に少女を観察した。

　頭の両りよう脇わきに垂らした三つ編みが、キュートを連想させる。

「あ、あの、ずっと憧あこがれてました。サ、サイン下さいっ！」

　少女が、ノートとサインペンを差し出してきた。

　以前、人間界の住人は有名人のサインを欲しがる者が多い、ということを小耳に挟んだことがある。

　契約を交わすわけでもないのにおかしなことだ、と呆あきれたのを覚えているが……、まさか、自分がなんの効力も及ぼさないサインを頼まれるなんて、考えもしなかった。

　スキュースは、サインを求めてきた少女から視線をそらし、べつのことを考えた。

　ここはいったい、どこなのだろう？

　標識にある地名も、サッパリわからない。

　なによりも、魔力が使えなくなっていることが痛かった。

　これでは、カカやリイザの位置を探ることさえできない。

　人間界には、タクシィやバスといった交通手段があることも知識として持ってはいるが、どうやって利用すればいいのかわからない。なによりも、ニッポン国の通貨を持っていない。

　ないないづくしである。

　ふと見ると、先ほどの少女がいまだくっついたまま隣を歩いている。ノートとサインペンを突き出した格好のまま。

　興味なし。

　スキュースは、耳にかかった銀髪を搔かき上げながら、空を見上げた。

　空気が汚れてはいるが、流れる雲は白い。

　陽ひの光も穏やかだ。

　歩くには心地ここちいい日よりかもしれない。

　普段着の黒いワンピースはいいとして、ヒールは歩くのに適してはいないけど……、黙って立っているよりずっといい。

　状況から察するに、ササラが封印樹から出てきたと考えて間違いない。

　きのうの朝、エプスタイン公爵家のファルルが人間界入りした、という情報をつかんでいる。それもあって、すぐにでもカカへ注意を促うながそうと人間界へ跳んだのだが……。

　なかなか思うようにはいかないものだ。

　スキュースは、足をとめた。

　隣で、少女も足をとめる。

　なぜ、これほどまでに無効力のサインを欲しがるのだろう？　この娘になんの利益があるのか？　不可解だ。

「サ、サイン、お願いしますっ！」

　スキュースは、しつこい少女を視界の隅に押しやったまま、思考を漂わせた。

　魔界から無断で封印樹を持ち出したカカのことは、いま王宮で問題視されている。しかしながら、大問題を起こすのはフォンターナ公爵家の伝統のようなものだから、起こした者にはハクがつきこそすれ、マイナスになるようなことは滅めつ多たにない。

　だが、王家の血族を傷つければ話が別になってくる。

　たとえ｛傀儡回しプレイヤー｝として王家が重荷に感じている存在だったとしても、ササラは第二王女なのだ。

　もし、ササラが大おお怪け我がを負うようなことにでもなれば、敵対する貴族たちが勝機とばかりにフォンターナ公爵家を責め立ててくるだろう。

　最悪、第二王女の存在が失われようものなら、カカひとりの命では償つぐなえない深刻な問題となってくる。

　だから、このタイミングでエプスタインのバカ息子が人間界へ入ったと聞けば、考えられる目的はひとつしかない。

　早く、このことをカカへ報しらせてあげなければ……。

「お願いしますっ！　ずっと、ずっと憧あこがれてたんですっ！　あ、あたし、昔から魔ま女じよっ娘こになりたくて！　ずっとなりたくてっ！　ステッキさばきも必死で練習しましたっ！　でも、中学の頃ころから現実に気づき始めて、高校に入ったいまでは、不可能だってことくらい、ちゃんとわかってます。それでも、あきらめきれなくてっ！　だから、だからっ！　サイン下さいっ！」

　少女が、ノートとペンを捧ささげ持つようにして、深々と頭を下げた。

　高校？　キュートと同じくらい？　ニッポン国人は、本当に幼く見える。

　スキュースは、内心でわずかな驚きに心を揺らしながら、少女へツッと目をむけた。

　無効力なのに……。

　そう思いながらも、なんとなくノートとペンを取り、表紙にサインをしてやった。人間には読めない魔界文字だけど。

　おおおっ、と後ろに群れ集っていた人間たちからどよめきが湧わき上がる。

　少女が、パッと顔を輝かせた。

　スキュースはすぐに彼女から目を離し、再び歩き出した。

　人間たちがまた、一〇メートルほどの距離をあけてゾロゾロとついてくる。

　さて、これからどうしようか……。


　　　☆☆☆



　リビングで顔を寄せ合うようにして、理り刀とたちはそれぞれ意見を出し合った。

　つい先ほどまでの和やかな空気は、すでに消し飛んでいる。

　黒くろ媛ひめのケータイに、切迫した百もも香かの声が飛び込んできたからだ。

　入手した情報は……。

　とっつぁん坊やが、だれかを呪じゆ殺さつしたがっていた。

　そのとっつぁん坊やが、ササラの写真を持っていた。

　という二点のみ。

　百もも香かは現在、【千里眼クレアヴオイアンス】に視みてもらった場所へむかっているという。

　彼女がスキュースを連れてくるまで、ササラを守るために最善を尽くさなければならない。しかし、いったいだれが呪殺なんて……。

　間違いであってほしいが、王家という大樹に群がるアブラ虫の話を、理り刀とはすでに聞いている。

「呪殺なんて陰湿な方法は、本当に許せないな」と黒くろ媛ひめはずっと瞳ひとみを怒りに染めている。

「ササラ姫を亡き者にしようとする者はすべて、フォンターナの名にかけて返り討ちにして差し上げますわ」とスイートは目に刺とげ々とげしい光を宿らせている。

「呪殺法が特定できれば、防ぎ方も決まるんだけど……」と不安げな巴ともえ。

『理刀がいれば、大丈夫よ』

　キュートが、胸の前でグッと拳こぶしを握り締しめた。

　そんな彼女に笑いかけながら、

「なにかあれば、オレがササラ姫に触ればいいとは思うけど、やっぱり安全第一だから、ここは病院へいったほうがいいと思うんだ」

　理刀は、この場の全員を見回した。

　病院へいけば、カカやリイザがいる。毒どく舌ぜつ丸まるだって。心強いことこの上ない。

　黒媛と巴が、揃そろってうなずいてくれた。キュートも。スイートは、ササラの反応を窺うかがっている。

　テーブルのむかいに座ったササラが、肩にかけたストールを胸元で合わせながら、真剣な目を理刀へむけてくる。

「王家、あるいは王族であるわたしは、幼い頃ころから謀殺、あるいは暗殺される覚悟を胸に生きてきました。だから、気をつかっていただかなくても大丈夫、あるいは平気です」

「わたくしがお守りいたしますわ」

　スイートが、力強い笑みを浮かべる。

　理刀はわずかに身をのり出し、ササラへ顔を近づけた。

「もしも、ということがあります」

「あやふやな、もしくは不確かな情報で病院へいっても、カカの邪魔になるだけです。わたしはこれ以上、彼女の重荷、あるいは負担にはなりたくありません。理刀、あなたの気づかい、あるいは心づかいは、嬉うれしいのですが……」

　ササラにこう言われてしまっては、無理にマンションから連れ出すこともできない。

　こうなったら、スキュースが到着するまで腹を据すえるしかないだろう。




　百香に連絡をもらってから、三〇分ほど経たった頃だった。

　姫様に、お目通りを願いますぅ。

　女性の声が聞こえてきた。廊下で、だれかが大声を出しているようだ。

　この場の全員に、緊張が走る。

　ササラが、玄関のほうへ目をむけた。

　同時に、キュート、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえも目をむける。

　呪じゆ殺さつ、という情報を入手してはいても、だれが、いつ、ということまではわかっていない。「とっつぁん坊や」とはいったい、何者なのか。

　素早く立ち上がったスイートが、玄関のほうへ歩き出す。

　キュートが、宙を飛んでついていく。

　理り刀ともすぐに、彼女のあとを追う。

　ササラたちもついてくる。

　このマンション内で、姫様といえばササラしかいない。

　姫様に、お目通りを願いますぅ。

　姫様に、お目通りを願いますぅ。

　姫様に、お目通りを願いますぅ。

　だれかが、廊下でしつこく叫び続けている。




　廊下に出たあと、理刀が見たのはひとりのメイドだった。魔族？

　通路の先、エスカレーターの前に立っている。そこから、五階の全室へ聞こえるように叫んでいたらしい。

　どうして、ここにメイドが？

　とっつぁん坊や……、とは違うよね？

　理刀の疑問にはこたえてくれず、懐ふところからケータイを取り出したメイドが、それを耳に当ててしゃべり始めた。

「五階にいらっしゃいました」

　理刀の肩越しにメイドを見ていたスイートとササラが、顔を見合わせている。黒媛と巴も、首をちょこんと傾かしげている。

　キュートだけが、気づかれることなくメイドに接近し、すぐそばから様子を窺うかがっている。

　どうしてメイド？

　全員が、そんな表情だ。

　メイドは、その場を動こうとしない。

　だから理刀は、会話を試みることにした。

「あのぉ、どちら様ですか？」

　直後、チンと音をたて、エレベーターのドアが開いた。

　そこから出てきたのは、ひとりの小男だった。モップの先を頭にのせたかのような金髪。突き出た腹。年齢がよくわからない。たぶん、若いのだろうけど……。

　とっつぁん坊やが……………、現れた。

　おそらくキュートも、スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、ササラも、みんなそう思ったはずだ。

　間違いない。「とっつぁん」と「坊や」の見苦しいまでに完かん璧ぺきな合体生物である。百もも香かのネーミングセンスに脱帽だ。

　空気が張り詰めた。

「ニョフォフォフォフォ～。サ、サ、ラ、姫ぇ、ここにいらっしゃったのですか！」

　奇妙な声で笑いながら、歩み寄ってくる。

　続けて、エレベーターの横にある階段から、ふたりのメイドが歩み出てきた。彼女たちの後ろから、二メートルはあろうかという大男も。

　とっつぁん坊やひとり。メイド三人。大男ひとり。なんとも奇妙な集団である。

　呪じゆ殺さつ、じゃなかったのか？　それとも、気が変わって直接？　フォンターナ公爵家が所有するマンションの中で？

　スイートが、理り刀との隣に立った。尖とがった笑みを浮かべた彼女の横顔は、怖いほど研とぎ澄すまされている。

「エプスタインのご子息が、なんのご用でしょう？」

　声も、あからさまに刺とげ々とげしい。

　後ろでは、ササラを守るように黒媛と巴が立っている。

　とっつぁん坊やが、ちょこんと右足を踏み出した。なんだか滑こつ稽けいな動きだが、本人はすまし顔だからポーズをきめたつもりかもしれない。

「我ぁ～が名は、ファルル・エプスタイン！　ササラ姫が人間界にご降臨あそばしたと聞き、ご尊顔を拝する栄を承りたく足を運んだ次第ぃぃ」

　理刀は、ニマ～ッと笑顔をつくっているファルルを見て、背筋に寒気を覚えた。

　生理的に受けつけないタイプである。ひと目で、勘違い野郎、品性下劣、友達になりたくないヤツだということがわかる。いかにも呪殺をやりそうな感じだ。

「でしたら、もう目的は達成できましたでしょ。お帰りは、あちらになりますわ」

　スイートが冷えきった言葉を添え、エレベーターを指し示す。

　大男が、大きな体を小さく曲げて、ファルルの耳元へ顔を近づけた。そして小声で、「ファルル様、あ、ああ、アイツ、ぶん殴る？」

　囁ささやいたつもりだろうが、理刀たちにも野太い声がしっかりと聞こえてくる。

「黙れっ！　骨こつ破ぱぁ！　ボクの許可なく口を開くんじゃない！」

「う、お、あ、骨破、も、もう開かない」

「開いてるだろっ！」

「むぐぐ………」

　ファルルにドカッとスネを蹴けられ、骨破と呼ばれた大男が無骨な手で口を覆おおった。

　コイツらはきっと、バカだ。

　理刀は、そう断定した。

　ファルルが再び、ニマ～ッと肉のだぶついた顔に笑みをひろげ、理り刀とたちにむき直る。

　そして、パチンと指を鳴らした。

　その音にすかさず反応したメイドのひとりが、スススッとファルルの前になにかを捧ささげ持ってきた。

　黒い布で包み込むように持っているのは、ガラス玉？

　彼らの一挙一動が空気をピリピリと震わせるから、息苦しくなってくる。

「実を申しますと、きょうはササラ姫に宝珠を献上するために参上した次第でして」

　ファルルが、理刀にむかってちょこちょこと歩み寄ってくる。視線は、理刀ではなく、後ろにいるササラへねっっっとりとむけられたまま動かない。

　ガラス玉にしか見えない宝珠を大事そうに持ったままのメイドも、ファルルの背について歩き出す。

　骨こつ破ぱと残りふたりのメイドは、その場を動かない。

　怪しい。

　たとえ、ファルルがササラを呪じゆ殺さつしようとしているらしい、という情報がなかったとしても、おおいに怪しい。

　このファルル・エプスタインというとっつぁん坊やは、存在自体が怪しすぎる。

　いつでも動けるよう、理刀はわずかに腰を落とした。

　ファルルが、わざとらしく理刀とスイートの間を通っていく。その際、肩をぶつけても知らんぷりだ。

　やはり、友達にはなれそうもない。

　ファルルの後ろを歩くメイドも、宝珠を胸の前に持ったまま、理刀とスイートの間を通っていく。

　理刀は、この瞬間を逃さなかった。

「とうっ！」と心の中で叫びながら、宝珠を指先でツン、と突いてやる。

　目を見開いたメイドが、すかさず肩で隠すように宝珠をガードするが、もう遅い。

　触ってやった！

　背後でそんなことをやっているなど気づきもしないファルルが、黒くろ媛ひめと巴ともえを押し退のけるようにして、ササラの前で膝ひざを折った。

　メイドも慌あわてた様子でファルルの半歩後ろで膝を折り、頭こうべを垂れる。

「献上の品でございます」

　メイドが、顔を伏せたままササラへにじり寄り、宝珠を差し出した。

「あの、いまのわたしには、あなたへ下賜、あるいは与える物がありません。ですから、その品を頂く、あるいは受け取ることができないのです」

　理刀が、キュートが、スイートが、黒媛が、巴が見守る中、ササラがライラック色のストールを胸元で引き合わせながら、ファルルへハッキリと意志を伝えた。

　しかし、ファルルには、推おし量はかる、という能力が決定的に欠けていたらしい。

「ご下賜品など、その肩掛けで十分でございます」

　なんてことを言い始めた。

「こ、これは……」

「もともと、ご下賜品目当てに参上したのではありません。ササラ姫のお元気なお姿をこの目に焼きつけたいがためでございます！」

　ニマと笑うファルルの顔は、ハッキリいって気持ち悪い。目や表情から、これでもかと卑いやしさが滲にじみ出ているのがよくわかる。

　黒くろ媛ひめと巴ともえが、心配そうにササラとファルルのやり取りを見ている。

「エプスタイン公爵家は、いついかなるときもササラ姫のことを心に留めております」

　ファルルの言葉に、ササラがストールを握り締しめていた手から力を抜いた。と、次の瞬間……。

「遠慮なくちょうだいいたしますぅぅ」

　ファルルが、ストールの端をつかみ、するするとササラの首から抜き取ってしまった。

「「あ」」

　黒媛と巴が、揃そろって声をあげた。と、ほぼ同時に、スイートが口を開く。

「臣下の忠誠には下賜品でこたえるのが王家のならいです。わたくしたちが口を挟んでいいことではありませんわ」

　声は冷静だが、彼女の瞳ひとみからはいまにも怒りがあふれ出さんばかりである。

　ファルルがストールを腕に巻き取るのと引き換えに、メイドがササラへ宝珠を突きつける。まるで、「早く取れ」と言わんばかりだ。

「エ、エプスタイン家のファルル、あ、あなたの忠誠心、あるいは心づかいを……、嬉うれしく、思います」

　ササラが、宝珠を手に取った。彼女の目は、ファルルが持っているライラック色のストールに貼はりついたまま動かない。

「ビョルンストライド王家に永えい劫ごうの光が降り注そそがんことを」

　ひょこっと立ち上がったファルルが、くるりときびすを返して歩き出した。理り刀とたちには見むきもしない。

　メイドも、無言のまま彼の背についていく。

　そのまま、すでに扉を開けて待っていたエレベーターにのり込んでいく。振りむかない。

　エレベーターの扉が閉まった。

　ファルルは、最後まで振りむかなかった。

　三人のメイドたちと大男の骨こつ破ぱが、エレベーター横の階段を下りていく。

　ササラが、呆ぼう然ぜんとした顔で閉じたエレベーターの扉へ目をむけている。

　彼女の手には、宝珠がひとつ。

　朝からずっと肩にかけていたストールは、もう、ない。


　　　☆☆☆



　キュートは様子見のため、ファルルのあとを堂々とついていった。こんなときは、周囲から視みえない体というものは便利である。

　エプスタイン公爵家は、常つね日ひ頃ごろフォンターナ公爵家に対抗心を燃やしている。王宮での派閥争い。利権争い。その他ほかいろいろと。

　こちらは、気にもかけていないのに……。

　そんなエプスタイン家だから、きっとなにかあるに決まっている。なにかとは、つまり呪じゆ殺さつである。

　姫に献上品を持ってきたなどと、その程度の理由でフォンターナ家が所有するマンションを訪ねてくるはずがないのだ。

　たぶん、先ほどの献上品は呪を込めたモノだったのだろう。理り刀とが触れたから、もはやただの飾り物でしかなくなっているのだが。

　キュートは、エレベーターにのったファルルについていった。

　その途中、金色の変な髪を蹴け飛とばしてやるが、もちろんなんの効果もない。素通りするだけである。

　それでも、数回、踏んだり蹴けったりしてやった。気分の問題だ。

　彼の貧相な手には、ササラ姫から取り上げたストールが丸めて握られている。それを見ると、無性に腹が立ってくる。

　一階でエレベーターを降りたファルルは、階段を駆け下りてきたのだろう、待っていた三人のメイドたちと大男を従え、マンションの外へ出た。

　入口前に、出入りの迷惑も考えず堂々ととめられた黒塗りの車、そのバックミラー脇わきに寄りかかっていた派手な格好の女が、ファルルたちの姿を認めるなり、歩み寄ってきた。

　赤一色に染めたライオンパーマ。突き出した胸。引き締しまった腰。丸みのあるお尻しり。いわゆるボンキュボンの体型にピッタリフィットのワンピースは白。胸元は、トップがギリギリ隠れる程度に開け放はなたれている。

　その紅白女が、キッと目をつり上げ、ファルルに顔を近づけた。

「ちょっとアンタ、なにしてくれたのさ？　あたしがあげた宝珠、呪のろいが解けちゃってるさ。これじゃ、あんたのターゲットを呪殺できないさ。これ、あたしの責任じゃないさ。あんたがやらかした失敗さ」

　紅白女の言葉で、ずっと頰ほおをゆるめていたファルルが、途端に歯をむき出した。

「ぬぁぁにぃぃ！　呪殺できないだぁぁ!?　どういうことだ酒匂さかわ社やしろっ！　貴様を一流の呪殺師と見込んで仕事を頼んだんだぞっ！　アレに触れば、一時間後に狂い死ぬというから、貴様に高い金を払ったのだっ！　一時間もあれば、ボクのアリバイは完かん璧ぺきなのにっ！　どうしてくれるっ！」

「あんたの失敗さ！　あたしはちゃんと呪じゆ詛そを込めた宝珠をやったさ！　あんたがちゃんとターゲットに渡してりゃ、こんなことにはならなかったさ！」

「黙れっ！　ちゃんとササラ自身に渡したぞ！　このインチキ霊能者め、金返せっ！」

「キ───ッ！　このあたしがインチキ？　受けた仕事は必ず成功させてきたさ。今回も絶対成功させてやるさっ！」

　ファルルと紅白女が、唾つばを飛ばして言い合っている。キュートは、上空からそんなふたりを見下ろしながら、歯は嚙がみした。

　百もも香かの情報は、正しかったようだ。

　これで確信できた。

　ファルル・エプスタインは、ササラ姫に殺意を抱いている。いや、エプスタイン公爵家そのものが、姫を亡き者にしようとしているのだ。

　早くみんなに報しらせなければ。

　キュートが五階へ戻ろうとしたそのとき、

「骨こつ破ぱぁ！　もういい。お前がササラの首をへし折ってこい！　いますぐだっ！」

　ファルルが叫びながら、持っていたストールを地面に叩たたきつけた。

　大男、骨破がのっそりとファルルの前に立つ。

「ささら？」

「さっきいた女だ！」

「女、いっぱい、いた」

「ド派手な髪の女だ！　このボケがっ！」

　ファルルが、骨破のスネを蹴け飛とばした。












「キラキラした髪の女、さっきいた」

　足を蹴け飛とばされた骨こつ破ぱは、それでもケロッとした顔で頭を搔かいている。

「そいつだ！　いますぐ首をへし折ってこい！」

　紅白女や三人のメイドたちは、すぐそばで人殺しに関する会話が交わされているのに、眉まゆひとつ動かさない。テレビのＣＭでも観みているかのような顔だ。

　キュートは、全力で飛んだ。

　理り刀と！

　スイート！

　黒くろ媛ひめ！

　巴ともえ！

　ササラ姫！

　逃げてっ！


　　　☆☆☆



「絶対、その宝珠が怪しいですわ」

　スイートが、ササラの持つ宝珠を指差した。

「だな」黒媛が、深々とうなずく。

「でも、なにも感じないわ」巴が、わずかに唇をゆるめる。

「理刀のお陰、あるいは助力があったればこそです。でも、せっかくの贈り物、あるいはプレゼントが……」

　ササラが、申し訳なさそうに目を伏せた。

　黒媛と巴が、顔を見合わせる。

　スイートが唇を引き締しめながら、ファルルが去っていったエレベーターをにらみつけている。

　軽く息をつき、理刀は無理に笑顔をつくった。重くなりそうな雰囲気を振り払うべく、女の子たちを見回す。

　みんな、元気出そうよ。またプレゼントを選ぶ楽しみができたじゃないか！

　そんな言葉をかけようと、口を開いたそのとき。

『逃げてぇ！』

　キュートの声が、廊下に響き渡った。

「キュート？」

　床から飛び出してきた彼女が、大声で叫んだ。

『いますぐ逃げてっ！』

「どうした？　アイツらが、またなにか……」

『呪じゆ殺さつが失敗したから、実力行使に出てきたのっ、とにかく逃げて、いますぐ！』

　キュートの言葉で、理刀はとっさに、エレベーターへ目を投げた。光っている数字は『１』のまま。だとしたら、階段で……。

　階段に意識を集中する。と、階下から足音が聞こえてきた。だれかが上ってきているのだ。テンポが速い。

　考えている暇はなかった。

「みんな、走れっ！」

　理り刀とは、この場の全員に呼びかけながら階段にむかって走った。

　みんな、ぽか～んとした顔をしている。

「説明してる暇がない！　いいから、オレについてきてくれ！」

　すぐにスイートが、ササラの手をつかんで走り出した。

　黒くろ媛ひめと巴ともえも、ひと呼吸後には状況を察したらしく、遅れずについてくる。

　敵は階下から迫っている。

　エレベーターを待つ暇なんてないし、降りても待ち伏せされている可能性がある。家の中に逃げ込めば、袋のネズミになりかねない。

　だったら、残っている逃げ道は屋上だけ。

　屋上から隣のビルへ飛び移るのだ。一メートルほどしか離れていないから、大丈夫だろう。とにかくいまは、無事に逃げることを最優先にしなければ。

　カカや毒どく舌ぜつ丸まるのいるレゾン病院まで逃げれば、とりあえずは安全なはず。

　理刀は、階段を駆け上った。

　キュートが、すぐ後ろを飛んでいる。

　スイートとササラもついてくる。

　黒媛と巴も遅れない。

　があああああぁぁぁぁぁっ！

　階下から、腹の底に響くような野太い咆ほう吼こうが聞こえてきた。あの声は、おそらく骨こつ破ぱという大男だ。

　スイートやササラが、驚いた表情を浮かべている。黒媛も同じ。巴は泣きそうな顔になっている。

　しかしこれで、ファルルが力にものを言わせてきたということが、彼女たちにも理解できたはずだ。

『急いで、あいつ、すぐに追ってくるわよ』

　キュートの声で、理刀は足に力を込めた。

　理刀たちの足音は、かなり大きく響いている。当然、聞きつけられるだろう。

　走る勢いをほとんど殺さず、屋上へ出る鉄製のドアに飛びついた。

　開け、外へ飛び出す。

「みんな、急いで！」

　全員が屋上に出たあと、理刀は急いでドアを閉め、すかさずまた走り出した。そして、先頭を切って隣ビルの屋上へ跳び移る。

　スイートも、黒媛も、巴も、軽々とビル間を跳ぶ。心配していたササラも、七色の髪をなびかせ美しい跳躍を見せてくれた。キュートは、跳ぶまでもない。

　理り刀とはすぐに、ビルの中へ入るため屋上隅にあるドアへ駆け寄った。

　が、ノブを回しても開かない。がちゃがちゃと乱暴に回すが、ビクともしない。

　カギがかかっているのだ。

　スイートが、素早くドアノブに手をかけた。そして、ササラへ視線を投げる。

「姫、わたくしの解錠術式をお使い下さい」

「わ、わたしは、自分の能力を心の底から嫌悪、あるいは蛇だ蝎かつのごとく嫌けん忌きしています。あなたを操るなど……」

「いまはそのようなことを言っている場合ではありませんわ。エプスタインが、姫のお命を……」

　グバァァァァァン！

　硬質な音が、隣のビルから聞こえてきた。

　骨こつ破ぱが、鉄製のドアを突き破ったのだ。普通にドアを開ける、ということができないらしい。

　があぁっ！

　骨破が吼ほえ、キョロキョロと屋上を見回したあと、理刀たちへ視線を固定し、そして……、跳んだ。

「姫、お早くっ！」

　スイートに急せかされ、ササラが唇を引き締しめ、目を閉じる。

　骨破が、こちらのビルへ跳び移ってきた。

　と、そのとき、黒くろ媛ひめが飛び出した。

　彼女が手にしたコンパクトを突き出した瞬間、骨破の足がとまった。

「あいつの足を縫いとめた。いまのうちに早く！」

『ナイス黒媛っ！』

　黒媛のファインプレーに、キュートが手を叩たたいた。巴ともえも、ホッとした表情だ。

　直後、カチャ、とドアのカギが開いた。

「姫、お見事です」

　スイートの言葉に、ササラが泣きそうな、それでも透き通った微笑ほほえみを浮かべた。

「みんな、早く！」

　これで少しは時間が稼げるはずだ。が、黒媛の時間停止能力にも限界がある。できるだけ急がなければならない。

　女の子たち全員をビルの中へ入れたあと、理刀は振り返った。

　骨破と視線がぶつかる。

「に、逃がさない」

　理刀は大男の言葉にこたえを返さず、荒々しくドアを閉めた。


　　　☆☆☆



　百もも香かは、小こ都と恋こに視みてもらった場所にきていた。

　電車で六駅も離れたところ。片道二車線道路の脇わき。人通りの多いオフィス街である。

　車で通ったことはあるが、こうして降り立ったのは初めてだった。

　スキュース・フォンターナさんは、どこだろう？

　背を覆おおうほどの長い銀髪。色っぽい腰の曲線を強調するかのような黒いドレス。

　いや、きょうは違う服かもしれない。イメチェンして、Ｔシャツにジーンズといったラフな格好をしていたらどうしよう。髪も染めていたら？　帽子をかぶってるかも。

　キュートと似た、しかしずぅ～っと深みのある空色の瞳ひとみ。鋭さもずぅ～っと上。たとえサングラスで隠していたとしても、彼女が放はなつ超大物オーラは抑えようがないはず。

　だから、少々服装が違っていてもわかるはず。

　とにかく、目立つことこの上ないだろうから、見つけるのに苦労はしないと思っていたのに……、どこにも姿が見えない。

　小都恋に電話してみる？

　でも彼女は、仕事中にはケータイの電源を切っていると言っていたから、おそらくはつながらないだろう。

　急がなきゃ。

　気持ちばかりが焦っている。

　とっつぁん坊やが口にした「呪じゆ殺さつ」という言葉を聞き、さらにササラ姫の写真を見てしまったから。

　自然と歩調が速くなる。

　急げ、急げ、急げ。

　いない。

　スキュースの姿が、見えない。

　魔界に興味を持っている人間で、スキュース・フォンターナの名前と顔を知らない者はいないと断言できる。｛魔界の至宝｝と呼ばれるほどの女性なのだから。

　スキュースがいれば、人だかりができていてもおかしくないのに……。

　四方どこへ顔をむけても、街は平穏そのものである。適度な喧けん騒そう。適度な排気ガス。

　たぶん、どこかへ移動したのだろう。

　もしかしたらすれ違いになって、いま頃ごろ病院に着いているかもしれない。

　百香は、首から下げていた水鏡を覗のぞき込んだ。

　もし、スキュースが病院に到着していたら捜しても無意味だから、まずは……。

　病院へむかったら？　と仮定してみる。

　と……、水鏡に映ったのは、理り刀とが泣きそうな顔で叫んでいる姿だった。なんと叫んでいるのかわからないけど……。

　映像は、二秒ほどで消えてしまう。

　えっと……、これって、あんまりよくない未来だよね？

　呪じゆ殺さつ。

　ササラ姫の写真。

　とっつぁん坊やの笑い声。

　不安になった百もも香かは、短パンのポケットからケータイを取り出した。

　黒くろ媛ひめにかけてみる。が、つながらない。

　さっきは、ちゃんと通じたのに……。

　鳴らし続けていると、留守電に切り替わった。

　外にいるときは、いつもバイブにしている黒媛だから、歩いてたりすると気づかないこともあるけど……。

　嫌な予感が、急速に膨れあがっていく。

　百香は、走り出した。





五章　あとで会いましょ







　隣ビルの裏口から外へ出た理り刀とたちは、そのまましばらく裏道を走り続けた。大通りへ出てタクシーを拾い、病院へむかえばいい。この人数では全員のれないため、女の子たちだけ先にいかせる。

　自分は、キュートとふたりであとからいけばいい。ヤツらの狙ねらいは、ササラなのだ。王女の安全を最優先しなければならない。

　走りながら、理刀はみんなにキュートの言葉を伝えた。

　百香が言っていた「とっつぁん坊や」は、ファルル・エプスタインに間違いない、ということ。

　宝珠には予想通り呪が込められていた、ということ。

　呪を込めたのは赤いライオンヘアの女、ということ。

　呪殺に失敗したとわかったファルルが、骨こつ破ぱにササラ殺害を命じた、ということ。

　キュートとみんなの仲介をしながらも、理刀は黒媛の様子に注意を払っていた。

　時間をとめ続けている彼女はいま、額ひたいに汗を浮かべている。すでに五分近く時間をとめ続けているため、かなりつらそうだ。

「黒媛、あんまり無理しないで」

「ああ、そうだな。ここで力を使いすぎたら、あとが続きそうにない」

　黒くろ媛ひめが、手で目元の汗を拭ぬぐいながら、長い息を吐いた。

「あの大男、いま動き出したぞ」

　時間停止を解いた、という黒媛の言葉で、スイートが後ろを振り返った。

「ここまでくれば、もう大丈夫でしょう。道が入り組んでいますから、土地勘のない方々に追跡は無理ですわ」

『このまま病院までいけば、もう安心よ』

　理り刀とにしか聞こえないキュートの声が、心を軽くしてくれる。

　七色の髪を揺らしながら走るササラを横目に、理刀は息をついた。

　黒媛と巴ともえが、顔を見合わせて表情をゆるめている。

　人の生き死にを、無配慮に一方的に自己都合で決めてしまう連中が、この世には間違いなく存在する。ファルルという小男は、疑いようもなくそんな腐った連中のひとりだ。

　スキュースやカカたちに、きついお仕置きをしてもらわなければならないだろう。

　そんなことを考えながら、理刀は走り続けた。みんなも、速度を合わせて走り続ける。

　ビルの角を曲がった先に、大通りが見えてきた。あそこでタクシーを拾い、そのあとは……、みんなでファルルを……。

　一発くらい、ガツンとぶん殴ってやりたい。と考えたそのときだった。

　ドスゥゥゥゥゥン！　と巨大な影が目の前に落ちてきた。

『きゅ─────っ！』

　キュートの叫びを耳にしながら、理刀は急ブレーキをかけた。

　信じられないことに、落ちてきたのは骨こつ破ぱだった。

　黒媛が時間停止を解いてから、まだ一分ほどしか経たっていないというのに……。

「くっ、早すぎるぞっ！」

　黒媛が、懐ふところから素早くコンパクトを取り出した。

　だが、彼女がフタを開くよりも早く踏み込んだ骨破が、それを叩たたき落とした。そしてすかさず、地面に転がったコンパクトを踏み砕く。

　一度見て、黒媛の能力を警戒していたようだ。巨体に似合わず、動きが速い。

「キラキラ髪の女、ぶん殴る」

　骨破が、ササラにむき直る。

　間を置かず、巴が呪じゆ文もんを唱え始めた。

「聖句の古典、最古の文献、季節の循環、無窮の刻ときに欠け落ちた詞ことばを探す……」

　があああああああああああああああぁっ！

「ひゃ、ん」

　骨破の咆ほう吼こうに呪文を搔かき消された巴が、身を縮めて黒媛に抱きついた。目には涙を浮かべている。

　つぎの瞬間、骨破の死角から跳んだスイートが、ツルツルの側頭部を蹴けりつけた。

「が、あぁ……」

　頭を押さえた大男が、ヨロヨロと後あと退ずさる。

「ここは、わたくしが引き受けますわ。みなさんは、先をお急ぎになって」

「いけません、スイートっ！」

　ササラが、悲鳴にも似た声をあげる。

　スイートが、骨こつ破ぱから視線をそらさないまま言った。

「姫、どうかわたくしの誇りを傷つけないで下さいませ。わたくしは、フォンターナの娘です」

　そして、鋭く言い放はなつ。

「理り刀と、姫をお願いしますっ！」

　理刀は、反射的にササラの手首をつかみ、大通りへむかって駆け出した。

「亜あ威いさんと美み々み津つさんも、急いでっ！」

　スイートの鋭い声に、黒くろ媛ひめと巴ともえも走り出す。

　キュートも飛ぶ。

「スイートがっ！」

「ササラ姫っ、スイートの気持ちを無駄にしちゃダメです！」

「………っ」

　理刀はササラの手を引き、大通りへ飛び出した。


　　　☆☆☆



　スイートは、静かに大男の動きを観察した。

　理刀たちの足音が、遠ざかっていく。

「キラキラ髪の女、に、逃がさない」

　頭を振っていた大男が、のっそりと足を踏み出した。首の骨を折るつもりで蹴けりつけたのに、ケロッとしている。頑丈な体を持っているようだ。足どめするには、骨が折れそうである。

　それでも……、追わせない。

「あなた、お名前は？」

　スイートは、大男の目を自分へ引き寄せた。

　頭を巡っている血の量が少ないのか、それとも流れが滞っているのか、大男は思惑通りに動きをとめ、スイートへ体をむけた。

「オ、オオ、オデの名前、骨破」

「まあ、素敵なお名前ね。で、骨破さん、なぜわたくしたちを追ってこれたのですか？」

「あ、お、お前たち、汗の臭におい、いっぱい、あるから」

　どうやら、嗅きゆう覚かくが異常なまでに発達しているらしい。

　これで、骨破が裏道へ入ったスイートたちを追ってこれた理由に気づく。

　スイートは、カチカチと奥牙おくばを打ち鳴らした。

「あなた、ご自分がやってることの意味、理解していらっしゃいますか？」

「キ、キラキラ髪の女、ぶん殴らないと、オ、オデ、ご主人様に、怒られる」

「骨こつ破ぱさんって、おバカですのね」

　いきなり、骨破が殴りかかってきた。

　横に跳んだスイートは、拳こぶしが引き戻されるよりも速く踏み込んだ。

「わたくしに挑んだこと、後悔させてあげますわ！」

　宙を疾はしり、骨破の顔面に渾こん身しんの一撃を放はなつ。


　　　☆☆☆



　理り刀とたちは、レゾン病院へ少しでも近づこうと大通りを走った。

　こんなときに限って、タクシーが見つからない。見つけても、お客をのせているヤツばかりだ。

　スイートが、ひとりで骨破と闘っている。

　急いで病院へ。気ばかりが急いて、足がもつれそうになる。

　ふと、反対車線をタクシーが走ってくるのが見えた。客は……、のせてない！

　理刀はかまわず、車道へ飛び出した。

　クラクションを鳴らされても、運転手ににらまれても、おかまいなしだ。

「とまって下さい。すみません、とまって！」

『きゅっ！　危ないっ！』

　キュートの声を背に、他ほかの車をなんとかかわしながら、タクシーの前に飛び出す。

　キキキィィィ！　とタイヤでアスファルトを擦りつけながら、理刀の目の前でタクシーが急停止した。中年の運転手が、大きく目を見開いている。

　むかいの歩道で、黒くろ媛ひめたちも驚きに目を大きくしている。

　でも、これでタクシー確保だ。


　　　☆☆☆



　ほんの数回、骨破と拳をかわしただけで、スイートは感じることができた。

　この大男は、強い。

　ただ単に打たれ強いだけではない。闘いの勘もいいし、動きに対する目もいいようだ。

「調教のしがいがありそうですわね」

　スイートは、骨破の動きを注意深く観察しながら、とにかく動き続けた。

　攻撃力と防御力は、自分のほうが遥はるかに劣っている。だが、スピードとテクニックは、こちらが圧倒的に上だ。

　自らの利点を生かし敵の弱点を攻めるのは、戦闘の常道である。

　スイートは素早く動き回りながら、隙すきを見て幾度となく攻撃を繰り返した。が、ほとんど効果がない。このままでは、時間ばかりが過ぎていく。

　なにか方法は？

　裏通りといっても、無人ではない。大男と小柄な少女が殴り合っているのだから、人だって集まってくる。さすがに、近づいてはこないようだが。

　このまま闘いが長引けば、ニッポン国の地域づき護衛官がゾロゾロと集まってくるだろう。確か、オマワリさんといった呼び名だったはずだけど。

　そうなれば面倒なことになる。

　スイートは、骨こつ破ぱの拳こぶしをギリギリの間合いでかわしたあと、目を狙ねらって跳んだ。が、読まれていたようだ。

　空中では、かわしようがなかった。

　ガードの上から、横殴りに弾はじき飛ばされた。

　肉が歪ゆがみ、骨が軋きしむ。

「くぅっ！」

　目の奥に火花が散った直後、ブロック塀の堅さを、嫌というほど体に叩たたき込まれた。

　動けっ！　とまるなっ！　回り込めっ！

　アスファルトにくずおれながらも、スイートは心の中で叫んだ。

　でも……、体が痺しびれて……、思うように動いてくれない。

　フォンターナ家の誇り。

　スイート・フォンターナの矜きよう持じ。

　負けられない！

　負けたくない！

　暴力的なまでに巨大な影が、スイートに覆おおい被かぶさってきた。

　この状態で、全体重をかけて殴られたら……。

　闘いにおける不文律は、「敗北＝死」である。

　──死

　スイートの中で、膨張し続けていたなにかが、パチンと弾けた。

　体の奥底で眠っていたモノが、ゆぅるりと両眼を開ける。

　きた。

　ここに、きた。

　自らの裡うちへ、やってきた。

　裡なる獣が牙きばをむき、咆吼ほえている。

　脆ぜい弱じやくな皮か膚わの下で、猛たけき獣が鉄鎖を嚙かみ砕く。

「オ、オ、オデの勝ち」

　骨破が、無造作に拳を振り上げた。そして、倒れ込むようにして殴りつけてくる。

　ドゴッ！

　拳が、アスファルトにめり込んだ。だが、もうそこにスイートはいない。

　スイートは、骨破のすぐ横に立っている。

「お、お前、ちょろちょろ、するな」

　骨破が、横に大きく腕を振った。

　スイートは立ち位置をずらさず、上体をわずかに反そらしただけで攻撃をかわしたあと、薄く笑った。

「申し訳ありません。先にお詫わびしておきますわ。調教して差し上げると申しましたが、前言を撤回いたします。こうなってしまったら、わたくし、力の加減ができませんの。おそらく、残酷な結果になるでしょう。だから、怖くなったらお逃げ下さいね。背を見せれば、決して追いませんから」

　スイートは、前牙まえばの先をちろりとなめた。

　体中を、獣人の血が駆け巡る。

　獣化。

　醜い姿。

　一時的な先祖返り。

　愛いとしい人には見られたくない獣か貌お。

　それでも……。

　フォンターナ家の誇り。

　スイート・フォンターナの矜きよう持じ。

　そして、獣人のクオーターとしての意地。

　命のやり取りなら、なおさら負けられない！

「お、おお、お前、獣人？」

「わたくし、四分の一獣人ですの。お間違えなくっ！」

　スイートは、ギリギリと握り固めた拳こぶしを、鉄板のような大男のみぞおちに叩たたきつけた。

「ぐぶぅっ！」

　ヨダレと空気を吐き出した骨こつ破ぱの顔が、スイートの目の前まで落ちてきた。だから、先ほどのお返しとばかりに、腰がねじ切れそうなほど振りかぶったあと、強烈な右フックを叩き込んでやった。

「ごぉっ！」

　骨破の巨体が、まるでピンポン球のように道路上を転がっていく。

　スイートは、それでもまだ立ち上がろうとしている頑丈極まりない骨破に歩み寄り、言葉を投げた。

「あなた、わたくしが獣化した程度でこの様では、うちの護衛官と闘やり合えば塵ちりも残りませんわよ？」

　と、いきなり、みっつの気配が空から降ってきた。

　獣化していたため、感覚がいつも以上に研とぎ澄すまされていたスイートは、みっつすべてから瞬時に距離をとり、体勢を整える。

　新たな敵？

　現れたのは、ファルルといっしょにいた三人のメイドたちだった。

　彼女たちが、骨破を守るようにしてならび立つ。それぞれ、手に小型のナイフを持っている。

「あら、お早いお着きですこと」

　スイートは、いつでも動けるよう両りよう膝ひざの力を抜いた。

　右肩のつけ根に、ピリッと鈍い痛みを感じる。どうやら、一瞬のうちにメイドのひとりから切られたようだ。

　動きの速さから見ても、ただのメイドではないことがわかる。おそらく、それ相応の訓練を受けているに違いない。腐ってもエプスタイン公爵家のメイド、といったところか。

　でも、傷は浅い。

　獣化しているため、治りも早い。

　敵は三人。こちらはひとり。

　どんなに不利な状況に陥おちいっても、心が折れることはない。

　姫を逃がすために闘っているのだ。名誉なことである。それに、獣人の血が騒いでいる。

　闘いたい。闘いたい。闘いたい。闘いたい。闘いたい。闘いたい。闘いたい。闘いたい。

　だから、敵が増えてもやることは同じ。

　牙きばを、爪つめを、闘志を敵に突き立て、殴り、嚙かみ、蹴けり、裂き、潰つぶし、そして勝つ。

　これだけ。

「くっ……………？」

　突然、視界が揺れた。

「？」

　くにゃり、とメイドたちの体が歪ゆがむ。立ち上がってきた骨こつ破ぱの体も、くにゃりくにゃりと歪んでいる。まるで、水の中で目を開けているかのようだ。

　これは、いったい？　まさか……、薬？

　気づいたときにはもう、地に片かた膝ひざをついていた。

　メイドたちが持っているナイフに、なんらかの薬が塗られていたらしい。

　体の自由を奪う薬なのか、それとも致死性の毒？

　悔しさが込み上げてくる。

　負けたくない。負けたくない。負けたくない。エプスタインなんかに、絶対、負けたくない。絶対、負けたく……。

　……………、体が、動かない。

　スイートは両膝をついた。両手もつく。でも、倒れない。倒れたくない。

「にょほほほほほほほほ～」

　不快な笑い声が、頭の上から聞こえてきた。顔を上げなくとも、ファルルのものであることがわかる。

「フォンターナの娘ともあろう者が、まるで犬のような格好だなぁ！　獣人にはお似合いだぞぉ！」

　くっ……。スイートは歯を嚙み締しめながら首に力を入れ、ゆるみきった筋肉に鞭むちを入れ、不屈を心に刻きざみ、懸命に首を上げた。

　たるみきったファルルの腹が、目の前にある。手を伸ばせば、爪つめが届く距離だが、腕が動かない。倒れることを拒否し続けることで、精いっぱいである。

　だから、唯一動かせる口を開いた。

「あなた、ご自分の、なさってることを、理解して、いらっしゃるのかしら？　ビョルンストライドの、血族に、手にかければ、どうなると……」

「はぁ？　ボクは人間界へバカンスにきてるだけだぞ？　も・し・も、どこかのバカ魔族が、間違って姫を傷つけるようなことがあれば、ボクが成敗してやるさ」

「でも、もう遅い、ですわよ。姫はもうすぐ、カカお姉様のもとへ、お着きに、なりますわ。ふふん、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝と、ことを構える勇気が、おありになるの？」

「知ってるぞ。お前のトコの二番目は、いま病院にいるな？　このバカがっ、ササラが病院に逃げようとしていることくらい、お見通しだっ！」

　にょほほほほほ～、という笑いに連動してぷるんぷるんと震えるファルルの腹を前に、怒りが込み上げてくる。

　こいつは、骨こつ破ぱという愚ぐ鈍どんな大男を切り捨てるつもりだ。場合によっては、三人のメイドたちも。

　骨破に姫を殺させ、ファルルが彼を断罪すればそれですむ。エプスタイン家は、骨破というニブニブな魔族など知らぬ存ぜぬで押し通してしまえばいい。

「骨破、コイツの匂におい、覚えてるか？」

　ファルルが握っていたのは、ササラから奪い取ったライラック色のストールだった。

　自分の髪と同じ、薄紫色のストール。

「う、あ、骨破、匂い覚えてる」

「よぉ～し、なら、これを持っていけ」

　ファルルが、懐ふところから取り出したモノを骨破に放はなった。手の中に収まるほど小さな鉄球がついたチェーン・ハンマーだ。大男が持つには、あまりに小さすぎる武器である。

　しかし驚いたことに、骨破がボソッと「ハンマー・ポン」とつぶやくなり、ドンッ、と直径一メートルほどに巨大化したではないか。

「こ、このバカがっ！　ここで解放してどうすんだ！　持ち運びに便利なコンパクトサイズが、そのハンマーのウリだろうがっ！」

「う、あ、ご、ごめんなさい」

「もういい！　このウスノロがっ！　さっさとササラを殺やってこい！」

「あ、う、キ、キラキラ髪の女、ぶっとばす。骨破、お、おお、思いきり走ったら、と、鳥より速い。あ、足自慢」

「お前の自慢なんか聞いてないっ！　さっさと突っ走れ！　このウスラバカがっ！」

「こ、骨破、つ、つつ、突っ走る」

　鉄球を担かつぎ上げた骨破が、ササラを追ってドスドスと走り出す。

「ボクもいくぞ、早く車を回せっ！」

　ファルルが、その場を動かず偉そうに叫んでいる。

　せめて、この愚劣な男に一撃を……。

　スイートは、悔しさに涙した。

　指一本……、動かせない。

「おおっとぉ、忘れるところだった」

　ファルルが、持っていたストールをスイートの顔に投げつけたあと、いきなり肩を蹴けりつけてきた。

　震える腕で支えていた体が、とうとう地に転がってしまう。それでも、とっさにストールをつかみ取る。

　自分は、スイート・フォンターナ。

　これしきの、ことで……。

「ボクはぁ！　フォンターナのヤツらが大っ嫌いなんだよぉぉぉ！」

　ガスッ！　ドスッ！　ビシッ！　ズガッ！　バシッ！　ズビシッ！　ガンッ！　ゴッ！

　どこをどう殴られ、そして蹴られているのか、わからなくなってくる。

　スイートは薄れゆく意識の中で、懸命にストールを握り締しめた。

　ファルルなんかに、二度と、盗とられたくない。触れさせ、たくない。

　にょほほほほほ～、という下卑た高笑いに、耳の奥を汚染されていく。

　スイートは、ストールを守るため胸の下に押し込んだ。

　この程度の男に……、いいように痛めつけられるなんて……。

　悔しさが込み上げてくる。

　負けたくない。負けたくない。負けたくない。負けたくない。負けたくない。

　絶対に……、負けたく……、ない……。

　でも、もう、体が……。

　動かない……。


　　　☆☆☆



　百もも香かは、道行く人にたずねたり、ときどき水鏡を覗のぞき込んだりして、スキュースのあとを追った。

　たぶん、もうすぐ彼女に追いつけるだろう。ついさっきたずねた人が、そこの角を曲がったところで見た、と教えてくれたのだ。

　思わず早足になる。

　不意に、短パンのポケットでブルブルとケータイが震えた。

　取り出し、液晶画面を覗き込む。

　小こ都と恋こからだった。

　ポチッと通話ボタンを押したあと、

「はい、もしもし。百香です。先ほどは、ありがとうございました」

　ケータイを耳に当てたまま、ペコッと頭を下げた。

『百もも香かちゃん、あのねぇ～、ちょっと気になったからぁ～、電話してみたのぉ～』

「どうしたんですか？」

『んとねぇ～、さっきねぇ～、酒匂さかわ社やしろさんが視みてくれってぇ～、きたんだけどぉ～、彼女ぉ～、すごぉ～くきれいな髪の女性をぉ～、捜してたのぉ～』

「きれいな髪の女性ですか？」

『虹にじ色いろの髪なんだからぁ～』

　ササラ姫だ。確か、酒匂社って、『コトコ館』のお隣さんだったはず。

　たぶん、とっつぁん坊やに呪じゆ殺さつを頼まれて、だから……。

「それで、どうしたんですか？」

『なんだか、すっごく急いでたみたいでぇ～、酒匂さん、行列に割り込んできたのぉ～、でねぇ～、視たらぁ～、きれいな髪の女性といっしょにぃ～、黒くろ媛ひめちゃんもいたからぁ～、こりゃ、ただごとじゃないなぁ～って思ってぇ～、念のためぇ～、百香ちゃんに、電話してみたのぉ～』

「そうだったんですか？　わざわざありがとうございます」

『いいのよぉ～、黒媛ちゃんたちぃ～、レゾン病院にむかってたみたいよぉ～、ついでに病院視たらぁ～、キュートちゃんのぉ～、お姉さんたちもいたからぁ～、なんとなくぅ～、心配になっちゃってぇ～』

「じゃあ、スキュースさん見つけたあと、病院へいってみます」

『はぁ～い、それじゃあ、スキュースさんによろしくねぇ～』

「失礼しま～す」

　百香は、もう一度ペコッと頭を下げてから、ケータイの通話を切った。

　貴重な情報をもらった。

　ササラ姫と黒くろ姉ねえ様さまが、レゾン病院へむかってる？　他ほかのみんなは？

　レゾン病院にはいま、キュートさんの体が入院してるはず。見えないキュートさんのほうに、なにかあったのかも……。

　それとも、べつの事件が……。

　呪殺。

　ササラ姫の写真。

　理り刀とが泣きそうな顔で叫んでいた未来視の映像。

　嫌な予感が膨らんでいく。

　もっともっと急がなければ。

　もう一度、黒姉様に電話してみようかな。

　そんなことを考えながら大通りの角を曲がったとき、一〇〇メートルほど先に人込みを見つけた。なんだか、すごいことになっている。

　車道にまでひろがった人々が、車の流れを堰せきとめていた。

　パトカーが数台とまっていた。

　どういうわけか、消防車や救急車も。

　テレビ各局の車まで集まってきているようだ。カメラを担かついだ人や、マイクを持ったレポーターらしき人の姿も見える。

　百もも香かはダッシュした。

　あそこにスキュースがいるはずだ。

　走る速度をほとんど落とさず、人込みに突入する。

　体の大きなだれかに弾はじき飛ばされた。肘ひじで突かれた。背を押された。左右から挟まれた。まるで、高圧の押しくらまんじゅうである。それでも負けずに、うんしょ、こらしょ、と前へ進み続ける。

「ふぅ……」

　ようやく人込みの先頭に出て、息をつく。

　二〇メートルほど先のベンチに座っていたのは、予想通りスキュースだった。長い足を優雅に組み、膝ひざの上で開いたハードカバー本に目を落としている。光を散らす銀髪は、相変わらず輝いている。

　彼女は、周囲の騒そう々ぞうしさなどまるで気にしていないようだ。

　さて、どうやってスキュースさんに話しかけよう？　もたもたしていられない。

　すぐ目の前には、『立ち入り禁止』と書かれた黄色いテープが張り巡らされている。

　テープのむこう側にはたくさんの警官が立っており、スキュースの読書はだれにも邪魔させない、という気合いをビシビシ発しているから、うかつには飛び込めない。

　集まっている人たちは全員、長い銀髪の女性が｛魔界の至宝｝だと知っているらしい。

　ほとんどの人が、ケータイで写真を撮っている。警官たちは、そんな人々を押しとどめることに手一杯のようだ。

　いまの日本政府は、お友達条約を結んでいる某国の大統領よりも、魔界の要人のほうがずっと大切だと考えている、と黒くろ姉ねえ様さまに聞いたことがある。

　だから、スキュースの機嫌を損そこねるわけにはいかない。警官も大変だろう。

　スキュースは、周囲の騒ぎにはなんの反応も示さず、本のページをめくり続けている。

　この状態をなんとか脱出しなければ……。

　まずは、

「スキュースさぁん！」

　大声で呼んでみた。が、本から顔を上げてくれない。他ほかにも、スキュースの名を叫んでいる人がたくさんいるから、百香の声では注意を惹ひくのが難しい。

　百香は、首から下げた水鏡を覗のぞき込み、仮定してみた。

　もし、わたしが……。

　仮定した未来は……。

　視みて、唇を引き締しめた。

　左右に素早く視線を走らせる。

　いちばん近くにいる警官との距離、約三メートル。気づかれ、追いかけられ、捕まえられるまでに、たぶん一〇メートル以上は進むことができるだろう。

　そこからが勝負だ！

「えいっ！」

　意を決し、百もも香かは黄色いテープをくぐり抜けた。そのまま、全力で走り出す。

「おい、こらっ！」

　だれかの声が背に投げつけられたが、聞こえないフリをした。

　走った。とにかく走った。

「待てっ！」

　首のすぐ後ろから、声が聞こえた。

　肩口に手をかけられた。

　それでも走った。

「スキュースさぁん！」

「ふざけるなっ！」

　あと一〇数メートルというところで腕をつかまれ、走る速度を強引に削り取られてしまった。

　腕を振り払おうと力を込めたが、大人の腕力にはかなわない。

　だから叫んだ。

「スキュースさん、覚えてますか!?　わたし、キュートさんの友達で……」

「黙ってろ！」

　警官の手が、痛いほど強く百香の腕を締しめつける。

　そのとき、スキュースがようやく本から顔を上げた。

「スキュースさん！」

　彼女が、ハッキリと百香を見てくれた。

　しかし次の瞬間、再び本へ視線を落としてしまった。

　え？　どうして？　仮定した未来では、百香とスキュースがならんで歩いていたはずなのに……。

「こっちにこい！」

　容赦のない警官の力に、百香は顔をしかめた。涙が出そうになる。でも、あきらめるわけにはいかない。

　腕を引く警官に逆らい、足を踏ん張って叫び続けた。

「スキュースさん、お願いですっ！　キュートさんを助けて下さいっ！　わたし、わたしっ、本当にキュートさんの友達なんですっ！　スキュースさんっ！」

「いいかげんにしろっ！」

「スキュースさん、お願ぁ……んんん！」

　警官の手が、百もも香かの口を押さえたそのとき、

「放はなしてあげてちょうだい。その子は、わたしの知り合いなの」

　スキュースが、本から顔を上げることなく言った。

　警官が、ぽかんとした顔でスキュースと百香の間で視線を往復させている。

　スキュースが本をぱたんと閉じ、

「放してあげて」

　ツッ、と冷たすぎる視線を上げた。

「はっ、失礼しました！」

　静電気でも感じたかのように、警官の手が百香から素早く離れた。

　百香は、目に溜たまった涙をゴシゴシと擦こすりながら、スキュースにむかって再び駆け出した。

　泣いてる暇なんて、ない。


　　　☆☆☆



　タクシーの助手席で、理り刀とは焦る思いを懸命に抑えていた。

　一分でも、一秒でも早くレゾン病院へたどり着き、ササラの安全を確保しなければならない。スイートも、助けないと……。

　後部座席の黒くろ媛ひめと巴ともえもまた、真剣な表情で窓の外を窺うかがっている。彼女たちに挟まれたササラは、どこか泣きそうな顔でジッと前を見つめたまま動かない。












　理り刀とにしか視みえないキュートは、車の天井から頭を出して周囲を見回している。

　このまま、無事にレゾン病院までいってくれ。カカやリイザ、それに毒どく舌ぜつ丸まるがいてくれれば、とにかく安心だ。

　理刀は、心の中で祈った。

　タクシーが、信号でとまる。病院は、もうすぐそこだ。

　早く。早く青になってくれ。信号、さっさと変われ。早く。早く。早く。運転手さん、信号が青になったら、急いでアクセル踏んでくれよ。

　理刀は、意味もなく奥歯を嚙かみ締しめた。

　そのときだった。

『きゅっ！　理刀、さっきの大男がきたわよっ！』

　キュートの声が降ってきた。

　スイートは？　大男はどっちから？　タクシーに追いついてきたのか？

　様々な疑問が一度に噴き出してきたため、収拾がつかなくなった。

　理刀は慌あわてて、後部座席を覗のぞき見た。

　骨こつ破ぱの姿は、どこにもない。

「どうした？」

　黒くろ媛ひめが、微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　どこだ？　骨破は、どこなんだ？

『きゅーっ！　上よっ、みんな逃げてっ！』

「急いで降りろっ！」

　理刀は叫んだ。

　反射的に、歩道側に座っていた黒媛がドアを開けた。

　直後、　ドガァアアアアアアアアアアン！

「「『！』」」」」

　タクシー内の全員が、息を吞のむ。

　タクシーのボンネットに、鉄球が降ってきたのだ。完全に押し潰つぶされている。

　続けて、骨破がタクシーの前にズシンッ、と降り立った。

「キラキラ髪の女、み、見つけた」

　骨破が、ボソリとつぶやいた。

「な、な、な……」

　タクシー運転手が、口をパクパクさせている。

　理刀はそんな彼にむかって、「すみません、あとでフォンターナ家が弁償してくれます。たぶん……」と内心で謝りながら、素早くタクシーから降りた。

　キュートもついてくる。

　黒媛たちも、後部座席から転がるように飛び出してきた。

　骨こつ破ぱが持つ鉄球を見て、理り刀とは顔をしかめた。

　あんな物騒なモノ、どこから持ってきたんだ？　まさか、スイートはあの鉄球で……。

　理刀は、ギリッと歯を軋きしらせた。

　いまは、ササラを守ることだけを考えなければならない。

　が……、鉄球相手にどうすればいいのだろう？　病院は、すぐそこなのに……。

　骨破が、ボンネットにめり込んだ鉄球を持ち上げた。

『くるわよっ！』

　キュートが、警戒色全開で叫ぶ。

「理刀、病院へ走れ！」

　骨破に踏み潰つぶされたモノとはかたちの違う、新たなコンパクトを手にした黒くろ媛ひめが、力強く叫んだ。予備を持っていたらしい。

　言葉のやり取りは必要なかった。

　黒媛が、必ず骨破をとめてくれる。

　信じ、理刀は迷わず鉄球に無防備な背をむけ、ササラの手を取って走り出す。

　キュートもすでに、病院にむかって飛んでいる。

「巴ともえもいってくれ！」

　黒媛の声に背を押されるようにして、理刀は走った。振り返らない。

　ササラの手をしっかりと握り締しめ、走った。

　巴の足音がついてくる。

　理刀は、病院を目指して全力で走った。

　ササラが、転びそうになりながらも懸命についてくる。

　巴も、決して遅れない。

　黒媛……。

　理刀は、唇を嚙かんだ。

　マンションから逃げる際、黒媛は五分ほど時間をとめた。額ひたいには、明らかに疲労を滲にじませた汗を浮かべていた。

　彼女の時間停止能力は、あとどれくらいの余力を残しているのだろう？

　急がないと。

　理刀は焼けつきそうな焦りを胸に、地を蹴けり続けた。




　病院が見えてきた。

　本来ならぐるりと正面入口へ回らなければならないが……、いまはそんな暇がない。

　理刀は、ササラとならんで走りながら植え込みを飛び越え、病院裏手にある職員専用の駐車場へ駆け込んだ。

　素早く空を飛べるキュートが先をいくことで、建物や車の陰を見て回ってくれる。

『こっちは大丈夫みたい。急いで！』

　待ち伏せがないことを確かめ、理り刀とたちは駐車場を駆け抜けた。もしも、があるから油断できない。

　病院関係者の出入り口を目指す。

　不意に、

「元素の皮膜、永えい劫ごうの領域、万華の鏡、汝なんじらを至大至強の囚しゆう獄ごくより解き放はなたん。呪じゆ鎖さを断ちて幽光ひかりをつかめ。叛はん心しんの憎しみ抱く子こ盗とりらよ、我が声に応こたえよ」

　巴ともえが呪じゆ文もんを唱えた。

「！」

　理刀は、素早く周囲を見回した。

　追っ手？　待ち伏せ？

　ヴォロロロロロロロロロォォォォォ。

　突然、病院の壁や樹きの幹から数体の死霊が飛び出してきた。

「きゃあっ！」

『きゅーっ！』

　ササラとキュートの悲鳴が重なった。

　理刀も、女の子のように悲鳴をあげそうになる。が、男のプライドと根性で、なんとかそれを吞のみ込んだ。

　襲撃してきた死霊たちの姿は、巴が召喚するタイプとはひと味違っていた。

　完全なスケルトンである。漆しつ黒こくの眼がん窩か。額ひたいの角。不ふ揃ぞろいにならんだ牙きば。どこからどう見ても、人間の骸がい骨こつではない。

　巴が召喚した五体の死霊たちが、スケルトンズを迎え撃つ。

　ゴゥギャアアアアアアアアアァァァ！

　ギャギャギャアアアアアアアァァァ！

　死霊たちが入り乱れ、嚙かみ、引ひっ搔かき、殴り、蹴けり、首を引き抜き、腕を折り、頭ず蓋がいを砕き、足を曲げ、デタラメで凄せい惨さんで常軌を逸いつした闘いを始めた。

「春日かすがくん、いって」

　巴が走るのをやめ、理刀たちに背をむけた。

「美み々み津つさん……」

「ササラ姫を、守ってあげて」

『巴っ！』

　キュートの叫びは、巴に届かない。

　それでも、肩越しに振り返った彼女は宙に視線をむけて微笑ほほえんだ。

「キュート、またあとで会いましょ」

　見ている場所は微妙にズレているが、一流の【死霊使いネクロマンサー】である彼女のことだから、なにかを感じているのかもしれない。

　キュートの姿が視みえず、声も聴こえない巴が、「あとで会いましょ」と口にした。

　つまり、そういうことである。

　彼女がまた、死霊たちの乱戦にむき直った。

　死霊での勝負なら、巴ともえが負けるはずがない。

　理り刀とはそう信じ、

「こっちです！」

　ササラを促うながし、再び走り出す。

　心配そうに巴を見ていたキュートも、身をひるがえしてついてくる。





六章　逆襲パンチっ！







　病院の中へ駆け込もうと、職員専用の駐車場を横切り、走る速度をほとんど落とさず外来病棟の角を曲がったときだった。

『理刀っ！　危ないっ！』

　キュートの叫び。

　真横からのエンジン音。

　理刀は反射的にササラの腰を抱え、横に跳んだ。

「ひゃ、何事、あるいはぁぁ……」

　ギュキキキィッと、騒そう々ぞうしいブレーキ音を響かせながら、黒塗りの大きな車が理刀たちの前に滑り込んでくる。

　車が完全にとまりきるよりも先に、後部座席から三人のメイドたちが飛び出してきた。

　病院の入口は、すぐそこなのに……。

　歯は嚙がみしながらも、理刀はササラを背に身構えた。

　たとえ三人相手でも、女には負けない。必死に抵抗すれば、ササラひとりくらいは逃がせるはずだ。

　そう考えた。が、メイドたちの強さは予想以上だった。

　ひとりが近づいてきた、と思ったときにはもう、視界が回っていた。足を払われ、手をねじられ、よくわからないまま腕を背に回され、地面に押さえつけられた。

「理り刀とっ！」

　ササラの悲鳴が、頭の上から降ってくる。

『ちょっとあんたたち、理刀を放はなしなさいよっ！』

　キュートの怒りなど、メイドたちにはカケラも伝わらない。

「にょほほほほほほほほほほほほぉ～」

　気持ち悪い高笑いが、病棟の壁に反響した。

　理刀はなんとか顔を上げ、笑い声の主、ファルルをにらみつけた。

　黒塗りの車から、ファルルがもったいぶった動きで短い足を地に下ろし、たぷんと一度腹を揺らしてから外に出てきた。

「ったく、骨こつ破ぱのバカが。結局ボクが捕まえちゃったじゃないか」

　捕まえたのはメイドだろ！　というツッコミを吞のみ込み、理刀はただただファルルをにらみつける目に力を込めた。

　キュートがすでに、ファルルの怪しいモップ金髪を踏みつけている。が、やはりなんの効果もない。

　ササラが、ファルルに歩み寄ろうと足を踏み出した。が、メイドに腕をつかまれているため、二歩目が出せない。

　三人のメイドたちは、理刀にひとり、ササラにひとり、そしてファルルの後ろにひとり、とまるで決められた配置を守るかのようについている。

「ファルル・エプスタイン！　あなたのやっていることは反逆、あるいは謀む叛ほんです。エプスタイン公爵家にどれだけの不利益、あるいは損益があるのか、わからないのですか？」

「にょほほほほほほほほほほほほぉ～、このバカがぁ」

「あ、あなたがその気なら、わたしにも考え、あるいは覚悟があります」

「おおっとぅ、｛傀儡回しプレイヤー｝の力でボクの魔力を暴走させてみるか？　にょほほ～、無駄だぁ！　こんなこともあろうかと、ボクも従者たちも封印薬を服用のんできたからなぁ！　すっっっごく苦かったのを我慢したんだからなっ！　その苦しさを百万倍にして貴様らにも味わわせてやるぞぉっ！　にょほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ～」

　突き出た腹を揺らしながら、ファルルが耳みみ障ざわりな笑い声を垂れ流した。

「エプスタインっ！」

「おい｛傀儡回し｝、お前、自分が王家のお荷物だっていう自覚がないのか？　薄気味悪わりぃ力がみぃ～んなから嫌われてるって、気づいてないのか？　もしかして、本当にバカなのか？　どうなんだ？」

　茶ちや化かすようなファルルの言葉で、ササラの表情が瞬時に凍りついた。

　それを見たファルルが、楽しげに体を揺らし始めた。品性の下劣さがいまにもあふれ出してきそうな動きである。

　腹肉タプタプ。

　あご肉たっぷんたっぷん。

　頰ほお肉にくもだぶだぶと波打っている。

　見ていると、吐きそうになってくる。

　ひょこひょこと手足を動かしながら、ファルルが下へ手たなリズムにのせてしゃべり出す。

「ササラが死んで、骨こつ破ぱも死ねば、あとのシナリオくそ楽勝！　ん、ん、ん～、ボク天才！　ん、ん、ん～、人間界で、姫が襲われ亡くなっちゃった。ん～、悲しいねっ、でもボク嬉うれしい！　ん、ん、ん～」

　ファルルは、骨破に姫殺害の罪をすべて押しつけるつもりらしい。

　ササラを亡き者にしたあと、骨破がいなくなれば、あとは公爵家の権力でどうとでもできると思っているのだろう。

　浅はか極まりないが、カカの言うアブラ虫が考えそうな筋書きでもある。

　理り刀とは、メイドの手を振り解こうと腕に力を込めた。が、ほとんど動かせない。

　悔しさが込み上げてくる。

　いまにも泣き出しそうな顔のササラ。

　怒りで肩を震わせているキュート。

　理刀は……。

　硬い地面に押しつけられ、身動きができないから……、だから……、唯一できることをした。

「おい、ハゲ。あんた、ひとりじゃなにもできないお坊ちゃまだろ？」

　理刀の言葉に、ファルルの醜怪な踊りがピタリととまった。顔からも、瞬時に笑みが搔かき消える。いい反応だ。

「あんた、運動苦手だろ？　部屋でごろごろしてばっかりだから、そんな腹になんだよ」

「なぁぁぁにぃぃぃ～！」

　ファルルの顔が、面白いほど赤くなる。

「お前の髪って……」

「黙れ黙れ黙れぇぇぇい！　き、き、きぃぃぃ、貴様っ！　貴様ぁっ！　きぃさぁまぁ！　ボ、ボクをぉ、侮ぶ辱じよくしたなぁぁぁ！」

　ファルルが、ぶんぶんと貧弱な腕を振り回し、どたんばたんと短足を踏み鳴らした。金髪が、完全にズレている。

　身動きが取れない理刀にもできること、それは挑発だった。

　そしてファルルは、安っぽいエサにまんまと食いついてきた。底の浅すぎる男である。

　器が小さく、品性のカケラもなく、救いようもない、頭の悪い男であってほしいと願いながら、理刀は勝負に出た。

「あんた、オレと勝負する勇気ないだろ？　家来を引き連れてないと、ひとりじゃ怖くて外も歩けないんじゃないか？」

　ササラが、キュートが、目を見開いて理り刀との言葉を聞いている。

　下へ手たにファルルを怒らせれば、彼になにをされるかわからない。メイドに命じ、ササラよりも先に理刀を……、ということだって考えられるのだ。いや、そちらの可能性のほうがずっと高いだろう。

　危険は大きい。

　だが、このまま口を閉じていたくなかった。ササラが傷つけられるのを、黙って見ているつもりもない。

「貴様っ！　エプスタイン公爵家のファルル様を知らないのか？　貴様はバカなのか？　｛魔甲騎士｝と呼ばれているボクと勝負？　にょほほほほほほほ～、いいだろう、身の程を教えてやる」

　ファルルが、パチンと指を鳴らした。

　すると、彼の後ろに控えていたメイドが素早く車へ駆け戻り、トランクを開けた。

　理刀は、唾つばを吞のみ込んだ。

｛魔甲騎士｝？　もしかして、ファルルは強いのか？　ケンカを売ったのは、マズかったかも……。

　なんて弱気が頭をもたげるが、もうあとには退ひけない。

　理刀は、腹を決めた。

　闘やるしかない！

『きゅ、あ、あんた！　自分だけズルいわよ！　そ、そんなのつけて……』

　キュートの言葉通り、メイドに手伝わせてファルルが身につけ始めたのは、鎧よろいのようなモノだった。

　頭、肩、胸、腹、腰、両足、とほとんど隙すき間まなくメタリックな光沢を放はなつ防具で覆おおっていく。

　よく見ると、各パーツの接合部分がない。体にとめるための紐ひもやベルトも見あたらない。どうやら魔力的な力が作用している鎧らしい。

　バランスがとっっっても悪いファルルの体にピッタリであるため、オーダーメイドなのだろう。

「にょほほほほほぉ～、これぞボクを｛魔甲騎士｝たらしめる防具、〝羽衣α〟だぁ！　｛傀儡回しプレイヤー｝の力が魔具には及ばないことくらい、調べはついてるんだぞっ！」

　鎧を身につけ終わったファルルが、目にもとまらぬ動きで跳んだ。直後、病棟の壁に鋭く拳こぶしを突き入れた。

　ゴッ！　と腹に響く音とともに、壁が拳大に陥没する。

　生身にあの拳を叩たたき込まれれば……。

　おいおい、シャレになってないぞ。

　理刀の背を、嫌な汗が流れ落ちていく。

『卑ひ怯きようよ！　そんなの脱ぎなさいよねっ！』

　キュートがファルルの頭に蹴けりを入れるが、今度は素通りしない。

『きゅ、なに？　この防具、防霊加工もしてあんの？　コイツ、とんでもない臆おく病びよう者ものね』

「エプスタインっ！　その人は無関係、あるいは部外者です。だから……」

「黙れっ！　コイツはボクを侮ぶ辱じよくしたっ！　絶対に許さないっ！」

　ササラの声が、ファルルの絶叫に搔かき消される。

　理り刀とは意を決し、挑発を続けた。

「おいハゲ、そんな鎧よろいをつけてもまだ、オレを押さえてないと怖いのか？」

「ハゲって言うな！　貴様っ、この〝羽衣α〟の価値がわかってないのか!?」

「わかんねぇよ、ハゲ」

「き、ききぃぃぃ、貴様っ！　かかってこい、正々堂々と勝負してやる！　おい、そいつを放はなせっ！　お前たちは手を出すなっ！」

　ファルルの命令で、メイドが理刀から体を離した。

　理刀はゆっくりと立ち上がり、首を軽く回した。メイドには見むきもしない。

　目は、真まっ直すぐに、しっかりと、確実に、ファルルひとりを捉とらえている。

　右腕をぐるぐると回す。

　肩の関節、オッケー。

　右手首をぐりぐりと回す。

　手首の関節、オッケー。

　拳こぶしをグッと握った。

　準備、オッケー。

「逃げてっ、あるいは逃亡して下さいっ！」

　すみません。

　ササラにも目をむけない。

　もう、拳を握り締しめちゃいました。

『理刀、ここは逃げて、お姉様たちに報しらせなきゃ』

「ごめん、キュート。でも、アイツだけは……」

　理刀は、ファルルの頭上にいるキュートへ微笑ほほえみを投げたあと、すぐにまたお坊ちゃまへ視線を落とした。

　羽衣だかαだか知らないが、権力という衣服を身にまとい、暴力という安酒に酔っているようなヤツには、どんなことがあっても負けたくなかった。

　負けたくないから、恐怖を意地とやせ我慢で抑えつけ、足を踏み出す。

　持っていくのは、拳のみ。

『理刀っ！』

「理刀！」

　キュートとササラの声にはもう、こたえない。いまは、前だけを見て。

　足は、震えていない。

　腕も、震えていない。

　ただただ、心を研とぎ澄すます。

「にょほほほほほぉ～、どこからでもかかってこぉい！」

　一歩ずつ足を踏みしめ、相手との距離を縮めていく。一歩、また一歩。もう一歩。

　そして、ファルルの目の前で立ちどまる。

　彼の目線は、ずっと下だ。

「貴様ぁっ！　ボクを見下ろすなっ！」

　ファルルが、拳こぶしを大きく振り上げる。

　理り刀とは、それよりも早くファルルの頭部を平手で打った。

　ぺしっ。

「爆弾パァァァンチ！」

　声を裏返し、ファルルが絶叫する。

　ぽふっ。

　ファルルのパンチが、理刀の胸に当たった。が、なにも起こらない。病棟の壁のように穴も穿うがたれなければ、体が吹っ飛ぶこともない。

　彼が身につけた〝羽衣α〟の魔力すべてが、理刀との接触によって消滅したのだ。

「あ？　え？　ん？」

　ファルルの体から、〝羽衣α〟のパーツがボロボロと落ちていく。接合部分の魔力も途切れたため、かたちを維持できなくなったらしい。

　そうなると当然、理刀の目の前にだぶついた素顔がさらされることになる。

「おい貴様、ちょっと待ってろ、これはなにかの間違いだから……」

　ファルルが、自分の体をあちこち触りながら、声を上擦らせている。

　彼の言葉を聞く耳など、もちろん持ち合わせてはいない。

　理刀は、気合い全開で拳を固めた。

　ギリギリギリッと、拳げん骨こつを軋きしらせる。

　肉ぶくれの顔面に……、ロックオン！

「逆襲パンチっ！」


　　　☆☆☆



　黒くろ媛ひめは、巨きよ軀くを誇る魔族、骨こつ破ぱの鉄球をかわし続けた。

　鉄球をぶんぶんと振り回し、狙ねらった場所へガツン、ゴツン、ドカン、と力まかせに叩たたきつける。

　攻撃するための大きな予備動作から、攻撃っ！　というあからさまな筋肉の収縮後に得物を振り下ろすのだから、これでは「鉄球をかわして下さい」と言っているようなものである。

　そのため、極めて危険ではあるものの、極めて扱い易やすかった。

　加えて、動きや視線にはなんのフェイントもない。

　逆に、こちらのフェイントには面白いように引っかかってくれた。

　小石を投げつけたり、あらぬほうを指差したりすると、骨こつ破ぱは大おお袈げ裟さなまでに反応してくれた。だから、なんだか大型動物と遊んでいるかのような気にさえなってくる。

　だが、鉄球の一撃には情けと容赦のカケラもない。一度でも逃げ損そこなえば、複雑骨折どころではすまないだろう。

　下へ手たをすると、致命傷を受けることも十分に考えられる。

　スイートは、もしかしたらこの鉄球で……。

　不吉な想像が、脳のう裡りを過よぎる。が、すぐに振り払った。いまは戦いの最中である。

　すでに、道路は穴だらけだ。ガードレールもところどころペシャンコにされているし、数台の車も巻き添えになっている。

　周囲の人々が逃げてくれたお陰で、自身の安全を優先することはできるのだが……。

　動き回りながら、黒くろ媛ひめは様々なパターンを思い浮かべた。

　拳こぶしや足での攻撃は……、たぶん骨破の肉体には通用しない。

　格闘技は通常、三〇キロの体重差がある時点ですでに勝負にならないといわれている。

　黒媛と骨破の体重差は、少なく見積もっても三さん桁けた以上の数字になるはずだ。これでは、腕力勝負など愚の骨頂である。

　闘いというものは、敵の弱点を冷静に見抜くとともに、自らが持つ攻撃手段を有効かつ最大限に利用すれば、自おのずと勝ちは見えてくるものだ。

　敵の急所は、狡ずるさの欠如、そして単純明解な攻撃方法そのもの。

　反射神経のよさは……、場合によっては短所にもなり得る。フェイントに引っかかりすぎるのが、そのいい例である。

　こちらの強みは、時間をとめることができる、ということ。

　しかし、とここで黒媛は頭を悩ませていた。

　いま持っているコンパクトは、普通のそれとは違っている。

　ゴルゴンゾラにもらったモノだ。

　周囲すべての時間をとめることができるコンパクト。任意の対象を時間停止から弾はじき出すことは可能だが……。

　その絶大な力で、どうやって骨破のような大男を倒せばいいのか。

　理り刀とや巴ともえの前では、弱音を吐かなかったけど……。このコンパクトで時間をとめられるのは、おそらく一度きり。しかも三秒ほど。粘っても、四秒か……。

　マンションから逃げ出すとき、少々がんばりすぎたのが原因である。

　ゴルゴンゾラにもらったコンパクトは、能力の消費量が凄すさまじい。それだけ強力でもあるのだが……。

　見渡す限りの世界すべての時間をとめられるなんて、シビれるほど素晴らしくて、ゲンナリするほど高慢な力である。

　使いこなせるように訓練はしたものの、いまだに五秒の壁を破れないでいる。普段使っているコンパクトだと、一〇分以上は時間をとめ続けることができるのに……。

　もっともっと鍛錬しなければ。

　ゴオォン！

　後ろに跳んで鉄球をかわしながらも、黒くろ媛ひめは骨こつ破ぱの観察を続けた。

　正直、余裕はない。

　鉄球が風を切る音を耳にするだけで、首の後ろに悪寒が走る。

　鉄球が、アスファルトに、ガードレールに、歩道の石畳に叩たたきつけられる音を耳にするたび、鳥肌が立つ。

　一撃の重みを実感するたび、両りよう膝ひざが震え出しそうになる。

　それでも、唇には笑みを絶やさない。心には不屈不倒を刻きざんでいる。冷静に、素早く、計算しつつ動けば決して負けない、という自負もある。

　勝てる、という保証もないけれど……。

　ゴオォン！　ドォン！　ゴスゥ！　という炸さく裂れつ音おんをすぐそばで聞きながら、黒媛は動き続けた。

　鉄球を振り回して、目標に叩きつける。

　骨破の動きは単純。これだけ。

　戦闘中の細かな反応は、外見に似合わずなかなか速い。だからこそ、フェイントに引っかかってくれるのだが……。

　タクシーに追いついてきたということは、驚嘆に値するほどの脚力と持久力を持っているということだ。が……、それを活いかすような闘い方をしているようにも見えない。

　ありあまるほどの素質はあるけれど、きちんとした格闘術を学んではいないのだろう。

　黒媛は、骨破の動きやクセを整理した。

　さて、目の前の大男を倒すためには？

　逃げる、という選択肢はとうの昔に捨てている。自分が逃げれば、骨破はすぐにでも理り刀とたちを追うだろう。

　それだけは許さない。

　だから、ここで倒す。

　その具体的な方法は？

　眼前の大男を完全に足どめできる手段は？

　……難しいな。

　こんなときなのに、黒媛はふと百もも香かのことを想おもった。

　可愛かわいい、大切な妹。

　アーモンドチョコレートをおいしそうに食べる、可愛い百香。

　アーモンドチョコレート？

　思い至り、黒媛は足をとめた。

　迷いは、瞬時に放ほうり投げる。

　右手に、ゴルゴンゾラにもらったコンパクトを握り締しめた。

　勝負！

「お、う、く、食らえ」

　勢いよく鉄球を振り回していた骨こつ破ぱが、体中の筋肉を躍動させ、それを放はなってきた。

　巨大な鉄の塊が、黒くろ媛ひめの頭ず蓋がいを砕こうとした瞬間…………………………………………………………………………………………………………………………………、世界をとめた。

　同時に、骨破本人だけを時間停止から弾はじき出す。

　……一。

　骨破が、空中でとまった鉄球をきょとんと見ている。

　黒媛は、両手をひろげて叫んだ。

「こい！」

　……二。

　急速に息が苦しくなっていく。

　たのむ、保もってくれ！

　骨破の反応は速かった。

　……三。

　鉄球の鎖から手を放し、反射的に黒媛に飛びかかってくる。

　黒媛は、吹き飛びそうになる意識を必死で体につなぎとめながら、倒れるように後ろへ跳んだ。












　骨こつ破ぱの巨体が、顔が、拳こぶしが、黒くろ媛ひめに迫っ……。

　時間が………………………………………………………………………………、動き出す。

　ゴォォォン！

　黒媛が立っていた場所。

　そこに飛び込んできた骨破。

　当然、鉄球は骨破の頭上に落ちてくる。

　可愛かわいい百もも香かのおでこに落としたのは、小さなアーモンドチョコレート。

　そしてきょう。

　大男の岩石頭に落としてやったのは……。

　道路上で両足を投げ出したまま、黒媛は大きく息をついた。

　つま先の数センチ先で、骨破が倒れている。

　まず考えたことは、この場に百香がいなくてよかった、ということである。

　妹に怖い思いはさせたくないから。


　　　☆☆☆



　巴ともえが召喚した死霊たちは、一分もしないうちに襲ってきた同属たちを食い尽くした。

　働いてくれた死霊たちを地へ還かえしたあと、巴は駐車場の隅に生えたイチョウの樹きへ目をむけた。

「……………」

　ジ───────ッとイチョウの樹を見つめる。

　ジ───────ッと見ていると、

「バレてた？」

　真っ赤なライオンヘア。体にピタッと貼はりつくような白いワンピース。ボンッと突き出た胸。ギュッと引き締しまった腰。ふっくらと丸みを帯びたお尻しり。

　そんな女性が、樹の後ろから歩み出てきた。

　彼女が術者だと、巴は最初から気づいていた。死霊の繰くり糸が、視みえていたから。

　木漏れ日の下で笑う女性の唇は、きつすぎる赤色だ。髪も、けばけばしい赤。

　マンションから逃げ出したあと、理り刀とが言っていたことを思い出す。厳密にはキュートの言葉、だけど……。

　宝珠に呪を込めたのは……、赤いライオンヘアの女。

　巴は、女性にむけた視線をわずかに集束させた。

「はじめまして」

　まずは、会話のキッカケをつくる。

　赤いライオンヘアの女性が、赤い唇でニッと笑った。

「あたし、酒匂さかわって名前さ。あんたは？」

「美み々み津つです」

「んじゃあ美み々み津つさんさ。あんた、凄すご腕うでの霊能力者みたいだからスパッと言うさ。あたしと手を組まない？」

「手を組む？」

「あんたが見たこともないような大金が手に入るって言ったら、どうさ？」

「お金は、いりません」

「まあ、いきなり襲ったのは悪かったさ。怒らないでほしいさ。でも、よ～っく考えてみるさ。お金があったら、なんでも好きなことできるさ。周りもちやほやしてくれるさ。お金で買えないモノがあるのも確かだけどさ、買えるモノのほうがずぅ～っと多いさ」

「お金は、いりません」

　巴ともえは繰り返した。同時に、視線の鋭さを五割増しにする。

　酒匂さかわが、どこか相手をバカにしたような笑みを浮かべた。お金がいらないなんて、どうせきれい事でしょ？　とでも言いたいのだろう。

「マジでなんでも買えるような大金なのに？　いまの法律じゃ、霊能者は裁けないさ。証拠を固める捜査法が確立されてないさ。儲もうけ放題さ。美々津さん、あんたは大金が道に転がってんのに拾わないの？」

「拾います」

「でしょ？」

「そのあと、警察に届けます」

「いや、そういう意味じゃないさ……」

　酒匂が、大おお袈げ裟さなほど赤い唇を歪ゆがめた。つまらないジョークを聞いた、といった顔だ。

「んじゃあ、男なんかどうさ？　すっごいイケメンを紹介してやるさ。あんたの周りにいる男なんて、みんなアリンコみたいにしょぼく見えてくるような……」

「興味ありません」

「彼氏に操みさお立てたって、なんの得もないさ」

「か、彼氏なんて……いません。でも、あなたには想像もできないほど素敵な男性を知っています」

「だぁかぁらぁ～、その素敵な男性がアリンコに見えてくるほどの……」

「アリンコをバカにする人は、アリンコに泣きますよ？」

「あんたと話してると、すげ～疲れるさ」

　巴が気づいたときにはもう、酒匂の手に小さな水晶球が握り込まれていた。どこかに隠し持っていたようだ。

　おそらく、彼女の媒体なのだろう。小こ都と恋こと同じ、というところがなんだか許せないけど……。でも、いまは……。

　巴は、首に下げたペンダントを右手で軽く握った。パルメザンにもらったモノである。でも、このアイテムは、まだ、ちょっと……。

　考え直し、ピアスとブレスレットのほうへ意識を移す。

「最後にもう一度訊きくけど……」

「お金も男性も、結構です」

　巴ともえは、オウムのように同じ言葉を口にした。本気で、分不相応なお金なんて必要ないと思っているし、酒匂さかわのいうイケメンなどとは知り合いになりたくもない。

　自分には、みんながいてくれるから。

　黒くろ媛ひめがいてくれる。百もも香かがいてくれる。キュートも、スイートもいてくれる。それに……、春日かすがくんだって。

　お金で買えないモノは、買えるモノより確かに少ない。少ないからこそ、価値がある。

　みんなのお陰で、自分はその価値に気づくことができた。

　だから、そこだけは譲れない。

　酒匂の目に、冷たい光が走った。と、彼女が、口の中でブツブツとなんらかの呪じゆ文もんを唱え始める。

　待ってやる義理などない。

　巴も同時に呪文を詠唱する。

「言ノ葉の永遠、思ヒ出の知恵、触レ覚おぼえの真事まこと、汝なんじらの叡えい智ち後世に引き継がれん。頭こうべを上げて幽光ひかりを願え。智道歩みし研けん尋じんの徒よ、我に寄り添え」

　巴は、二体の死霊を召喚した。

　酒匂をナめているわけではない。先ほどの霊を見る限り、彼女の能力値がそれほど高くないことに気づいたからである。

　あまり多くの死霊を召喚よべば、大おお怪け我がをさせてしまうかもしれない。

　酒匂に無傷で身を退ひかせるためには、媒体と思おぼしき水晶球を破壊してしまえばいい。それに必要な死霊は二体あれば十分、とそう判断したのだ。

　巴が、死霊たちに指示を出そうとしたそのときだった。

　ヴォロロロロロォォォォォ……、二体の死霊たちの軀からだが崩れ、霊き霧りとなって酒匂が持つ水晶球へ吸い込まれていく。

　その際、巴の繰くり糸はいとも容易たやすく引きちぎられてしまった。

　なるほど……、と巴は下唇を軽く嚙かんだ。

　酒匂は、霊を操ることよりも捕縛することのほうが得意なようである。

　酒匂が、勝ち誇った笑みを赤い唇にのせた。

「あたしは慈悲深いからね。これが最後の最後さ、美み々み津つさん、あたしと手を……」

「お断りします」

　巴は、彼女に最後まで言わせなかった。聞く必要など微み塵じんもない。

　酒匂が、やれやれといった感じに肩をすくめた。

「あんたみたいにいい子ぶってる女、大嫌いさ」

「わたしも、あなたのような考え方は嫌いです」

「言うじゃないさ、クソガキ！」

　毒どく棘きよくのような酒匂さかわの視線を跳ね返すように、巴ともえは再び呪じゆ文もんの詠唱に入った。

「絶対無エイン、絶対全エイン・ソフ、無限光エイン・ソフ・オール……」

「いらっしゃぁ～い、あんたの霊、ぜぇ～んぶあたしがもらってあげるさ！」

　酒匂の鋭い笑みにこたえるべく、巴は呪文を続ける。パルメザンにもらったペンダントを握り締しめながら。

「砕け散りし汝なんじらの刃きば、いまここで再び炎ひを入れん。牙兵つわものたちよ幽光ひかりに走れ。荒野を席せつ巻けんせし群衆よ、我が領と土ちを埋め尽くせ！」

　巴の召喚よび声にこたえ、ゾロゾロと地から這はい出してきたのは、子犬ほどもあろうかという巨大な蟻ありの大群だった。

　パルメザンのペンダントは、どういうわけか蟲属霊むししか召喚よべない。それも、巨大なものばかりしか……。

　この場に黒くろ媛ひめがいなくてよかった。虫が苦手な彼女の前だと、とても使いづらいペンダントである。

「珍しい霊種さ！　全部いただきさっ！」

　酒匂に近づく虫たちが、次々と軀からだを崩され、霊き霧りとなって水晶球に吸い取られていく。

　次々と。次々と。次々と。次々と。次々と。次々と。次々と。次々と。次々と。次々と。

　それでも巴は、召喚のために開けた霊あ孔なを閉ざさなかった。

　そこから、ゾロゾロゾロゾロ、ゾロゾロゾロゾロ、と蟻が這い出してくる。

　ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……、ゾロゾロゾロゾロ……。ゾロゾロ。

「ちょ、ちょっとあんた！　よ、召喚よびすぎじゃ……」

　あまりの数に狼狽うろたえはじめた酒匂へ、巴は静かに言った。

「アリンコは、バカにできませんよ？」

「こ、ここ、こんなの、アリンコなんかじゃ……」

　酒匂の顔が、みるみるうちに恐怖と絶望に彩いろどられていく。

　巴は、やさしくトドメを刺してあげることにした。

「あなたの水晶球、壊します……ごめんなさい」

　そして数秒後……。

　パリン。

　乾いた音をたて、酒匂の手の中で水晶球がふたつに割れた。

　巨大蟻たちの艶つや光びかった黒い外甲からだが、駐車場を埋めつくしている。そんな光景を前にして、酒匂さかわにできることはひとつ。

　悲鳴さえあげることもできず……。

　ただただ……。

　怯おびえに身を震わせるだけ。


　　　☆☆☆



　目の前でうつ伏せに倒れている骨こつ破ぱの後頭部を見下ろし、黒くろ媛ひめは肩で大きく息をついた。

　すぐ横には、大きな鉄球が転がっている。

　ったく、好き放題に暴れてくれたものだ。

　もう一度だけ長く息をつきながら、周囲を見回す。

　この一帯だけボロボロだ。

　まるで、怪獣が暴れていった跡のようである。百もも香かの好きなテレビアニメに登場するナントカ怪獣は、登場するたびに小規模な破壊を繰り返しているが、それと似ているように思った。

　黒媛は、病院のほうへ目をむけた。

　力の使いすぎで、頭に薄霧がかかっている。手足もかなり重い。だが、まだ歩くことくらいはできる。

　骨破はここに放置していこう。

　基本的に愚劣な性格ではなさそうだし、話してみればいいヤツかもしれないが、いまは大男の心配をしている場合ではない。












　警察に捕まるかもしれないけど……。そうなったら、あとで身柄を引き取りにいってやればいいだろう。闘いが終わったあとまでいがみ合う必要はないのだから。

　そう考えた直後だった。

　グッと、無骨な手で左足首をつかまれた。

「うわっ！」

　ムクッと起き上がった巨体に、そのまま宙づりにされる。

「う、い、痛かった」

　骨こつ破ぱが、太い手で頭をさすっている。

　呆あきれるほどのタフネスぶりだが、それに感心している暇はない。下へ手たをすると、このまま地面に叩たたきつけられひき肉にされてしまう。

「放はなせっ！」

　黒くろ媛ひめは、自由な右足で骨破のあごを蹴けりつけた。が、ケロッとしている。

　顔面を狙ねらって、蹴り続けた。

「放せっ！　このっ！」

　宙につり上げられたままだから、蹴りに勢いと体重をのせることができない。

「お、お前、暴れるな」

　ジタバタしているうちに、右足もつかまれてしまった。

　残るは、両手のみ。腰の入っていない拳こぶしを放っても……。どうする？

「ま、また裂き」

　迷っている黒媛の両足を、骨破がグッと開いた。

「お、おい、また裂きって、待て待て！　女性に対して、それは失礼じゃないか？」

　という抗議も聞いてもらえるはずもなく、骨破によってジワジワと股またをひろげられていく。

　柄にもなく、理り刀との家に泊まるということでブルーのミニスカートなんかはいてきたから……。

　下はいちおう短パンだけど……。

　この体勢は、女として屈辱だ。

　一瞬で、怒りが沸点に到達した。

　このっ！

　お腹なかを殴りつけるが、硬い腹筋だからこちらの拳が痛くなる。

　股は一八〇度開くことができるのだが、いまは柔軟性でクリアできる状況ではない。

　骨破の力をもってすれば、両足を引きちぎることなど造作もないだろう。

　想像してしまい、背筋が凍った。同時に怒りも凍りつく。

　どうする？　どうする？　どうする？

　ここまで頭が混乱したことなど、いまだかつて経験したことがない。

　解決策が出せないまま、股またがほぼ真一文字に開かれた。

「…………っっっ！」

　戦せん慄りつが、全身を駆け巡る。

　そのとき、

「躾しつけがなってませんわねっ！」

「う、うがっ！」

　声の直後、両足首が締しめつけから解放された。

　重力につかまった黒くろ媛ひめは、とっさに受け身を取り、そのまま硬い地面を転がって骨こつ破ぱから距離をとる。

　立ち上がって素早く骨破にむき直ると、スイートの姿が目に飛び込んできた。

　彼女が、背後から骨破の顔にライラック色のストールを巻きつけ、視界を塞ふさいでいる。

「レディに対する礼儀を、念入りに叩たたき込んで差し上げますわっ！　ついでに、先ほどのお返しもたっぷりといたしますから、覚悟なさってねっ！」

　骨破の三つ編みを左手でつかみ、スイートが右の連打を始めた。

　ゴスッ！　ゴスッ！　と、拳こぶしに明らかな怒りが見て取れる。

　殴りつけているのは、耳の後ろ側だ。平衡感覚を一時的に狂わせることができる部位である。

　スイートが、ボクシングでいうラビットパンチをゴッツンゴッツンと入れ続けた。

「う、や、やめろ」

　ストールを顔に巻きつけたまま、骨破が両手でスイートの体をつかむと、そのまま力まかせに放ほうり投げた。

「きゃあっ！」

「スイートっ！」

　黒媛のすぐ横、スクラップになったタクシーのフロントガラスへ、スイートが背中から激突する。

　黒媛は、彼女へ駆け寄らなかった。

　ふらつく足でアスファルトを蹴け飛とばし、骨破との間合いをひと呼吸で詰める。

　胸の奥で、なにかが爆発した。

「わたしの友達にっ！」

　骨破との距離を瞬時に測り、極端な前のめりの姿勢で跳んだ。

「手を出すなっ！」

　バシイィィッ！

　空中前回りのスピードと遠心力をのせたかかと蹴りを、大男の顔面に炸さく裂れつさせる。

「ご……」

　ノドの奥から空気をもらしたあと、骨破が地響きを立ててくずおれた。

　地に転がった黒媛は、そんな大男には見むきもせずに立ち上がり、タクシーのデコボコボンネットで起き上がろうとしているスイートに駆け寄った。

「スイート、大丈夫か？　すぐに救急車を呼ぶから、それ以上動くな」

　言っても、彼女は動きをとめようとしない。

　スイートが、震えながら片かた膝ひざを立てる。そして、その膝を両手で押しつけるようにして立ち上がった。顔中に汗を浮かべているが、唇は笑みのかたちを崩さない。

　ところどころ破けた服、そして顔や手足の打撲と擦さつ過か傷しようを見れば、骨こつ破ぱとの激闘を推おし量はかることができる。

「ふん、この程度の傷で他ひ人との手にすがったとあっては、フォンターナの名が泣きますわ」

　黒くろ媛ひめは、タクシーのボンネットから降りてきたスイートを見て、わざとらしく肩をすくめてみせた。

「呆あきれるほど頑丈だな」

　ふん、とスイートが鼻で笑った。疲れた表情をしているものの、意識はしっかりしているし、体も動くようだ。

「ところで……」

　スイートが、思い出したように黒媛へ目をむけてきた。

「ん？」

「あなたとわたくしは、いつから友達になったのですか？」

「？」

「わたくし、そのような関係を築いた覚えもなければ、了承した記憶もありませんけど？」

　スイートが、ス───ッと目を細めた。

　怒っているのだろうか？　それとも……。

　黒媛は、フォンターナ公爵家の誇りを決して忘れない少女を前に、肩の力を抜いた。

　いつも自分は、自然体を心がけている。押しもしないし引きもしない。自分はここにいるし、相手はそこにいる。中間にある空気をありのままに受けとめればいい。

「いまさらなにを言う。スイートがどんなに嫌がっても、わたしのほうは勝手に友達扱いするからな」

　スイートが、ピコピコっと音が聞こえてきそうな様子で、数回まばたきを繰り返した。

　まばたきのあとは、いつもの笑みである。

「ふふん、ご勝手に」

　黒媛は、スイートの膝に目を落とした。

　小こ刻きざみに震えている。

　彼女のことだから、負けん気とプライドだけで立っているのだろう。

「震えてるぞ？」

「目の錯覚じゃありませんの？」

「肩を貸そう」

「わたくしはフォンターナの………」

「他ひ人との手を借りたがらない頑固者でも、友達の肩だったら我慢できるんじゃないか？」

　黒くろ媛ひめは、返事を待たずにスイートの腕を取り、自分の肩にかけた。

　スイートの眉まゆ根ねに小さなしわが寄る。

「ふん、あなたの背が高いから、歩きづらいですわ」

「我慢してくれ」

「……まあ、この程度を我慢できないようでは、フォンターナの娘は務まりませんから」

「さあ、病院はもうすぐだ」

「あ、申し訳ありませんが、その前に、あれを……」

　スイートが指差したのは、骨こつ破ぱの横に落ちたライラック色のストールだった。

　黒媛、巴ともえ、百もも香かの三人でお小遣いを出し合い、ササラにプレゼントしたものである。

「ずいぶん汚れたな……」

　黒媛は、スイートを支えたままストールに歩み寄り、それを拾い上げた。

「目隠しの役には立ちましたわ」

「だな。ササラ姫には、もっといいヤツをプレゼントしよう」

「それ、悪くありませんわよ」

「当然だ。わたしたちが選んだものだぞ？」

　体を密着させたスイートに、黒媛はニッと笑みを投げた。

　スイートも、ふっと唇をゆるめる。

「まあ、亜あ威いさんのセンスは、認めてあげてもよろしいですわね」

「亜威さんじゃなくて、黒媛と呼んでくれないか？」

「呼び捨てで、よろしいの？」

「わたしは、ずっと〝スイート〟と呼んでたじゃないか。これは、わたしのことも〝黒媛〟って呼んでくれ、というメッセージだったんだがな」

　雨が大地へ染み込むように、言葉が心に溶け込んでいったのだろう。スイートが持つ空色の瞳ひとみが、やわらかな光に満ちていく。

「ま、そのうち気がむいたら、〝黒媛〟って呼んで差し上げますわ」

「いま呼んだぞ？」

「こ、これは呼んだうちに入りませんわ。そのときがくれば、もっと、ちゃんと……」

「互いに気張らなくていいのが、〝友達〟って関係なんだぞ？　ほら、気軽に〝黒媛〟って呼んでみてくれ」

「気軽にって、いきなりそんな……」

「いいから、ほら」

「あなた、意外と強引なところがありますわね」

「ん～、〝あなた〟じゃなくて……」

「わたくし、強引な人は嫌いですわ」

「そんなこと言うと、くすぐるぞ？」

「あ、ちょ、ちょっと、ひゃ、や、な、なにをいきなり、や、ん……」

　気軽にじゃれつくことができるのも、友達特権のひとつだ。

「もうっ、黒くろ媛ひめっ！」

　頰ほおを紅潮させて怒るスイートは、間違いなく〝友達〟の顔をしていて……。

　なんだか嬉うれしい黒媛だった。





七章　逆襲パンチⅡぅ！







　理り刀との逆襲パンチを受け、ファルルがコロンコロンと地面の上を転がっていく。

　回転運動に適した体つきなのだろう、転がり方がなめらかである。

『ナイスパンチっ！』

　キュートが、胸の前でグッと両の拳こぶしを握り締しめた。

「理刀っ、いまのうちに逃げて、あるいは逃亡して下さいっ！」

　申し訳ないが、ササラの言葉は聞けない。

　いまがチャンスなのだ。メイドに捕まった彼女を助けるためにも……。

　理刀は、倒れたファルルに追い打ちをかけようと、足を踏み出した。

　が、ほぼ同時にふたりのメイドたちに道を塞ふさがれた。ふたりとも、ファルルに対する追撃は許さない、といった構えである。

「て、て、手を出すなぁ！　そいつはボクが殺やるんだぁぁぁ！」

　ヨロヨロと立ち上がったファルルが、車のトランクから棒のようなモノを取り出した。三〇センチほどの長さで、先端が三つ又になっている。

　武器？

「貴様はぁ！　金剛獣の外か皮わをも貫きぃ、死霊王さえも滅することのできるぅ、この〝海王β〟でぇぇぇ、串くし刺ざしにしてやるぅぉあぁぁぁっ！」

　左ひだり頰ほおを腫はらし、鼻血を流したファルルが、棒を軽く振った。と、いきなりそれが二メートル以上も伸びたではないか。

　ファルルが手にしたモノの正体は、三つ又の矛ほこだった。

　メイドふたりが、舞台のカーテンが開くように左右へ身を退ひいた。

　理り刀ととファルルまでの直線距離は、およそ五メートル。

　矛の切っ先からは、およそ三メートル。

「死ぃぃぃねぇぇぇっ！」

　ファルルが、矛を構えて突っ込んできた。

　紙一重でかわして反撃、などという達人のような動きなど自分には無理。

　そう判断した理刀は、とにかく逃げた。

『きゅ───っ、卑ひ怯きようすぎるわよっ！』

　キュートの叫びも、逆上したファルルの動きをとめることはできない。

「エプスタインっ、やめなさいっ、あるいは中止しなさいっ！」

　ササラの言うことを、ファルルが聞くはずもない。

　むきぃぃぃ、と奇声を発しながら、矛を振り回すというよりも逆に振り回されながら、逃げる理刀を追ってくる。

『エプスタイン家の名が廃すたるわよっ！』

「エプスタイン、やめなさいっ！」

　キュートの声は当然、ササラの声もファルルの耳には届いていない。ギラギラネバネバとした彼の目はすでに、手にした武器ちからに泥酔よっているようだ。

『理刀、あぶないっ！　きゅっ、次は右からよっ！　あ、がんばって！』

　キュートが、空から懸命に応援してくれる。

　彼女の声を耳に、理刀はファルルのとろくさい動きから繰り出される矛ほこ先さきをなんとかかわしながら、反撃のチャンスを窺うかがった。

　メイドのひとりが裏口前に立っているため、病院へ駆け込むことができない。

　ファルルとの闘いも、こちらが有利になればすぐにでもメイドたちが飛び込んでくるだろう。

　この騒ぎに気づいただれかが警察を呼んでくれるか、お姉様たちのだれかが駆けつけてくれれば……。

　いや、と理刀は目の前のファルルに意識を集中させた。

　だれかに助けてもらう前に、コイツにもう一発食らわせたい。

　そんな思いが湧わき上がる。

　ササラが、表情を強こわ張ばらせている。

　キュートが応援してくれる。

　彼女たちの前で、無様な格好はできない。

「逃げるなぁ！　男らしく正々堂々と闘えぇぇい！」

　ファルルが、フラフラとバランスを崩しながら矛ほこを横に薙ないだ。

　理り刀とは大きく飛び退のきながら切っ先をかわし、次の攻撃に備える。踏み込もうにも、自在に長さを変えることができる矛が相手では、タイミングが計りづらい。

　それでも。

　キュートの声援があるから、がんばれる。

　キュートの声を耳にすると、力が湧わいてくる。

　キュートの存在を感じていられるから、心を強く持てる。

　徐々に、矛ほこ先さきの動きに慣れてきた。

　徐々に、目と体から恐怖が消えていく。

　徐々に、ファルルの体力も落ちている。

　徐々に、勇気が満ちてくる。

　徐々に、狙ねらう瞬間が見えてくる。

　理刀は誘った。

　その瞬間をつくるため。

　キュートの声にこたえるため。

　お坊ちゃまにもう一撃を叩たたき込むため。

「いいかげんにぃぃぃ、死にさらせぇぇぇ！」

　ファルルが、矛を突き入れてきた。

　理刀は真横へ移動し、ギリギリで矛先をかわす。脇わき腹ばらをわずかにかすめられるが、そんなことは気にしない。

　痛いけど、気にしない！

　理刀は、ツツジの植え込みを背にしていた。

　そして、ファルルの鈍い突きが、狙い通りに植え込みへ突き込まれる。

　三つ又の矛先がツツジの枝に引っかかった瞬間を見逃さず、そして躊躇ためらわず、理刀は勢いよく踏み込んだ。

　ファルルの脆ぜい弱じやくな腕力では、素早く矛を引き戻すことができない。彼のニブニブな反射神経では、せっかくの魔的で上質な矛もただのオモチャでしかなくなる。

　逆襲パンチⅡぅ！




　固めた拳こぶしに込めたモノ……。

　呪じゆ殺さつ目的の宝珠を贈られ、挙げ句ストールを奪われたササラ。

　コンパクトを踏み砕かれた黒くろ媛ひめ。

　大男とひとり闘ったスイート。

「キュート、またあとで会いましょ」と言葉を残し、背をむけた巴ともえ。

　応援してくれるキュート。

　自分にしか視みえないキュート。

　独ひとりで不安だったはずのキュート。

　様々な想おもいを……。




　逆襲パンチⅡぅ！

　左ひだり頰ほおを腫はらし、鼻血ブーになったファルルの顔面を狙ねらい、理り刀とは拳こぶしを突き出した。

　が……、超強力な磁石に吸い寄せられるように、背中から地面に倒れ込んでしまった。いや、後ろから襟首をつかまれて体を引き戻され、そのまま押さえ込まれたのだ。

　ひとりのメイドが、ファルルを殴りつけるはずだった右腕を取り、もうひとりが理刀の脇わき腹ばらを踏みつけている。

『きゅ───っ！　卑ひ怯きようにもほどがあるわよっ！』

　寄ってきたキュートが、メイドたちをスカスカと殴りつける。

「やめなさいっ、エプスタインっっっ!!」

　ササラらしからぬ絶叫に、理刀は顔を動かした。

　矛ほこを構え直したファルルが、数メートル先に立っていた。矛ほこ先さきは、真まっ直すぐに理刀の胸元にむけられている。

　彼の目を染めているのは、ぬめぬめとした嗜し虐ぎやく色。

「エプスタインっ、わたしの命を奪いなさいっ、その人は、なんの関係もありませんっ！　エプスタインっっっ！」

　ササラがどんなに暴れようが、メイドは決して手を放はなそうとしない。

　ファルルが、フー、フーと大きく肩を上下させている。

　汗だくの顔は上気し、額ひたいにぺったりと貼はりついた前髪はみすぼらしく、モップのような髪全体も右側に大きくズレている。

　上下する肩の動きが、ゆっくりと落ち着いていく。

　呼吸が整っていくにつれ、矛先の揺れも小さくなっていく。

「くっ……そう……」

　理刀は、ありったけの力を振り絞った。が、メイドたちの力はそれ以上だった。立ち上がるどころか、地面から体を離すことさえできない。

『きゅ───────っ！　卑怯者っ！』

　頭の上から、キュートの叫びが降ってくる。

　ほぼ同時に、ファルルの嗜虐色が爆発した。

「このクソ人間がぁ！　正義のひと突きを受けてみよぉっ！」

　ファルルが、腹の肉をたぷんと揺らした。

　そのとき、

「ハゲっ！」

　たったのひと言が、この場の緊迫感を鷲わしづかみにした。

　ファルルの動きが、ピタリととまる。

「ハゲっ、あるいはカツラっ、もしくはツルツルっ！」

　叫んでいるのは、ササラだった。

「あなたはハゲ、あるいはカツラですっ！　さらに言うなら、臆おく病びよう者もの、あるいは、あるいは、あるいはっ、魔族の面汚しですっ！」

「なぁぁぁにぃぃぃ！」

　ファルルの矛ほこ先さきが、ササラにむけられた。

『サ、ササラ姫っ！』

　キュートの叫びは、彼女に届かない。

「ササラ姫！」

　理り刀との叫びにも、ササラは顔をむけようとしない。

　彼女はいま、矛ほこをむけられてなお決意の表情でファルルをにらみつけている。

「こ、このボクにぃぃぃ、ハゲって言うなぁぁぁっ！」

　ファルルが、理刀にむけていた怒りをササラへ移した。そのまま、狂気に顔を歪ゆがめ、頰ほお肉にくと腹肉をタプタプ震わせながら走り出す。

　矛先が……、ササラの胸に……。

　理刀は視みた。

『きゅ──────────────────────────────────っ！』

　ササラと矛の間に、キュートが飛び込んでいく姿を。

　キュートっ！

　ファルルが、ササラにむかって矛を突き出し……。

　刹せつ那な。

　理刀の視界を黒い影が切り裂いた。

　バキイィィィッ！

　硬質な破砕音。

　柄の折れた矛先が、宙に舞う。

　間を置かず、ドガッ、と肉と骨がぶつかるような音のあと、ササラを押さえていたメイドが吹っ飛んだ。

　黒い影が地を滑った、と思った直後、理刀の体が自由になった。

　慌あわてて立ち上がった理刀の目の前に、冷たくもあたたかな毒どく舌ぜつ丸まるの瞳ひとみがあった。

　自分を押さえつけていたふたりのメイドたちが、彼女の足もとに倒れ伏している。

　視線を移すと、ふるふると余ったあご肉を震わせているファルルの赤い顔。怒っているのか、怯おびえているのか、判断するのが難しい醜か面おである。

「春日かすが理刀さん、大丈夫ですか？　病院の職員から、裏口で魔族が騒いでいると聞いたのできてみたのですが……」

　毒舌丸の冷めきった声に曖あい昧まいなうなずきを返しながらも、理刀は捜した。

　ササラに歩み寄りながら、周囲を見回す。

　キュートは？

「キュート？」

　彼女の返事は……、聴こえない。

「キュート!?」

『う……』

　聴こえた。

　どこから？

　周りには、いない。

『………ぁ』

　上？

　理り刀とは、空を振り仰いだ。

　キュートは、頭上にいた。

　高さは、二階の窓に届くくらいか。

『り、と……』

「キュート！」

　宙に浮かんだ彼女の腹から、血が流れ落ちている。

　大量の血が腹から舞い上がり、空気中で溶けるように薄れ、消えていく。

　苦しそうなキュートの顔。

「キュートっっっ！」

　苦しそうな彼女を視みて、理刀は絶望にも似た寒気を感じていた。

　ファルルが振るった〝海王β〟とかいう矛ほこは、霊体をも傷つけることが可能だったようだ。実際に、その矛ほこ先さきがキュートの体を裂いたのだから。

　そして、それに気づいているのは理刀ひとりだけ。

　ひとりだけなのに……、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』である自分は、キュートに触れることができない。触れれば最悪、消滅させてしまうかもしれないから。

　キュートの姿は、理刀以外には視えない。

　キュートの声は、理刀以外には聴こえない。

　理刀は、キュートに触れることができない。

　理刀は、キュートを助ける方法を知らない。

　どうすればいい？

　だれか助けてくれっ！

　頼むっ、だれかキュートを助けてくれっ！

　焦り、なにもできないまま狼狽うろたえている理刀の横で、毒どく舌ぜつ丸まるが冷たい視線でファルルを貫いている。

　フォンターナ公爵家の｛疾風｝は、エプスタイン公爵家にも顔が売れているらしい。証拠に、ファルルが醜面を凍りつかせたまま動けないでいる。

　でもいまは、ファルルなんかどうだっていい。

　理り刀とは、毒どく舌ぜつ丸まるにすがった。

「毒舌丸さん、キュートを助けて下さい！　キュートが、大おお怪け我がして、あそこに……」

「？」

　毒舌丸が、理刀の指差した方向へ顔をむけたあと、メガネの奥でわずかに目を細めた。

　彼女の表情は、微み塵じんも動かない。

　ササラも、眉まゆ根ねにしわを寄せて中空を見上げているが、視線はまったく違う場所をむいている。

「オレには視みえるんです！　キュートが、あのハゲ野郎の武器で怪我して、ササラ姫を助けようとして、すごい大怪我して、血がいっぱい出てて、オレは触れなくて、助けてやれなくて、だから……」

　自分でも、なにを言っているのかわからなくなってくる。情けない、自分は情けない。動転して、頭がぐちゃぐちゃになって、状況を正確に伝えたくても、それができない。

　キュートが、目の前で苦しんでいる。

　大量に血を流している。

　キュートが、可愛かわいいキュートが、いつもそばにいてくれたキュートが、ゆっくりと命を失っていく。

　彼女は、すぐそこにいるのに……。

　なにもしてやれないなんて！

　助けてあげられないなんて！

　触れることさえできないなんて！

　人を助けることが、自分の夢だったじゃないか！

　自分の、自分のっっ！　求め続けてきたことだったじゃないかっ！

　ここにいるのに！

　自分はっ、いまっ、ここにいるのにっ！

　ここに……、いるのに……。

「キュートがっ！」

　不器用に叫ぶことしかできないなんて……。

　毒舌丸が、指先でメガネのブリッジを押し上げた。

「わたしには、なにも見えませんが」

「オレには、キュートが視えてるんです！」

「キュートお嬢様は、現在病室にいらっしゃるのですが、春日かすが理刀さんは、すぐそこにキュートお嬢様が浮遊している、と仰おつしやるのですか？　それでしたら、それは霊体のようなものでしょうか？」

「霊体かどうかわかりません。体は透き通ってますけど、とにかく、大おお怪け我がをしてるんです。だから急いで、どうにかして助けないと……」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、隣のササラへ、あご肉をプルプル震わせているだけのファルルへ、倒れたまま動かないメイドたちへ、そして理り刀とへ、と視線を巡らせる。迷っている様子だ。

　さすがの彼女も、解決策を見み出いだすことができないらしい。

　神様！

　理刀は心の中で、信じてもいないだれかに心の底から助けを求めた。

　そのとき、病院入口前のロータリーに一台のタクシーが入ってきたことに気づいた。タクシーは、そのまま建物のむこう側へ走っていき、見えなくなる。

　しかし理刀は、見逃さなかった。

　窓から見えた乗客は、黒髪の愛らしい女の子と、車内にあってなお輝いている銀髪のお姉様。

　百もも香かとスキュースだった。

　女神様っ！

　駆け出そうとした瞬間、毒舌丸に腕をつかまれた。

「春日かすが理刀さんは、ここを離れないで下さい。それとササラ姫のお手を決して放はなさないよう、お願いします」

　理刀は、反射的にササラの手を握り締しめた。いまは、毒舌丸を信頼するしかない。とっさにそう思った。

「姫……急を要する事態のようですので、ご無礼をお許し下さい」

　ササラに目を流したあと、毒舌丸の姿が消える。

「………」

　理刀とササラは、無言で視線を合わせた。

　と、三秒も待たないうちに、毒舌丸が戻ってきた。

　スキュースと百香もいっしょだ。

　間を置かず、歪ゆがんだ空間から滲にじみ出てくるように、カカとリイザも姿を現した。スキュースの気配を感じとり、やってきたのだろう。

　フォンターナ公爵家の娘たち、そのトップスリーがならび立つと、なんだか厳おごそかな気持ちになってくる。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の三女リイザ。

｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝の次女カカ。

｛魔界の至宝｝の長女スキュース。

　それぞれが、魔界で名を馳はせた大魔女である。

　理刀は、ササラから手を放さないよう気をつけながら、彼女たちの視線を受けとめた。

　早くキュートを、と口を開こうとしたとき、ファルルが引きつった声で叫んだ。

「ボ、ボボボォ、ボクはぁ！　フォンターナの独善からぁ、ササラ姫をお守りするため、に、にに、人間界にやってきたんだ！　人間どもを使ってぇ、わ、我らエプスタインに仇あだなすフォンターナにぃぃぃ、災いあれぇぇぇぇぇい！」

　スッ、とリイザが目を動かした。

　ギラッ、とカカが目を動かした。

　ツゥ───ッ、とスキュースが目を動かした。

　トリプルの刃先しせんをむけられ、ファルルがぶるる～んと大きくあご肉を波打たせた。ヒクヒクとノドを震わせ、ピクピクと頰ほお肉にくを痙けい攣れんさせながら、ビクビクとした視線を三姉妹にむけている。

　そんなファルルへ、リイザがうっとりするような微笑ほほえみを投げかけた。

「わたし、証拠もなにもなくあなたを抹殺する方法を、数億通りは知っていますよ？」

　続けてカカが、鉈なたのような視線をファルルへ叩たたきつける。

「抹殺なんて、ぬるすぎだろ？」

　最後は、スキュースだった。

「あなたがエプスタインの眷けん属ぞくなら、せめてお好みの逝いき方を選ばせてあげましょう」

　いつの間にか、毒どく舌ぜつ丸まるがファルルのそばに立っていた。お嬢様方の命令が下れば、いつでも……、といった冷気をまとっている。

　それに気づいたファルルが、ひゃっ、とどこから出しているのかわからないような悲鳴をあげるなり、理り刀とたちに背をむけて走り出した。

　たぷたぷたぷたぷたぷたぷたぷっ、と体中の肉を揺らしながら、どこかコミカルな走法で逃げていく。意外と速い。

　倒れたまま動かないメイドたちは、置き去りにされたようだ。

　百もも香かが、珍獣でも目撃したかのような顔で、走り去っていくファルルの背を眺めている。

　道路へ飛び出し、車のブレーキ音などお構いなしに走り続けるファルルにはもう、スキュースもカカもリイザも興味を失ったようである。見むきもしない。

　理刀はササラの手を放はなし、スキュースたちへ駆け寄った。

　もう、苦しそうなキュートを見ていられない。




　キスは……、突然だった。

「キュートは、わたしをかばおうと、あるいは助けようとしてくれたのですね？　でしたら……わたしも、勇気、あるいは気持ちを示さなければ……」

　額ひたいも目もとも頰ほおも、それどころか耳も首筋も真っ赤っかにしたササラが、理刀に歩み寄ってきながらそう口にしたのだ。

　すでに、覚悟を決めていたのだろう。

　理刀のほうは、というと……。

　キスのことなど、きれいサッパリ忘れていた。キュートのことで頭がいっぱいになっていたから。

「春日かすがさん、あなたは、その、安心できる、あるいは、いい人です」

　七色が揺れた、と思った直後、理り刀との唇にササラが自らのそれを重ねてきた。

　チュ。

　甘い刺激と心地ここちいい香りが、ふんわりと理刀を包み込む。

　これで、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』が｛傀儡回しプレイヤー｝の能力を一時的に抑え込んだはず。

　スキュースが、カカが、リイザが、毒どく舌ぜつ丸まるが、百もも香かが、キスを見守っている。

　こんな大勢の前で、キスなんて……。

　そう思うものの、意識はすぐにキュートのことへ切り替わる。

　彼女はいまなお、苦しそうに小さなうめきをもらしながら宙を漂っている。

　理刀は、真っ赤になったササラから身を離したあと、すぐさまスキュースへむき直った。体中の火ほ照てりが、急速に冷めていく。

「スキュースさん、キュートを助けて下さい」

「そのつもりよ」

「キュートが……キュートの霊体が、すぐそこにいるんです」

　理刀は、空中のキュートを指し示した。

　だが、スキュースも、カカも、リイザも、毒舌丸と同じ反応しか示してくれない。

　百香も、いまだに見えないようだ。

「オレには視みえるんです！」

　スキュースが、冷え冷えとした目を中空へむけたまま、たずねてきた。












「キュートはいま、どんな状態なのかしら？」

「血を流してます。さっきのファルルってヤツの矛ほこが、腹を傷つけたみたいで……」

　百もも香かが、両手で口を押さえた。

　ササラが、泣きそうな顔をしている。

　リイザが、息を吞のんだ。

　カカが、双そう眸ぼうに鋭い光を灯ともした。

　スキュースと毒どく舌ぜつ丸まるのふたりだけが、表情を微み塵じんも変えず宙を凝視している。

　カカが、理り刀とへ視線を移した。

「春日かすが、お前に視みえてるなら、信用するよ。声は聴こえるか？」

「はい、ちゃんと聴こえます！」

　スキュースが、カカとリイザへ顔をむけた。

「突然変異種の霊は、通常の霊視では捉とらえられないから、わたしたちにキュートの姿を視ることはできないわ」

　ひと呼吸の間を置き、彼女が理刀へ目を流しながら言葉を加える。

「でも彼のお陰で、施術法が決まったわね」

　カカとリイザが、同時にうなずいた。

　百香とササラが、彼女たちへ期待に満ちた目をむける。

　毒舌丸は、無言のまま動かない。が、無表情の奥から、強い想おもいがあふれ出していることがよくわかる。

　百香もササラも毒舌丸も、願いはひとつ。

　──キュートを助けてほしい。

　もちろん、理刀も同じだった。

　カカが、片手を上げた。

　すると、目の前にベッドが現れた。その上に寝ているのは、キュートの本体である。

　どうやら、ここで施術を行うつもりのようだ。

　スキュースが、ベッドの頭側へ移動した。

「混こん沌とんの少年、あなたに賭かけてみましょう。いますぐキュートの霊に呼びかけてちょうだい。体に重なりなさい、と。そうすれば、｛魔界の至宝｝の名にかけて、身魂を癒着させてみせるわ」

　カカとリイザが、それぞれベッドの左右に立った。

　キュートのベッドを中心に、｛魔界の至宝｝、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝のトライアングルができあがる。

「春日、わたしもお前に賭けてみよう。キュートが体に戻ったら、教えてくれ」

「あなたを信じましょう」

　カカとリイザの強い視線を受け、理刀はキュートへ呼びかけた。

「キュート、聴こえるか？　キュート!?」

　どういうわけか、涙が出そうになってくる。

　すり傷に水が染みるのにも似た、ひりひりとした痛みを感じた。

　この痛みは……、怖おぞ気け？

「キュート！」

　呼んでも、彼女は動かない。

　動いてくれない。

　大量の血が、空気中に溶けていく。

　先ほどまであれほど苦しそうにしていたはずなのに、どういうわけか、いまの彼女は穏やかな面持ちをしている。

　どうして、そんなに安らかな顔をしているの？

　ふわふわのベッドで、心地ここちいい眠りに身をゆだねているかのような顔である。

　なんで？　あれ？　キュート？　どうしたの？　声が聴こえないの？　こんなに大きな声なのに？

　ねぇ、キュート？

「キュートっ!!」

　ぞわぞわと粟あわ立だってくる皮膚を、ガリガリと搔かきむしりたくなった。

　泣くな。

　いまは泣いてる場合じゃない。

　呼べ。

　呼び戻せ。

　キュートをここに呼び戻せっ！

　泣くなっ！

　叫べ！

　キュートは、宙を漂ったまま動かない。

　彼女は、なんのこたえも返してくれない。

　理り刀とは、呆ぼう然ぜんと銀色のツインテールを見上げることしかできない。

　泣く……、な。

　キュートを……、呼び戻すんだ。


　　　☆☆☆



　キュートは、彷徨さまよっていた。

　自分がどこにいるのか、わからない。

　自分がなにをしているのか、わからない。

　自分がなにをしなければならないのか、わからない。

　体の中心に大きな孔あなをあけられたようだ。なんだかスースーする。

　とても眠たいし、とてもあたたかいし、とても寂しかった。

　──理刀。

　彼に会いたかった。

　彼が、好きだから。

　独ひとりじゃ、寂しいから。

　いっしょに、いたいから。

　ふたりで、海にいきたいから。

　出会った日にいった、あの海へ。

　少しずつ、記憶がこぼれ落ちてくる。

　ササラ姫が危ない。

　そう思った直後、ファルルが突き出した矛ほこに飛びついていた。

　矛ほこ先さきをとめようと思ったのか……、自らの体を盾にしようと思ったのか……、よくわからない。

　霊体のくせに……。

　足手まといのくせに……。

　なんの助けにもならないくせに……。

　それでも自分は、フォンターナの娘だから。

　王家に忠誠を誓っているから。

　ササラ姫は、カカお姉様の親友だから。

　守らなきゃ。

　強く強く強くそう思ったのだ。

　それでもやっぱり、霊体だからなんの力にもなれなかった。霊体じゃなかったとしても、幻術くらいしか使えないオチコボレだけど。

　バカだ。

「キュート！」

　声。

　理り刀との声。

　理刀が呼んでいる。

　たったそれだけで、ぬかるんだ暗黒の底から意識がゆっくりと浮上していく。

　口を、動かさなきゃ。

　返事を、しなきゃ。

　理刀、理刀、あたし、ここにいるよ。

　理刀、

　あたしは……、

　ここに……、

　いるよ。

「キュート、しっかり、キュート！　オレの声が聴こえたら、返事をしてくれっ！」

　聴こえてるよ、理刀。

　ちゃんと、聴こえてる、よ。

　ありったけの力を振り絞り、

　唇を押しひろげ、

　のどを震わせた。

『り……と……』

「キュート！　しっかり！　ほら、ここまで降りてくるんだ！」

　ぼんやりと、世界が淡い光を帯びてくる。

　ゆっくりと首を動かした。

　必死に叫んでいる理り刀とが、見えた。

　百もも香かもいる。

　毒どく舌ぜつ丸まるも。

　ササラ姫も。

　スキュースお姉様も。

　カカお姉様も。

　リイザお姉様も。

　それに、ベッドで眠る自分自身の姿も。

「キュート、ほら、自分と体を重ねるんだ。がんばって！」

　理刀が呼んでいる。

　ベッドの周りで、みんなが自分を見守ってくれている。

　動かなきゃ。動かなきゃ。動かなきゃ。

　自分だけの力で動かなきゃ。

　だれの手も借りられない。

　だれにも泣きつけない。

　自分自身の力だけで。

　ひとりだけで。

　動かなきゃ。動かなきゃ。動かなきゃ。動かなきゃ。動かなきゃ。動かなきゃ。

　キュートは、自らの寝顔を目指した。

　思うように空を飛べない。あれほど自由に飛び回れたのに、どうして？

　ベッドは、すぐそこなのに……。

「がんばれ！」

　理刀が応援してくれる。

「キュートさぁん、がんばって下さい！」

　視みえていないはずの百香も、声を張り上げている。

　毒舌丸が、ササラ姫が、リイザお姉様が、カカお姉様が、スキュースお姉様が、見守ってくれている。

『きゅ、ぅ、ぅ、ぅ、ぅぅぅぅぅぅぅぅぅ～』

　空は晴れ渡っているのに、どういうわけか冷たい豪雨の中を泳いでいるかのような錯覚に陥おちいった。

　降り注そそぐ大粒の雨と横殴りの強風に、身動きができなくなる。このままでは、ずぶ濡ぬれになって体の芯しんまで凍らされ、皮膚も、肉も、骨も、すべて消し飛ばされてしまうだろう。

　数センチ進むだけで、意識が削れ、身をすり潰つぶされていくかのような怖おぞ気けが、ごうごうと降り注いでくる。

　それでも、

　それでもっ！

「がんばれ、キュートっ！」

　理り刀との声が、勇気をくれる。

　彼の声を必死で抱き締しめながら、キュートは自分にむかって飛んだ。

『きゅ──────────────────────────────────っ！』

　豪雨の中を、

　恐怖の中を、

　苦痛の中を、

　歯を食いしばり、

　ただただ前へむかって。

　そうやって、ようやく自分にたどり着いた。

　体を重ね、細く、いまにも途切れそうな息を吐く。

「スキュースさん、キュートが体を重ねましたっ！」

　理刀の声が聴こえる。

　でも……、もう……、彼の顔は見えない。

「カカ、リイザ、帰魂術式の第七七八款かん八一項五節に波長を合わせなさい」

「オッケー」

「はい、スキュ姉様」

　スキュース、カカ、リイザの声も聞こえる。

　でも、もう光さえわからない。

　暗よりも暗。

　黒よりも黒。

　キュートの世界はすでに、すべてを失っている。

　視覚も、聴覚も、嗅きゆう覚かくも、味覚も、触覚も、すべて。

　あるのは、凍こごえそうな孤独だけ。

　さびしい、よ。

　理刀……。

　り……、と。

　……………。





エピローグ







　理り刀とは、施術を始めたスキュースたちを駐車場の隅すみから見守った。

　毒どく舌ぜつ丸まる、ササラ、百もも香かの三人も、この場を動こうとしない。

　ササラの唇がちょっとだけ気になりはしたものの、いまはもうクリアした過去である。ベッド上のキュートに意識を集中した。

　オレンジ色に光る球体が、ベッドを包み込んでいる。その周りを守るように、スキュース、カカ、リイザの三人が立っている。

　いま、あの球体の中でキュートが施術を受けているのだ。

　施術が始まってすぐ、毒舌丸に気絶させられていた三人のメイドたちが目を覚ました。が、無視した。

　フォンターナ家の｛疾風｝ににらみつけられ、こそこそと逃げていく彼女たちには、べつになんの恨みもないし、腹も立ててはいない。「主人は選んだほうがいいよ？」と声をかけてあげたいくらいである。

「あ、巴ともえちゃん」

　百香の声に、理刀は振り返った。

　メイドたちと入れ違いに、巴が歩み寄ってくる。

「美み々み津つさん、大丈夫だった？」

「わたしは、べつになにも……キュートは？」

「いま、施術中」

　理刀は、目でキュートを指し示した。

　ひと目で状況を理解したのだろう。巴は黙ってうなずいたあと、百香の隣に立った。

　ここでようやく思い出した。

　黒くろ媛ひめとスイートは？

　と、ふたつの人影が寄り添い、こちらへ近づいてくるのが見えた。

　黒媛と、彼女に肩を借りたスイートである。

「黒くろ姉ねえ様さま！」

「スイートお嬢様」

　百香が、ふたりにむかって走り出す。

　毒舌丸が瞬時に移動し、スイートの体を支えた。

　黒媛に大きな傷はないようだが、スイートのほうはボロボロである。

　理刀も、彼女たちへ駆け寄った。

　巴とササラもついてくる。

「スイート、すぐに手当てを……」

「お気づかい、ありがとうございます。ですが、愚妹いもうとが闘っているのであれば、姉であるわたくしがここを動くわけにはまいりませんわ」

　スイートが、オレンジ色の球体へ目をむけた。

　そんな彼女へ、毒どく舌ぜつ丸まるが声をかける。

「スイートお嬢様、施術はおそらく六時間以上に及ぶであろうことが予想されます。ここはひとまず……」

「毒舌丸」

　スイートが、空色の瞳ひとみに力を込めた。

　それだけで、毒舌丸はもうなにも言わなかった。ただ、小さくうなずいただけである。

　黒くろ媛ひめが、スイートの肩をポン、と叩たたいた。

「だったらせめて、座ったらどうだ？」

「立っているのも疲れますから、そうさせてもらいますわ」

　どこかやわらかな雰囲気を漂わせ、スイートがタイヤどめのブロックに腰を下ろした。

　素直な彼女を見て、微かすかな違和感を覚える理り刀とである。でも、そんなところが可愛かわいかったりもするから不思議だ。

　ふと、理刀はスイートが握っているモノに目をとめた。

「スイート、それ……」

「ああ、これですか？　無作法者には過分な品ですから、取り上げてきましたの」

　彼女が、手にしたモノを軽く上げた。

「あ……」

　ササラが、小さな声を出す。

　スイートが持っていたのは、ライラック色のストールだった。少々、ほつれが目立つようだが……。

　巴ともえと百もも香かが、なにか言いたげな顔でそれを見ている。でも、口を開こうとはしない。

　スイートに歩み寄ったササラが、ストールをそっとつかんだ。

　スイートが、ゆっくりと首を振る。

「残念ですが、これは汚れすぎました。ササラ姫には、べつの……」

「いいのです。わたしはこのストール、あるいは肩掛けがいいのです」

　瞳で微笑ほほえみながら、ササラが繰り返す。

「わたしは、これが、いいのです」

　彼女の表情を見れば、やわらかな声こわ音ねに染しみ込んだ想おもいが、疑いようもなく純粋であることがよくわかる。

　スイートが、そんなお姫様にストールを手渡した。

「姫には汚れすぎた品ですが、贈り手の心根は澄んでおりますわ。どうか、彼女たちの気持ちをお心に留めおき下さい」

「ビョルンストライドの紋章に誓って、忘れません」

　ササラが、優雅な仕草で髪を搔かき上げ、自らの肩にストールをまとった。

　薄紫色ライラツクを下に、七色の髪が胸いっぱいに光を吸い込む様さまは、ため息がもれそうなほど美しい。

　黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、顔を見合わせて微笑ほほえんでいる。

　無言の毒どく舌ぜつ丸まるも、どこか表情をゆるめているように見える。

　ササラが、オレンジ色の球体へむき直った。

　その瞬間……。

　黒媛が、表情を引き締しめる。

　巴が、唇を引き結ぶ。

　百香が、コクッと唾つばを吞のむ。

　スイートが、微かすかに目を細めた。

　毒舌丸は、視線の鋭さを微み塵じんもゆるめない。

　理り刀とはグッと意識を集中させ、視界の中央にしっかりとキュートを捉とらえた。

　すぐにまた、全員の気持ちが引き締まる。

　大丈夫。フォンターナ公爵家の姉妹、そのトップスリーが全力で施術に臨んでいるのだから、絶対に、大丈夫。

　百香が、胸の前で祈るように手を握り合わせている。

　黒媛も、巴も、真剣そのものといった目だ。

　座ったままのスイートも、キュートという一点から目をそらさない。

　ササラと毒舌丸も同じ。

　この場にいる全員が、キュートに意識おもいを注そそいでいる。




　施術開始から、八時間以上が経過した。

　陽ひは、とっくの昔に落ちている。

　理刀たちはずっと、裏口を出入りする人たちをオレンジ色の球体へ近づけないよう、そのたびに足どめし、説明し、納得してもらっていた。納得しない人は、毒舌丸に追い払ってもらった。

　キュートが目を覚ますまで、なんぴとたりとも近づけない。そんな気合いのもと、この数時間、理刀は施術を見守っていた。

　周囲が暗くなり、外灯の光に虫が集つどう頃ころになっても、スキュースたちに動きはなかった。

　オレンジ色の球体が放はなつ、あたたかな光。

　星の少ない都会の夜空。

　病院を取り巻く街の音。

　座ったまま、気を失うように寝てしまったスイート。

　黒媛や巴も腰を下ろし、うとうとしている。

　姉の太ももを枕まくら代わりに、横になった百香はすでに熟睡中だ。

　ササラも、壁に背を預けて眠っている。

　みんなにとって、身も心も疲れる一日だったはずだ。もちろん、理り刀とにとっても。

　それでも、理刀は起きていた。

　地面にあぐらをかいたまま、ほとんどなんの動きもない施術を見守っている。

　つい先ほどまで立っていたから、足の裏や膝ひざや太ももや腰や背中が痛い。それでも、施術から目を離さない。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、いまだに立ったまま動かない。ときどき通る病院関係者の動きに注意を払っているようだ。

　スキュース、カカ、リイザの三人も、立ったまま施術を続けている。

　その場から動かず、ときどき腕をわずかに上下させる程度だから、かなりの体力と持久力と精神力が必要なはずだ。もちろん、想像など及びもしないほど高次の魔力も。

｛魔界の至宝｝

｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝

　常識を超越した大魔女が、三人がかりで施術を行っているのだから大丈夫。ずっと、そう思っていた。

　でも、時間がかかりすぎてないか？

　キュートの霊体は、大おお怪け我がを負っていた。

　魂を傷つけられていても、果たして帰魂術式とやらは成功するのだろうか？

　ときには〝待つ〟ことが拷問にも似た痛苦をともなうことを、理刀は初めて知った。

　キュート。

　理刀は、きつく目を閉じた。

　キュート。

　願った。

　キュートの笑顔が見たい、と。

　きつくきつく、目を閉じた。

　いきなり。

　ふえええええええええええええええええええええええええええええええええええええ！

　駐車場を揺るがす泣き声に、理刀は跳び上がるように立ち上がった。

　ビシビシッ、と近くの壁に亀き裂れつが走る。アスファルトにも、蛇のようなひび割れが無数に走り回った。

「何事ですのっ!?」

「な、なんだ？」

「黒くろ姉ねえ様さま、地震？」

「………っ！」

「暴動！　あるいは謀む叛ほんですか!?　ま、またエ、エプスタインがっ？」

　スイート、黒くろ媛ひめ、百もも香か、巴ともえ、ササラの五人も跳ね起きた。

　理り刀とは見た。

　オレンジ色の球体が、いつの間にか消えている。

　キュートの施術は……、成功？

　それとも……。

　毒どく舌ぜつ丸まるへ目をむけた。

　彼女は、その場を一歩も動かない。表情も動かさない。

　キュートは？

　ベッドに近づいてもいいのか？

　施術は終わったのか？

　ふえええええええええええええええええええええええええええええええええええええ！

　リイザが泣き続けている。

「メソメソするなっ！」

　いままで一歩もその場を動かなかったカカが、ベッドを回り込んでリイザに歩み寄り、ゴンッ！　と頭突きを入れた。

「痛ぁ～い！」

「カカ、リイザ、静かになさい」

　スキュースが、冷え冷えとした声でふたりの妹たちを注意した。

　そのときだった。

「きゅ～、うるさいわねぇ」

　ベッドで寝ていた女の子が、むくりと起き上がったではないか。

　理刀と少女の視線が、しっかりと重なった。

　ニッコリと微笑ほほえむ彼女の姿は、最高のはずなのに……、どういうわけかグニャグニャに歪ゆがんでしまって……。よく見えない。

　もう、泣いてもいいよね？

　理刀は、自分自身に許可を出す。

　いいよ。

　でも、許可する前に泣いてるよ？

　涙が邪魔で、せっかくの笑顔がよく見えない。

「ふふん、ぽけぽけなあの子にしては、よくがんばりましたわね」

　背から、スイートのつぶやきが聞こえてきた。声にはもう、緊張も心配もない。

「がんばりました。あるいは……、がんばりました！」

　ササラの声も聞こえた。

　理刀はようやく、張り詰めていた糸をゆるめ、両手を夜空に高く突き上げた。

「キュート！」

　叫びに涙が混ざる。

「ぃぃぃやったぁ、キュートぉ！」と黒くろ媛ひめ。

「キュートっ！」と巴ともえ。

「キュートさぁぁぁん！」と百もも香か。

　彼女たちの叫びも、涙混じりだ。

　みんないっせいに、ベッドへむかって走り出す。

　歓喜が、夜空を満たした瞬間だった。







「んと、理り刀と、あのね、今度の休み、海へ遊びにいかない？」

　天使の微笑ほほえみが、歓喜に花を添えてくれたのは言うまでもない。












あとがき




　六巻のお届けとなります。

　ストーリーの流れがつながっていますので、ご購入する際には五巻、六巻と合わせてどうぞ（初しよっ端ぱなから営業！）。




　今回のストーリー作成には、いろいろと苦労しました。

　楽しく、可愛かわいく、面白く、をモットーに書き上げた五巻はいいとして、その勢いと流れを受けとめる六巻は、さてどうしたものか。悩みました……。

　そんなとき、頼りになるのはあたたかな友人たちです。

「この伏線回収シーン、もっと面白くできないかな？」とボク。

「神様に訊きいてみれば？」と友人①。

「キュートをもう少し可愛く書きたいんだけど……」

「脱がせ！」と友人②。

「構成がさ……」

「きょうの運勢、オレ最高だったんだよね。ラッキーカラーはピンク！　素敵な異性との出会いがあるかも、だってさ！　あ、お前の運勢、最下位だったよ」と友人③。

　他ほかにも、たくさんの友人たちがボクを支えてくれました。

「ご、ごめんね。〆切があるからちょっと出かけるの無理なんだ」とボク。

「大丈夫だって、お前ならやれるよ。おら、飲みいくぞ！」と友人④。

「あんまり寝てないし、あしたもまた仕事あるから、もうそろそろ帰らないと……終電もなくなっちゃうし……」

「お前の逞たくましい両足はなんのためにあるんだ？　歩いて帰れば健康的だろ」と友人⑤。

「もう飲めないし、もう食べれないし、ネタ浮かばないし……」

「心配すんな。弱音を吐いているのは、お前のＡ人格だ。ほらほら、さっさとＢ人格に切り替えて飲み直せ。オレはもうＥ人格までチェンジ済みだぞ？」と友人⑥。

　そんな感じで（どんな感じだ？）、ようやく六巻を書き上げることができました。

　ナマあたたかな友人たちに乾杯です。




　最後になりましたが……。

　毎回、愛らしく、しかも質の高いイラストを描いて下さる武む藤とう此史くりひと先生。

　仕事に時間のかかるボクをガッチリとサポートして下さる担当の笹ささ尾おさん。そして、編集部の皆様。

　この本をお手に取って下さった読者の皆様。

　ありがとうございました。


野の島じまけんじ


















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　体重と脂肪量の増加にともない、筋力の低下を招いた結果、動きのキレを失いつつあるきょうこの頃。

　　全盛期のパワー・スピード・テクニックを取り戻すべく、ひと駅歩いたり、階段を駆け上がったり、食事制限をしたつもりになるという、想像を絶するほどの過酷なイメージトレーニングを続ける日々に……、乾杯！




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　先日、御袋様から野菜ジュースを頂きました。

　　野菜１００％でスパイシーです。

　　健康を気にかけてくれているのでしょうか、有難い話です。

　　でも流石に１００本は多すぎると思うのですよ。

　　野菜ジュースブーム到来です。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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野島けんじ
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